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《
語
注
》

（　

）
圓
首
座
＝
底
本
割
注
お
よ
び
『
添
足
』
に
、「
何
人
な
る
か
を
具
さ
に
せ
ず
。
仏
眼
遠
禅
師
の
下
に
、
雲
居
自
円
禅
師
有
り
。
若

し
く
は
是
の
人
な
ら
ん
か
。
圓
悟
の
法
姪
な
り
（
不
具
何
人
。
仏
眼
遠
禅
師
之
下
、
有
雲
居
自
円
禅
師
。
若
是
人
乎
。
圓
悟
之
法
姪
也
）」
と
、

「
仏
眼
清
遠
下
の
雲
悟
自
圓
禅
師
」
に
擬
し
て
い
る
。
し
か
し
、
雲
居
自
円
は
、『
続
伝
燈
録
』
巻
三
三
（T

51-696c

）
に
、
仏
眼
清

遠
下
・
雲
居
清
悟
禅
師
の
法
嗣
と
し
て
立
伝
さ
れ
て
い
る
。
仏
眼
清
遠
下
に
は
、「
雲
居
円
禅
師
」
な
る
人
物
が
『
続
伝
燈
録
』
巻

二
九
「
目
録
」（T

51-664c

）
に
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
法
系
が
近
く
名
前
の
似
た
両
禅
師
を
、
割
注
や
『
添
足
』
に
お
い
て
同
一
人
物

と
混
同
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
ａ
）
得
道
之

）
1
（

士
、
立

）
2
（

處
既
孤

）
3
（

危
峭
絶
、
不
與
一

）
4
（

法
作
對
、
行
時
不
動

）
5
（

纖
塵
。
豈
止
入
林
不

）
6
（

動
草
、
入
水
不
動
波
。
蓋
中

）
7
（

已

虗
寂
、
外
絶

）
8
（

照
功
、
翛）

9
（

然
自

）
（1
（

得
、
徹

）
（（
（

證
無
心
。
雖
萬
機

）
（1
（

頓
赴
、
豈
能
撓
其
神（

一
）

干
其
慮
哉
。
平
時
只
守
閑

）
（1
（

閑
地
、
如
癡

）
（1
（

似
兀
、
及

至
臨
事
物（

二
）

、
初
不
作

）
（1
（

伎
倆
。
準（

三
）

擬）
（1
（

剸
）
（1
（

割
、
風
旋
電
轉
、
靡
不
當
機
。
豈
非
素
有
所）

1（
（

守
也
。
是
故
古
德
道
、
如
人
學
射
、
久

）
（1
（

久
方

中
。
悟
則
刹
那
、
履
踐
功（

四
）

夫）
（1
（

、
須
資
長
遠
。
如
鵓

）
11
（

鳩
兒
、
出（

五
）

生
下
來
、
赤）

1（
（

骨（
六
）

地
、
養
來

）
11
（

餧
去
、
日
久
時
深
、
羽
毛
既
就
、
便

解
高
飛
遠
擧
。
所
以
悟

）
11
（

明
透）

11
（

徹（
七
）

、
政（

八
）

要
調

）
11
（

伏
。
只

）
11
（

如
諸
塵

）
11
（

境
界
、
常

）
11
（

流
於
中
窒

）
11
（

礙
、
到
得

）
11
（

底
人
分

）
1（
（

上
、
無
不
虚

）
11
（

通
。
全
是
自

）
11
（

家

大
解

）
11
（

脱
門
。
終
日
作

）
11
（

為
未
嘗
作
爲
。
了
無
欣
厭
亦
無
倦
怠
。
度
盡
一
切
、
而
無
能
所
。
況
生
厭
墮
耶
。
苟
性
質
偏

）
11
（

枯
、
尤）

11
（

當
増

益
所
不
能
、
放

）
11
（

教
圓

）
11
（

通
、
以
謳）

11
（

和（
九
）

攝
）
1（
（

化
開

）
11
（

權
、
俯
仰

）
11
（

應
接
、
俾
高
低
遠
邇

（
一
〇
）、
略

）
11
（

無
差
悞

（
一
一
）。
行
常
不

）
11
（

輕
行
、
學
忍

）
11
（

辱
仙
人

（
一
二
）、
遵
先

佛
軌

）
11
（

儀
、
成
就
三
十
七）

11
（

品
助
道
法
、
堅
固
四

）
11
（

攝
行
。
到
大
用

）
11
（

現
前
、
喧
寂
一
致

（
一
三
）。
如
下
水
船
不
勞
篙

）
1（
（

棹
、
混
融
含
攝
、
圓
證
普

賢
）
11
（

行
願
。
乃
世
出
世
間
大
善
知
識
也
。
古
德
云
、
三

）
11
（

家
村
裏
須
自

）
11
（

箇
叢

）
11
（

林
。
蓋
無
叢
林
處
、
雖
有
志

）
11
（

之
士
、
亦
喜
自

）
11
（

便
。
到

恁
）
11
（

麼
、
尤
宜
執
守
。
唯
在）

11
（

強
勉
以）

11
（

不
倦
終
之

（
一
四
）。
至
於
喧
靜
亦
復
爾
。
喧
處
周
旋）

1（
（

應
變
、
於
中
虗
寂
、
靜
處
能
不
被
靜
縛
、
則
隨

1
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所
至
處
、
皆
我
活）

11
（

業
（
一
五
）。

唯
中
虗

）
11
（

外
順
、
有
根
本
者
能
然
。

　
【
校�
注
】（
一
）
撓
其
神
于
其
慮
哉
＝
語
録
は
「
撓
其
神
千
難
殊
對
而
不
干
其
慮
哉
」
に
作
る
。（
二
）「
事
物
」
＝
語
録
は
「
事
為
物
」

に
作
る
。（
三
）
準
＝
語
録
は
「
准
」
に
作
る
。（
四
）
功
＝
語
録
は
「
工
」
に
作
る
。（
五
）
出
＝
語
録
は
「
初
」
に
作
る
。（
六
）

赤
骨

地
＝
語
録
は
「
赤
骨
歴
地
」
に
作
る
。（
七
）
徹
＝
語
録
は
「
底
」
に
作
る
。（
八
）
政
＝
語
録
は
「
正
」
に
作
る
。（
九
）

謳
和
＝
語
録
は
「
謳
和
力
」
に
作
る
。（
一
〇
）
邇
＝
語
録
は
「
近
」
に
作
る
。（
一
一
）
悞
＝
語
録
は
「
誤
」
に
作
る
。（
一
二
）

人
＝
語
録
に
は
無
し
。（
一
三
）
致
＝
語
録
は
「
等
」
に
作
る
。（
一
四
）
之
＝
語
録
に
は
無
し
。（
一
五
）
業
＝
語
録
は
「
計
」

に
作
る
。

＊

得
道
の
士
は
、
立
處
既
に
孤
危
峭
絶
、
一
法
と
對
を
作
さ
ざ
れ
ば
、
行
く
時
に
は
纖
塵
も
動
か
さ
ず
。
豈
に
止
だ
に
林
に
入

り
て
草
を
動
ぜ
ず
、
水
に
入
り
て
波
を
動
ぜ
ざ
る
の
み
な
ら
ん
や
。
蓋
し
中
、
已
に
虗
寂
な
れ
ば
、
外
、
照
功
を
絶
し
、
翛
然

と
し
て
自
得
し
、
徹
證
し
て
無
心
な
り
。
萬
機
、
頓
に
赴
く
と
雖
も
、
豈
に
能
く
其
の
神
を
撓み

だ

し
、
其
の
慮
を
干お

か

さ
ん
や
。
平

時
は
只
だ
閑
閑
地
を
守
る
こ
と
癡
の
如
く
兀
に
似
た
り
。
事
物
に
臨
む
に
至
る
に
及
ん
で
、
初も

と

よ
り
伎
倆
を
作
さ
ざ
る
も
、
剸

割
せ
ん
と
準
擬
す
れ
ば
、
風
旋
り
電
轉
じ
機
に
當
た
ら
ざ
る
靡
し
。
豈
に
素
よ
り
守
る
所
有
る
に
非
ざ
ら
ん
や
。
是
の
故
に
古

德
の
道い

わ

く
、「
人
の
射
を
学
び
て
、
久
久
に
し
て
方
に
中あ

た
る
が
如
し
」
と
。
悟
る
こ
と
は
則
ち
刹
那
な
る
も
、
功
夫
を
履
踐

す
る
は
須
く
長
遠
を
資と

る
べ
し
。
鵓
鳩
兒
の
、
出
生
し
下
り
來
る
と
き
は
、
赤
骨

地
な
る
も
、
養
い
來
り
餧
い
去
り
、
日
久

し
く
時
深
く
し
て
、
羽
毛
既
に
就な

れ
ば
、
便
ち
解よ

く
高
飛
遠
擧
す
る
が
如
し
。
所
以
に
悟
明
透
徹
す
る
に
は
、
政
に
調
伏
す
要べ

し
。
只
だ
諸
塵
境
界
の
如
き
は
、
常
流
は
中
に
於
い
て
窒
礙
せ
ら
る
る
も
、
到
得
底
の
人
の
分
上
に
は
、
虗
通
せ
ず
と
云
う
こ

と
無
し
。
全
く
是
れ
自
家
の
大
解
脱
の
門
な
り
。
終
日
作
爲
す
る
も
未
だ
嘗
て
作
爲
せ
ず
。
了つ

い

に
欣
厭
無
く
亦
た
倦
怠
無
し
。

一
切
を
度
し
盡
く
し
て
而
も
能
所
無
し
。
況
や
厭
墮
を
生
ず
る
を
や
。
苟も

し
性
質
偏
枯
な
ら
ば
、
尤な

お
當
に
能
く
せ
ざ
る
所
を
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増
益
し
、
圓
通
な
ら
し
め
、
謳
和
を
以
て
攝
化
開
權
し
、
俯
仰
應
接
し
、
高
低
遠
邇
を
し
て
、
略
ぼ
差
悞
無
か
ら
し
む
べ
し
。

常
不
輕
の
行
を
行
じ
、
忍
辱
仙
人
を
學
び
、
先
佛
の
軌
儀
に
遵
い
て
、
三
十
七
品
の
助
道
の
法
を
成
就
し
、
四
攝
行
を
堅
固
に

せ
よ
。
大
用
現
前
す
る
に
到
り
て
は
、
喧
寂
一
致
な
り
。
水
を
下
る
船
の
篙
棹
を
勞
せ
ざ
る
が
如
く
、
混
融
含
攝
し
て
、
普
賢

の
行
願
を
圓
證
す
。
乃
ち
世
出
世
間
の
大
善
知
識
な
り
。
古
德
云
く
、「
三
家
村
裏
、
須
く
自
箇
の
叢
林
な
る
べ
し
」
と
。
蓋

し
叢
林
無
き
處
に
は
、
有
志
の
士
と
雖
も
、
亦
た
自
便
を
喜
ぶ
。
恁
麼
に
到
れ
ば
、
尤な

お
宜
し
く
執
守
す
べ
し
。
唯
だ
強
勉
し

て
倦
ま
ざ
る
を
以
て
之
を
終
う
る
に
在
る
の
み
。
喧
靜
に
至
り
て
も
亦ま

た復
爾
り
。
喧
處
に
は
周
旋
應
變
し
て
、
中
に
於
い
て
虗

寂
、
靜
處
に
は
能
く
靜
縛
を
被
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
随
所
至
處
は
皆
な
我
が
活
業
な
り
。
唯
だ
中
は
虗
、
外
は
順
に
し
て
、
根
本

有
る
者
の
み
能
く
然
る
な
り
。

＊

悟
り
を
得
た
人
は
〔
そ
の
〕
立き

よ
う
ち処
が
、
切
り
立
っ
た
山
の
よ
う
に
取
り
付
き
よ
う
も
な
く
、
何
一
つ
対
立
す
る
も
の
は
な
い

か
ら
、〔
は
た
ら
き
を
発
揮
し
て
〕
動
く
時
に
は
塵
一
つ
動
か
さ
な
い
。
単
に
林
に
入
っ
て
草
を
動
か
さ
ず
、
水
に
入
っ
て
波

を
立
て
な
い
だ
け
で
は
な
〔
く
、
ま
っ
た
く
痕
跡
が
な
〕
い
の
だ
。
思
う
に
、
中
が
虚か

ら
つ
ぽ寂

だ
か
ら
、
外
に
〔
智
慧
の
〕
は
た
ら

き
の
跡
を
と
ど
め
る
こ
と
は
な
い
。
何
に
も
捉
わ
れ
ず
自
ら
体
得
し
、
悟
り
き
っ
て
無
心
な
の
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
事
柄
が

急
に
や
っ
て
き
た
と
し
て
も
、
精
神
と
思
慮
を
乱
す
こ
と
が
出
来
よ
う
か
。
普
段
は
愚
か
者
の
よ
う
に
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
る

が
、
世
俗
〔
の
教
化
〕
に
臨
む
段
に
な
る
と
、
も
と
よ
り
小
手
先
を
弄
さ
な
く
て
も
、
決
着
を
つ
け
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
風

が
巻
き
起
こ
り
稲
妻
が
走
る
か
の
よ
う
に
〔
瞬
時
に
〕
そ
の
場
に
応
じ
て
解
決
し
な
い
こ
と
は
な
い
。
ど
う
し
て
平
素
か
ら

〔
悟
り
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
何
事
に
も
と
ら
わ
れ
な
い
境
地
を
取
り
〕
守
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
古
の
祖
師
は

〔
こ
の
よ
う
に
〕
言
っ
て
い
る
、「
人
が
弓
術
を
学
ん
で
、
久
し
く
〔
練
習
し
て
〕
時
間
が
た
つ
内
に
、
的
に
あ
た
る
よ
う
な
も

の
だ
」
と
。
悟
る
の
は
一
瞬
で
あ
る
が
、〔
悟
り
へ
の
〕
修
行
の
実
践
は
、
長
い
時
間
が
必
要
だ
。〔
そ
れ
は
〕
鳩
の
雛
が
生
ま



5

れ
落
ち
て
き
た
と
き
に
は
、〔
毛
も
生
え
て
い
な
い
〕
丸
裸
だ
が
、
餌
を
与
え
続
け
て
日
月
が
経
過
し
、
羽
毛
が
生
え
揃
っ
た

な
ら
ば
、
高
く
遠
く
ま
で
飛
べ
る
よ
う
に
な
る
よ
う
な
も
の
だ
。
だ
か
ら
、〔
本
来
〕
徹
底
的
に
悟
り
き
る
に
は
、
修
養
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
世
俗
世
界
で
は
、
凡
庸
な
衆
生
は
そ
の
中
で
〔
様
々
な
〕
障
害
を
蒙
む
る
が
、〔
悟
り
に
〕
到
り
得

た
人
の
境
地
で
は
妨
げ
が
な
い
。〔
世
俗
世
界
が
〕
全
て
み
な
自
分
自
身
が
大
解
脱
す
る
門
戸
な
の
で
あ
る
。
一
日
中
〔
あ
れ

こ
れ
と
〕
行
な
っ
た
と
し
て
も
、〔
実
際
は
〕
全
く
何
も
し
て
い
な
い
。
決
し
て
喜
ん
だ
り
嫌
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
し
、

い
や
に
な
っ
て
怠
け
た
り
す
る
こ
と
も
な
い
。
一
切
〔
衆
生
〕
を
救
い
尽
く
し
て
も
、〔
救
う
〕
主
体
と
〔
救
わ
れ
る
〕
客
体

は
存
在
し
な
い
。
ま
し
て
嫌
が
り
怠
け
た
り
す
る
気
持
ち
を
起
こ
そ
う
か
。〔
相
手
が
〕
も
し
〔
ま
だ
悟
り
を
開
け
ず
に
〕
性

質
が
片
寄
っ
て
〔
一
定
の
見
解
に
と
ら
わ
れ
て
〕
い
る
な
ら
ば
、
更
に
そ
の
だ
め
な
と
こ
ろ
を
増
補
し
て
、
円
満
に
行
き
渡
ら

せ
、
方
便
を
も
ち
い
て
教
化
し
、〔
一
挙
手
一
投
足
の
〕
立
ち
居
振
る
舞
い
で
対
応
し
、
機
根
の
上
下
、
修
行
の
深
浅
を
〔
問

わ
ず
〕、〔
彼
ら
に
〕
ま
っ
た
く
過
ち
が
無
い
よ
う
に
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
常
不
軽
菩
薩
の
行
を
行
い
、
忍
辱
仙
人
〔
の

行
い
〕
を
学
ん
で
、
過
去
の
仏
た
ち
の
〔
示
さ
れ
た
〕
規
範
に
従
い
、
悟
り
へ
の
三
十
七
の
修
行
法
を
成
就
し
、
四
摂
法
行
を

固
く
守
り
な
さ
い
。
大
い
な
る
用は

た
ら

き
が
眼
の
前
に
現
れ
れ
ば
、
騒
が
し
い
状
態
で
も
寂
滅
し
た
状
態
で
も
〔
本
来
の
在
り
方

と
〕
ぴ
っ
た
り
と
合
致
す
る
。〔
そ
う
な
れ
ば
、〕
川
を
下
る
船
が
船
竿
を
必
要
と
し
な
い
よ
う
に
〔
ス
ム
ー
ズ
に
世
俗
と
〕
混

じ
り
合
い
、〔
衆
生
を
〕
お
さ
め
と
っ
て
、
普
賢
菩
薩
の
十
行
願
を
円
満
に
悟
〔
っ
た
こ
と
に
な
〕
る
。
そ
れ
で
こ
そ
世
間
・

出
世
間
の
大
善
知
識
で
あ
る
。
先
人
は
言
っ
て
い
る
。「〔
た
と
え
〕
人
里
離
れ
た
田
舎
で
も
、〔
自
分
が
い
る
そ
の
場
所
が
〕

き
っ
と
自
分
自
身
の
修
行
道
場
な
の
だ
」
と
。〔
と
は
い
え
、〕
思
う
に
、〔
き
ち
ん
と
し
た
〕
道
場
が
無
い
所
で
は
、〔
た
と
え

悟
り
を
求
め
る
〕
志
を
持
っ
た
士
で
あ
っ
た
と
し
て
も
〔
だ
ら
け
て
何
も
せ
ず
〕
自
由
勝
手
に
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な

〔
自
由
な
状
態
に
あ
る
〕
と
き
こ
そ
、
一
段
と
し
っ
か
り
〔
志
を
〕
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〔
問
題
は
〕
た
だ
、
努
め
て
怠

ら
ず
に
最
後
ま
で
続
け
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
騒
が
し
い
場
所
、
静
か
な
場
所
の
違
い
に
つ
い
て
も
同
様
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で
あ
る
。
騒
が
し
い
場
所
に
あ
っ
て
は
、〔
目
ま
ぐ
る
し
い
周
り
の
物
事
に
〕
対
応
し
な
が
ら
も
〔
自
分
の
心
の
〕
中
は
空
っ

ぽ
で
静
か
で
あ
り
、
静
か
な
場
所
で
は
、
そ
の
静
け
さ
に
捉
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
場
そ
の
場
の
至
る
と
こ
ろ
が

全
て
自
分
の
活
き
た
な
り
わ
い
と
な
る
。
た
だ
、
内
面
は
虚
心
で
、
外
面
は
穏
や
か
で
あ
り
、
根
本
を
了
解
し
て
い
る
者
だ
け

が
、
そ
の
よ
う
に
出
来
る
の
で
あ
る
。

＊

《
語
注
》

（　

）
得
道
之
士
＝
「
得
道
」
は
悟
り
を
得
る
こ
と
（『
中
村
』p.1020

）。「
士
」
は
、
成
年
男
子
の
通
称
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
智
者
・

賢
者
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ん
で
い
る
（『
漢
語
』
第
二
冊
・p.999

）。『
心
要
』
で
は
、
こ
こ
の
他
二
箇
所
に
見
え
る
。

（　

）
立
處
＝
『
臨
済
録
』「
示
衆
」
に
見
え
る
「
随
処
作
主
、
立
処
皆
真
」（T

47-498a

）
に
も
と
づ
い
た
語
で
あ
ろ
う
。『
臨
済
録
』
の

「
立
処
」
は
、
岩
波
文
庫
本
で
は
、「
お
の
れ
の
在
り
場
所
」（p.51

）
と
訳
さ
れ
て
い
て
、
こ
こ
も
同
様
の
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
柳
田

聖
山
氏
が
、「
随
処
作
主
、
立
処
皆
真
」
に
つ
い
て
、「
出
世
間
的
な
も
の
を
体
と
し
つ
つ
、
世
間
的
な
事
々
物
々
の
上
に
そ
の
用

を
見
る
も
の
で
あ
る
。
臨
済
の
随
処
に
主
と
な
る
と
い
う
主
張
も
、
畢
竟
は
そ
う
し
た
体
を
失
わ
ぬ
立
場
に
つ
な
が
る
」（
柳
田
聖
山

『
臨
済
録
』
仏
典
講
座
30
・
大
蔵
出
版
・
一
九
八
一
・p.389

）
と
解
説
し
て
い
る
通
り
、「
随
処
作
主
、
立
処
皆
真
」
の
「
立
処
」
は
、
出
世
間

的
な
も
の
、
つ
ま
り
真
理
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
立
処
」
な
の
で
あ
る
。

（　

）
孤
危
峭
絶
＝
「
孤
危
」
は
、『
漢
語
』
に
「
謂
突
兀
高
峻
」（
第
四
冊
・p.216

）
と
あ
り
、「
峭
絶
」
は
「
形
容
性
格
厳
正
」（
第
三
冊
・

p.818

）
と
あ
る
。
切
り
立
っ
た
山
の
よ
う
に
と
り
つ
く
し
ま
が
な
い
様
子
。
圜
悟
の
優
れ
た
禅
的
な
境
地
を
表
現
し
た
言
葉
。「
孤

危
」
は
圜
悟
が
多
用
し
た
表
現
で
、
類
似
し
た
言
葉
に
「
孤
危
峭
峻
」
が
あ
り
、『
円
悟
語
録
』
巻
五
に
、「
又
た
僧
問
う
、『
如
何

な
る
か
是
れ
諸
仏
出
身
の
処
』
と
。
門
云
く
、『
東
山
水
上
行
』
と
。
一
等
是
れ
箇
の
時
節
な
り
。
朴
実
頭
の
処
は
、
直た

だ是
朴
実
頭
、

孤
危
峭
峻
の
処
は
、
直た

だ是
孤
危
峭
峻
な
る
の
み
（
又
僧
問
、
如
何
是
諸
仏
出
身
処
。
門
云
、
東
山
水
上
行
。
一
等
是
箇
時
節
。
朴
実
頭
処
、
直
是

123
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朴
実
頭
、
孤
危
峭
峻
処
、
直
是
孤
危
峭
峻
）」（T

47-736b

）
と
あ
る
。
ま
た
、『
碧
巌
録
』
第
三
五
則
・
本
則
評
唱
に
、「
若
し
参
透
し
て
、

孤
危
峭
峻
な
る
こ
と
、
金
剛
王
宝
剣
の
如
く
な
ら
し
め
ん
と
要
せ
ば
、
文
殊
の
言
下
に
向お

い
て
薦
取
せ
ば
、
自
然
に
水
灑
し
著
け

ず
、
風
吹
き
入
ら
ず
（
若
要
参
透
使
孤
危
峭
峻
、
如
金
剛
王
宝
剣
、
向
文
殊
言
下
薦
取
、
自
然
水
灑
不
著
、
風
吹
不
入
）」（T

48-173c

）
と
あ
る
の

を
始
め
、
第
四
九
則
・
本
則
評
唱
（T

48-185a

）
や
、
第
五
二
則
・
頌
評
唱
（T

48-187b

）
に
も
見
え
る
。
更
に
、『
円
悟
語
録
』
巻
六

に
は
、「
凜
凜
孤
危
、
澄
澄
絶
照
」（T

47-738b

）
と
言
う
表
現
も
見
え
る
。

（　

）
一
法
作
對
＝
「
法
」
に
は
、
大
き
く
分
け
て
真
理
・
教
え
と
い
う
意
味
と
、
物
事
・
現
象
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
後

者
の
意
。『
中
村
』（p.1227
）
参
照
。「
作
対
」
は
対
立
す
る
も
の
の
こ
と
（『
中
国
語
』p.2236

、『
漢
語
』
第
一
冊
・p.1257

）
と
あ
る
。
用
例

と
し
て
は
、『
明
覚
禅
師
語
録
』
に
「
一
法
と
対
を
作
さ
ざ
る
、
便
ち
是
れ
無
諍
三
昧
な
り
（
不
与
一
法
作
対
、
便
是
無
諍
三
昧
）」（T

47-

684a

）
と
あ
る
。

（　

）
不
動
纖
塵
＝
塵
一
つ
動
か
さ
な
い
。『
汾
陽
無
徳
禅
師
語
録
』
巻
一
に
、「
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
諸
仏
行
李マ

マ

の
処
』
と
。
師

云
く
、『
直
下
に
生
路
無
く
、
行
時
に
塵
を
動
ぜ
ず
』
と
（
問
、
如
何
是
諸
仏
行
李
処
。
師
云
、
直
下
無
生
路
、
行
時
不
動
塵
）」（T

47-601b

）

と
あ
る
の
が
参
考
に
な
ろ
う
。

（　

）
入
林
不
動
草
、
入
水
不
動
波
＝
『
禅
学
』
に
「
俗
界
の
現
象
に
と
ら
わ
れ
な
い
絶
対
の
境
地
。
ま
た
極
め
て
厳
粛
な
辨
道
の
様

を
言
う
」（p.1031

）
と
あ
る
。『
続
古
尊
宿
語
要
』
巻
三
の
「
白
雲
端
和
尚
語
」
に
「
入
林
不
動
草
、
入
水
不
動
波
」（Z118-472d

）
と

そ
の
ま
ま
の
対
句
が
あ
り
、『
明
覚
禅
師
語
録
』（T

47-681c
）・『
円
悟
語
録
』（T

47-739b

）・『
大
慧
語
録
』（T

47-839a

）・『
虚
堂
録
』

（T
47-1044c

）
に
も
同
表
現
が
見
え
る
。
な
お
、『
虚
堂
録
犂
耕
』（p.974
）
に
は
、
白
雲
守
端
「
上
堂
」
の
語
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。

（　

）
虗
寂
＝
「
虚
は
虚
空
。
寂
は
寂
静
。
悟
り
・
涅
槃
の
世
界
の
静
け
さ
」（『
禅
学
』p.343

）、「
空
寂
の
こ
と
。
一
切
の
現
象
に
は
い
か

な
る
実
体
も
な
く
無
限
深
遠
で
、
思
考
や
概
念
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
宇
宙
の
実
相
を
い
う
」（『
中
村
』p.228

）
と
あ
る
。「
虚
寂
」

は
『
心
要
』
の
中
に
一
〇
箇
所
見
え
る
。

4567
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（　

）
外
絶
照
功
＝
「
照
功
」
は
、
知
恵
が
照
ら
し
出
す
働
き
。『
肇
論
』「
般
若
無
知
論
」
の
「
無
照
功
」
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
注
（
43
）
参
照
。
塚
本
善
隆
氏
は
「
而
も
照
察
の
功
（
あ
と
）
を
と
ど
め
な
い
」（
塚
本
善
隆
編
『
肇
論
研
究
』p.25

）
と
訳
し
、
平
井

俊
榮
氏
は
「
し
か
も
そ
の
洞
察
は
跡
を
と
ど
め
る
こ
と
は
な
い
」（
平
井
俊
榮
『
大
乗
仏
典
・
中
国
・
日
本
篇
・
２
肇
論
・
三
論
玄
義
』p.35

）
と
訳

し
て
い
る
。

（　

）
翛
然
＝
「
融
通
自
在
、
物
ご
と
に
と
ら
わ
れ
な
い
様
」（『
大
漢
和
』
巻
九
・p.114

、『
中
国
語
』p.3395

）。『
荘
子
』
大
宗
師
篇
に
「
翛
然

と
し
て
往
き
、
翛
然
と
し
て
来
た
る
の
み
（
翛
然
而
往
、
翛
然
而
来
而
已
矣
）」（
岩
波
文
庫
『
荘
子
・
内
篇
』p.153

）
と
あ
る
。

（　

）
自
得
＝
自
ら
心
に
さ
と
る
こ
と
。『
中
庸
』
第
四
章
に
「
君
子
は
入
る
と
し
て
自
得
せ
ざ
る
無
し
（
君
子
無
入
而
自
得
焉
）」（
岩
波
文

庫
『
大
学
・
中
庸
』p.165

）
と
あ
る
。『
心
要
』
に
は
こ
こ
の
他
、
一
一
箇
所
見
え
る
。

（　

）
徹
證
＝
悟
り
き
る
こ
と
。『
円
悟
語
録
』（T

47-769a

）・『
大
慧
語
録
』（T

47-905c

）
に
も
見
え
る
。
和
刻
本
は
「
無
心
に
徹
証
す
」

と
訓
ん
で
い
る
が
、
今
回
は
上
の
「
翛
然
自
得
」
と
対
句
と
し
て
「
徹
證
し
て
無
心
」
と
訓
ん
だ
。「
徹
証
」
は
『
円
悟
語
録
』
に

は
、
計
四
箇
所
、『
心
要
』
に
も
一
四
箇
所
見
え
る
。

（　

）
雖
萬
機
頓
赴
、
豈
能
撓
其
神
、
干
其
慮
哉
＝
『
円
悟
語
録
』
巻
一
三
（T

47-773b

）
に
も
同
文
の
引
用
が
あ
る
が
、『
肇
論
』「
涅
槃

無
名
論
」
の
「
万
機
頓
に
赴
く
も
其
の
神
を
撓み

だ

さ
ず
。
千
難
殊
に
対
す
る
も
其
の
慮
を
干お

か

さ
ず
（
万
機
頓
赴
而
不
撓
其
神
。
千
難
殊
対
而

不
干
其
慮
）」（T
45-158c

）
を
踏
ま
え
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。『
肇
論
』
の
該
当
箇
所
を
、
平
井
俊
榮
氏
は
、「〔
法
身
と
般
若
は
〕
あ
ら
ゆ

る
事
柄
に
同
時
に
対
応
し
な
が
ら
、
心
を
乱
す
こ
と
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
苦
難
に
一
々
対
応
し
な
が
ら
、
思
慮
を
失
う
こ
と
は
な

い
」
と
訳
し
て
い
る
（『《
大
乗
仏
典
》
肇
論
・
三
論
玄
義
』p.85

、cf.

塚
本
訳
・p.69

）。「
撓
」
は
、
乱
れ
る
様
子
（『
漢
語
』
第
六
冊p.849

）、「
干
」

は
、
犯
す
こ
と
（『
漢
語
』
第
二
冊
・p.911

）。

（　

）
守
閑
閑
地
＝
「
守
」
と
い
う
語
は
、「
執
着
し
固
守
す
る
」
と
い
う
否
定
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、「
し
っ
か

り
と
堅
持
す
る
」
と
い
う
肯
定
的
な
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
文
脈
や
目
的
語
に
よ
っ
て
訳
し
分
け
る
必
要
が
あ
る
。

8910111213
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否
定
的
な
意
味
で
の
用
例
と
し
て
は
、『
信
心
銘
』
の
「
二
は
一
に
由
っ
て
有
り
、
一
も
亦
た
守
る
こ
と
莫
か
れ
（
二
由
一
有
、
一
亦

莫
守
）」（T

48-376c

）
や
、『
伝
心
法
要
』
の
「
名
を
守
っ
て
解
を
生
ず
可
か
ら
ず
（
不
可
守
名
而
生
解
）」（T

48-382c

）
な
ど
が
あ
り
、
肯

定
的
な
意
味
で
の
用
例
と
し
て
は
、『
禅
苑
清
規
』
巻
九
の
「
形
を
毀
ち
て
志
節
を
守
り
、
愛
を
割
き
て
所
親
を
辞
す
（
毀
形
守
志
節
、

割
愛
辞
所
親
）」（「
沙
弥
受
戒
文
」Z111-462d

）
や
『
大
慧
語
録
』
巻
二
七
の
「
這
の
一
著
子
、
得
易
き
も
守
り
難
け
れ
ば
、
切
に
忽ゆ

る
が
せ
に

す
可
か
ら
ず
（
這
一
著
子
、
得
易
守
難
、
切
不
可
忽
）」（「
答
劉
宝
学
」T
47-925a

）
な
ど
が
あ
る
。
圜
悟
の
場
合
も
同
様
で
、
彼
が
よ
く
使
用

す
る
「
株
を
守
り
て
兔
を
待
つ
（
守
株
待
兔
）」（『
碧
巌
録
』
第
七
則
・
頌
・T

48-147c

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.127

、
末
木
訳
㊤p.147

）
と
い
っ
た
表
現

な
ど
は
前
者
の
用
例
に
属
し
、
一
方
、「
本
分
を
守
る
（
守
本
分
）」（『
心
要
』
巻
一
・Z120-349d

）
と
い
っ
た
表
現
な
ど
は
後
者
の
用
例

に
属
す
。
こ
の
段
に
見
え
る
「
只
守
閑
閑
地
」「
豈
非
素
有
所
守
也
」「
尤
宜
執
守
」
と
い
う
表
現
中
の
「
守
」
は
後
者
に
当
た
る
。

「
閑
閑
地
」
は
、【
１
】「
示
華
厳
明
首
座
」（
ｇ
）
注
（
３
）
参
照
。
当
箇
所
を
含
め
『
心
要
』
中
に
一
三
箇
所
見
え
る
。

（　

）
如
癡
似
兀
＝
「
癡
」（『
漢
語
』
第
八
冊
・p.361

）・「
兀
」（『
漢
語
』
第
二
冊
・p.1569

）
共
に
愚
か
の
意
。
ま
た
、『
碧
巌
録
種
電
鈔
』
で
は
、

「
兀
」
を
解
説
し
て
「
癡
擬
に
し
て
動
か
ず
、
之
を
兀
と
謂
う
な
り
（
癡
擬
不
動
、
謂
之
兀
）」
と
す
る
。『
円
悟
語
録
』（T

47-729c,758a

）・

『
碧
巌
録
』（T

48-173b,206b

）
等
に
も
見
え
る
。『
心
要
』
で
は
、
当
箇
所
を
含
め
六
箇
所
。
ま
た
、「
如
癡
兀
」
と
の
表
現
も
頻
出
す

る
。

（　

）
作
伎
倆
＝
小
手
先
を
利
か
す
（『
禅
語
』p.151

）。【
１
】「
示
華
厳
明
首
座
」（
ｆ
）
注
（
32
）
参
照
。

（　

）
準
擬
＝
第
一
義
と
し
て
『
漢
語
』
に
「
①
遵
循
（
守
り
従
う
）・
摸
倣
（
手
本
と
し
て
従
う
）」（
第
六
冊
・p.20

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
は

「
③
準
備
・
打
算
」（
同
前
）
の
意
で
、「
〜
し
よ
う
と
す
る
」
程
度
の
意
味
で
と
っ
た
。『
三
体
詩
由
的
抄
』、
劉
得
仁
作
「
旧
宮
人
」

に
、「
人
の
看
て
旧
時
に
似
ん
こ
と
を
準
擬
す
」
を
解
説
し
て
、「
準
擬
ト
ハ
ナ
ゾ
ラ
ヘ
ハ
カ
ル
ヲ
云
。
又
ナ
ゾ
ラ
ヘ
ア
テ
ガ
フ
ト

モ
訓
ズ
。
二
字
共
ニ
ハ
カ
ル
意
ナ
リ
。
思
ヒ
ハ
カ
ル
ト
見
ル
ベ
シ
」
と
あ
る
の
も
同
じ
。

（　

）
剸
割
＝
『
漢
語
』
に
「
①
刺
割
、
②
裁
決
・
治
理
」（
第
二
冊
・p.737

）
と
あ
り
、
こ
こ
で
は
②
の
意
で
と
っ
た
。『
心
要
』
で
は
本

14151617
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箇
所
以
外
に
、
巻
四
「
示
銭
次
道
学
士
」
に
、「
正
に
確
然
と
し
て
身
を
清
め
意
を
潔
め
、
内
に
虚
閑
を
守
り
、
外
に
聞
見
を
廓
し
、

慧
刃
を
密
運
し
、
情
慾
を
剸
割
し
、
返
照
回
光
せ
ん
と
欲
す
（
正
欲
確
然
清
身
潔
意
、
内
守
虚
閑
、
外
廓
聞
見
、
密
運
慧
刃
、
剸
割
情
慾
）」

（Z120-391a

）
と
あ
る
。

（　

）
學
射
久
久
方
中
＝
修
行
継
続
の
重
要
性
を
説
く
た
と
え
。
経
典
に
し
ば
し
ば
説
か
れ
る
喩
え
で
、
禅
文
献
で
の
初
出
は
『
楞
伽

師
資
記
』（
柳
田
聖
山
『
初
期
の
禅
史
Ⅰ
』
筑
摩
書
房
・
禅
の
語
録
２
・p.241

）
で
あ
ろ
う
。『
円
悟
語
録
』
に
一
箇
所
（T

47-770b

）
見
え
る
。『
宝

積
経
』
の
、「
実
に
心
相
無
く
し
て
三
昧
に
入
る
こ
と
、
人
の
射
を
学
ぶ
に
、
久
し
く
習
わ
ば
則
ち
巧
に
し
て
、
後
に
は
無
心
と
雖

も
、
久
習
を
以
て
の
故
に
、
箭
發
し
て
皆
な
中
る
が
如
し
（
実
無
心
相
、
而
入
三
昧
、
如
人
学
射
、
久
習
則
巧
。
後
雖
無
心
、
以
久
習
故
、
箭

発
皆
中
）」（T

11-653c

）
と
あ
り
、
同
文
が
、『
文
殊
説
般
若
経
』（T

8-729c

）
に
も
見
え
る
。

（　

）
功
夫
＝
修
行
に
精
進
す
る
こ
と
（『
禅
学
』p.252

）。『
円
悟
語
録
』
で
は
「
工
夫
」
に
作
り
、
一
五
箇
所
見
え
、
ま
た
、『
碧
巌
録
』

に
も
一
一
箇
所
と
多
用
さ
れ
る
。

（　

）
鵓
鳩
＝
か
の
こ
ば
と
。
鳩
の
一
種
（『
禅
語
』p.430

）。『
聯
燈
会
要
』
巻
一
一
「
首
山
省
念
」
条
に
、「
穴
問
う
、『
作
麼
生
か
是
れ

世
尊
不
説
の
説
』
と
。
真
云
く
、『
鵓
鳩
樹
頭
に
啼
く
。
意
は
麻
畬
裏
に
在
り
』
と
。
穴
云
く
、『
爾
、
許
多
の
痴
福
を
作
し
て
、

什
麼
を
か
作
す
。
何
ぞ
言
句
を
体
究
せ
ざ
る
や
』
と
（
穴
問
、
作
麼
生
是
世
尊
不
説
説
。
真
云
、
鵓
鳩
樹
頭
啼
。
意
在
麻
畬
裏
。
穴
云
、
爾
作
許

多
癡
福
、
作
什
麼
。
何
不
体
究
言
句
）」（Z136-310a

）
と
あ
り
、
ま
た
『
碧
巌
録
』
四
六
則
・
本
則
評
唱
に
も
「
鵓
鳩
」
の
用
例
は
あ
る

が
、
こ
れ
ら
は
否
定
的
な
意
味
合
い
で
使
用
さ
れ
て
い
て
、
こ
こ
で
の
用
例
と
意
味
が
異
な
る
。

（　

）
赤
骨

地
＝
『
諸
録
俗
語
解
』【
三
五
三
】
に
、「
い
ま
だ
毛
を
は
え
ぬ
貌
を
云
う
」（p.84

）
と
あ
る
。【
１
】「
示
華
厳
明
首
座
」

（
ｄ
）
注
（
８
）
参
照
。

（　

）
養
来
餧
去
＝
餧
は
「
食
わ
す
」
の
意
（『
中
国
語
』p.3216

）。「
〜
来
〜
去
」
は
、
動
作
の
反
復
を
表
す
（『
禅
語
』p.465

）。
繰
り
返
し

養
う
さ
ま
。
似
た
語
に
「
養
来
養
去
」
が
あ
る
。

1819202122
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（　

）
悟
明
＝
悟
る
こ
と
、
悟
り
。『
漢
語
』
に
「
仏
教
語
、
了
悟
真
言
」（
第
七
冊
・p.540

）
と
あ
る
。

（　

）
透
徹
＝
物
事
を
詳
し
く
極
め
る
。
徹
底
的
に
（『
漢
語
』
第
一
〇
冊
・p.911

）。『
碧
巌
録
』
第
六
四
則
・
頌
評
唱
に
、「
透
徹
底
人
」

（T
48-195b

）
と
あ
り
、
末
木
訳
で
は
、「
徹
底
的
に
突
き
抜
け
た
人
」（
㊥p.380

）
と
訳
し
て
い
る
。

（　

）
調
伏
＝
身
・
口
・
意
の
悪
行
を
制
伏
す
る
こ
と
。
修
養
。
身
の
在
り
方
を
正
し
い
状
態
に
整
え
、
悪
を
抑
え
除
く
こ
と
。『
中
村
』

（p.760

）、『
織
田
』（p.1262

）
参
照
。

（　

）
只
如
＝
『
禅
語
』
に
、「
た
と
え
ば
…
…
は
、
と
こ
ろ
で
…
…
は
。
改
め
て
話
題
に
取
り
上
げ
る
と
き
に
用
い
る
」（p.169

）
と
あ

る
。

（　

）
諸
塵
境
界
＝
「
塵
境
」
と
い
う
似
た
語
が
あ
っ
て
、『
中
村
』
に
「
心
の
対
象
と
な
る
六
境
を
言
う
。
対
象
世
界
」（p.799

）
と
あ

る
。
こ
こ
は
「
世
俗
世
界
」
と
解
し
た
。

（　

）
常
流
＝
尋
常
の
流
類
の
略
。
凡
庸
の
人
物
の
こ
と
。『
中
村
』（p.758

）、『
禅
学
』（p.593

）
参
照
。

（　

）
窒
礙
＝
障
害
、
ふ
さ
ぎ
妨
げ
る
（『
漢
辞
源
』p.742

、『
中
国
語
』p.4025

）。
用
例
に
、『
汾
陽
無
徳
禅
師
語
録
』
巻
三
「
古
皇
道
」
の
、

「
古
皇
道
坦
然
、
坦
然
常
自
在
。
智
慧
与
愚
痴
、
邪
正
成
窒
礙
」（T

47-622a

）
が
あ
る
。

（　

）
到
得
底
人
＝
「
動
詞
＋
得
」
は
「
可
能
」
を
表
す
（『
中
日
』p.657

）。「
底
」
は
「
…
の
」（『
禅
語
』p.317

）。
こ
こ
は
「
悟
り
に
到
る

こ
と
が
出
来
た
人
」
と
い
う
意
味
。

（　

）
分
上
＝
自
分
の
本
来
の
持
ち
前
、
本
来
人
と
し
て
の
在
り
方
（『
禅
語
』p.410､

430

）。『
心
要
』
で
は
八
箇
所
、『
碧
巌
録
』
に
は

一
〇
箇
所
、『
円
悟
語
録
』
に
も
頻
出
す
る
。

（　

）
虗
通
＝
障
り
の
な
い
こ
と
（『
中
村
』p.351

）。『
心
要
』
に
五
箇
所
見
え
る
。
用
例
に
、『
禅
宗
永
嘉
集
』
巻
一
「
優
畢
叉
頌
第
六
」

の
「
夫
心
性
虚
通
、
動
静
之
源
莫
二
」
が
あ
る
（T

48-391b

）。

（　

）
自
家
＝
み
ず
か
ら
、
自
分
で
。
ま
た
「
他
家
」（
か
れ
）、「
人
家
」（
ひ
と
）
に
対
し
て
自
分
自
身
を
言
う
。（『
禅
語
』p.179

）

2324252627282930313233



13 12

（　

）
大
解
脱
門
＝
「
解
脱
門
」
は
、『
織
田
』
に
「
空
、
無
相
、
無
願
の
三
種
の
禅
定
を
云
う
。
此
の
三
は
涅
槃
の
門
戸
な
れ
ば
な
づ

く
」（p.438

）
と
あ
る
。
用
例
と
し
て
『
碧
巌
録
』
第
三
四
則
・
頌
評
唱
の
「
所
謂
無
心
境
界
。
寒
不
聞
寒
、
熱
不
聞
熱
、
都
盧
是

箇
大
解
脱
門
、
左
顧
無
暇
、
右
眄
已
老
」（T

48-173b

）
が
あ
り
、『
円
悟
語
録
』
に
は
、
本
箇
所
と
の
重
複
箇
所
以
外
に
、
八
箇
所

見
え
る
。

（　

）
終
日
作
為
未
嘗
作
爲
＝
「
作
為
」
は
行
為
、
お
こ
な
い
（『
中
国
語
』p.4180

）。「
終
日
〜
而
未
嘗
〜
」
と
い
う
構
文
は
、『
禅
語
』

に
「
終
日
行
而
未
嘗
行
、
終
日
説
而
未
嘗
説
」
と
い
う
項
が
あ
り
、「
真
実
の
求
道
者
は
、
修
行
と
い
う
痕
跡
も
、
言
葉
と
い
う
痕

跡
も
留
め
る
こ
と
は
な
い
と
言
う
意
」（p.201

）
と
あ
る
。

（　

）
偏
枯
＝
一
方
に
偏
り
、
平
衡
を
失
う
こ
と
（『
禅
語
』p.417

、『
禅
学
』p.1114

）。『
雲
門
広
録
』
巻
中
の
「
見
解
偏
枯
」（T

47-555a-b

）、

『
碧
巌
録
』
第
一
五
則
・
頌
評
唱
の
「
見
処
偏
枯
」（T

48-155c

）
な
ど
の
用
例
が
あ
る
。

（　

）
尤
＝
『
近
代
漢
語
大
詞
典
』
㊦
「
尤
」
条
の
①
に
「
更
加
（
さ
ら
に
。
よ
り
い
っ
そ
う
）、
格
外
（
と
り
わ
け
。
格
別
に
こ
と
の
ほ
か
）」

（p.2264

）
と
あ
り
、『
中
国
語
』
㊦
「
尤
」
条
の
②
に
「〔
副
〕
と
り
わ
け
。
さ
ら
に
。
一
段
と
：
後
に
一
音
節
の
単
語
が
来
る
。〈
〜

須
注
意
〉
と
り
わ
け
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（p.3763

）
と
あ
る
。

（　

）
放
教
＝
「
…
さ
せ
る
。
使
役
を
あ
ら
わ
す
」（『
禅
語
』p.422

）。

（　

）
圓
通
＝
絶
対
の
真
理
は
す
べ
て
の
も
の
に
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
の
意
。
周
円
融
通
の
略
（『
中
村
』p.113

）。「
融
通
」
は
、

【
１
】「
示
華
厳
明
首
座
」（
ｄ
）
注
（
13
）
参
照
。

（　

）
謳
和
＝
「
謳
」
は
「
漚
」
か
。「
漚
和
」
は
善
巧
方
便
の
こ
と
で
、
音
訳
で
あ
る
漚
和
拘
舎
羅
を
省
略
し
た
も
の
（『
禅
学
』p.126

、

『
織
田
』p.147

）。『
臨
済
録
』「
上
堂
」
に
見
え
る
、
い
わ
ゆ
る
「
臨
済
三
句
」
の
第
二
句
に
見
え
る
。「
臨
済
三
玄
三
要
」
に
つ
い
て

は
、【
８
】「
示
杲
書
記
」
注
（
23
）
参
照
。

（　

）
攝
化
＝
摂
受
化
益
の
略
。
衆
生
を
慈
悲
の
手
に
摂
め
受
け
、
教
化
し
て
救
済
す
る
。（『
禅
学
』p.662

）
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（　

）
開
權
＝
「
権
」
は
、
方
便
の
こ
と
（『
漢
語
』
第
四
冊
・p.1360

）。「
開
」
は
開
教
、
開
法
の
「
し
き
の
べ
る
。
設
け
る
・
陳
べ
る
・
さ

と
す
」（『
漢
語
』
第
一
〇
冊
・p.36

）
の
意
で
あ
ろ
う
。
方
便
の
教
化
を
開
く
。『
添
足
』
も
同
意
に
取
っ
て
い
る
。

（　

）
俯
仰
應
接
＝
あ
れ
こ
れ
動
い
て
応
対
す
る
こ
と
（「
俯
仰
」
は
『
漢
語
』
第
一
冊
・p.1512

、「
応
接
」
は
第
七
冊
・p.755

）。
注
（
８
）
同
様
、

『
肇
論
』「
般
若
無
知
論
」
の
「
俯
仰
し
て
化
に
順
い
、
応
接
し
て
窮
ま
り
無
く
、
幽
と
し
て
察
せ
ざ
る
無
く
し
て
而
も
照
功
無
し

（
俯
仰
順
化
、
応
接
無
窮
、
無
幽
不
察
、
而
無
照
功
）」（T

45-153b

）
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
箇
所
を
、
平
井
俊
榮
氏
は
、「
こ

の
世
間
を
見
渡
し
て
、
そ
の
変
化
に
順
応
し
、
臨
機
応
変
に
万
物
に
接
し
て
止
む
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
に
微
か
な
も

の
で
も
察
知
し
な
い
も
の
は
な
く
、
し
か
も
そ
の
洞
察
は
跡
を
と
ど
め
る
こ
と
は
な
い
」
と
訳
し
て
い
る
（『《
大
乗
仏
典
》
肇
論
・
三
論

玄
義
』p.35

、
塚
本
善
隆
編
『
肇
論
研
究
』p.25

）。

（　

）
略
無
＝
『
中
国
語
』
に
「
少
し
も
…
…
で
な
い
。
い
さ
さ
か
も
…
…
で
な
い
」（p.2003

）
と
あ
る
。『
明
覚
禅
師
語
録
』
に
、「
或

云
、
放
憨
道
著
薬
忌
、
即
不
管
儞
。
死
中
得
活
、
致
将
一
問
来
。
代
云
、
略
無
些
子
」（T

47-694a

）
と
あ
る
。

（　

）
不
輕
行
＝
『
妙
法
蓮
華
経
』
常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
（T

9-50b

〜51c

）
に
説
か
れ
る
故
事
に
基
づ
き
、
釈
尊
前
世
の
常
不
軽
菩
薩

の
如
く
処
々
を
巡
っ
て
衆
生
を
礼
拝
し
て
歩
き
修
行
す
る
こ
と
。（『
中
村
』p.758

）

（　

）
忍
辱
仙
人
＝
『
金
剛
経
』（T

8-540b

）
に
見
え
る
忍
辱
仙
人
の
こ
と
。
釈
尊
の
過
去
五
百
世
前
の
姿
と
さ
れ
る
。

（　

）
軌
儀
＝
法
則
、
儀
制
（『
漢
語
』
第
九
冊
・p.1202

）。
転
じ
て
仏
法
に
お
け
る
軌
範
儀
則
（『
織
田
』p.237

）。

（　

）
三
十
七
品
助
道
法
＝
悟
り
に
到
達
す
る
為
の
三
七
種
の
修
行
方
法
。
四
念
処
、
四
正
勤
（
四
正
断
）、
四
神
足
（
四
如
意
足
）、
五
根
、

五
力
、
七
覚
支
、
八
正
道
の
総
称
。『
中
村
』（p.472

）
参
照
。
法
顕
訳
『
大
般
涅
槃
経
』（T

1-192c

）
や
『
維
摩
経
』（T

14-538a

）
に
説

か
れ
る
三
十
七
道
品
・
三
十
七
覚
分
の
こ
と
。

（　

）
四
攝
行
＝
四
摂
事
と
同
じ
。
人
々
を
救
う
た
め
に
人
々
を
お
さ
め
て
守
る
四
つ
の
し
か
た
。
多
く
の
人
々
を
導
い
て
い
く
方
法
。

布
施
（
布
施
摂
事
）、
愛
語
（
愛
語
摂
事
）、
利
行
（
利
行
摂
事
）、
同
事
（
同
事
摂
事
）
の
四
つ
。
い
ず
れ
も
人
々
に
親
し
み
の
心
を
起
こ

4243444546474849
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さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
（『
中
村
』p.524

参
照
）。

（　

）
大
用
現
前
＝
「
大
用
」
は
大
い
な
る
作
用
、
は
た
ら
き
（『
禅
学
』p.818

）。「
現
前
」
は
顕
現
の
意
、
現
れ
る
こ
と
（『
禅
学
』p.291

）。

『
心
要
』
に
は
三
箇
所
、『
碧
巌
録
』
に
は
八
箇
所
見
え
る
。
末
木
訳
『
碧
巌
録
』
で
は
、「
大
い
な
る
働
き
が
あ
ら
わ
れ
」（
第
三
則
・

垂
示
、
㊤p.67

）
と
訳
し
て
い
る
。

（　

）
篙
棹
＝
「
篙
」
は
『
漢
語
』
に
、「
撑
船
的
竹
竿
或
木
杆
（
船
を
進
め
る
竹
や
木
の
さ
お
）」（
第
八
冊
・p.1234

）
と
あ
る
。「
篙
棹
」
も

同
じ
意
味
で
あ
ろ
う
。

（　

）
普
賢
行
願
＝
普
賢
の
十
行
願
。『
華
厳
経
』
普
賢
菩
薩
行
願
品
（T

10-844b

）
に
説
く
十
種
の
大
願
（『
織
田
』p.1518

）。
十
種
と
は
原

文
に
よ
る
と
、「
一
者
礼
敬
諸
佛
。
二
者
称
讃
如
来
。
三
者
広
修
供
養
。
四
者
懺
悔
業
障
。
五
者
随
喜
功
徳
。
六
者
請
転
法
輪
。
七

者
請
仏
住
世
。
八
者
常
随
仏
学
。
九
者
恒
順
衆
生
。
十
者
普
皆
廻
向
」
と
あ
る
。

（　

）
三
家
村
裏
＝
【
１
】「
示
華
厳
明
首
座
」（
ｇ
）
注
（
７
）
参
照
。

（　

）
自
箇
＝
自
分
、
自
分
一
人
（『
中
国
語
』p.4126

）。

（　

）
叢
林
＝
【
１
】「
示
華
厳
明
首
座
」（
ｈ
）
注
（
９
）
参
照
。

（　

）
有
志
之
士
＝
悟
り
を
求
め
る
志
の
あ
る
者
。『
犂
耕
』
に
「
見
性
悟
道
に
志
有
る
の
士
（
有
志
于
見
性
悟
道
之
士
）」（p.1068

）
と
あ

る
。『
心
要
』
中
に
一
〇
箇
所
見
え
る
。

（　

）
自
便
＝
自
分
の
都
合
の
良
い
よ
う
に
勝
手
に
す
る
こ
と
。
た
と
え
ば
明
末
の
資
料
だ
が
、『
永
覚
元
賢
禅
師
広
録
』
巻
三
〇
「
続

言
」
に
「
蓋
し
聡
明
才
弁
の
士
は
、
多
く
律
学
を
以
て
浅
近
と
為
し
て
之
を
忽
せ
に
す
る
を
以
て
、
自
ら
此
こ
に
局
る
を
屑
し

と
せ
ず
。
又
た
人
の
常
情
、
自
便
を
喜
び
て
検
束
を
畏
る
る
を
以
て
、
則
ち
又
た
肯
え
て
意
を
此
こ
に
安
ん
ぜ
ず
（
蓋
以
聡
明
才
弁

之
士
、
多
以
律
学
為
浅
近
而
忽
之
、
不
屑
自
局
於
此
。
又
以
人
之
常
情
、
喜
自
便
而
畏
検
束
、
則
又
不
肯
安
意
於
此
）」（Z125-390c

）
と
あ
る
。

（　

）
恁
麼
＝
こ
の
箇
所
、
底
本
・『
添
足
』
と
も
に
、「
恁
麼
の
と
き
」
と
訓
読
さ
せ
て
い
る
。「
恁
麼
」
の
意
味
は
、
単
に
「
そ
の
よ

505152535455565758
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う
に
」、「
こ
の
よ
う
に
」、「
そ
の
よ
う
な
」、「
こ
の
よ
う
な
」（『
禅
語
』p.28,460

）
と
の
副
詞
・
形
容
詞
と
し
て
の
意
味
と
、「
恁
麼

人
」
や
「
恁
麼
事
」
等
の
場
合
に
訳
さ
れ
る
「
無
自
性
不
可
得
の
本
来
形
名
無
き
、
那
一
物
、
な
に
も
の
と
も
限
定
で
き
な
い
、

真
理
そ
の
も
の
を
指
し
て
言
う
」（『
禅
学
』p.60

）
の
意
味
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
前
者
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

（　

）
在
＝
『
中
国
語
』「
在
」
の
③
に
「〔
…
に
〕
あ
る
。〔
あ
る
面
に
〕
関
係
す
る
。〔
…
に
〕
か
か
っ
て
い
る
。〔
…
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
る
：
要
点
を
指
摘
す
る
言
い
方
」（p.3870

）
と
あ
り
、『
中
日
』「
在
」
の
③
に
「〔
問
題
点
は
〕
…
に
あ
る
。
…
か
ど
う
か
に

あ
る
」（p.2329
）
と
あ
る
。

（　

）
強
勉
以
不
倦
＝
「
強
勉
」
は
、『
添
足
』
の
如
く
、「
勉
強
」
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
中
庸
』
第
八
章
「
或
い
は
安
ん
じ
て

之
を
行
い
、
或
い
は
利
し
て
之
を
行
い
、
或
い
は
勉
強
し
て
之
を
行
う
。
其
の
功
を
成
す
に
及
ん
で
は
、
一
な
り
（
或
安
而
行
之
、

或
利
而
行
之
、
或
勉
強
而
行
之
。
及
其
成
功
一
也
）」（
岩
波
文
庫
本
・p.188

）
に
基
づ
き
、「
努
め
る
」
の
意
。「
不
倦
」
は
『
論
語
』「
述
而
」

篇
の
「
子
曰
く
、
黙
し
て
之
を
識
し
、
学
び
て
厭
わ
ず
、
人
を
誨
え
て
倦
ま
ず
。
何
か
我
に
有
ら
ん
や
（
子
曰
、
黙
而
識
之
、
学
而
不

厭
、
誨
人
不
倦
、
何
有
於
我
哉
）」（
岩
波
文
庫
本
・p.128

）
が
典
拠
で
あ
ろ
う
。「
あ
き
る
、
怠
け
る
」
の
意
。

（　

）
周
旋
應
變
＝
「
周
旋
」
は
、
こ
こ
で
は
応
酬
と
同
意
で
「
応
対
す
る
」
こ
と
（『
中
国
語
』p.4050

）。「
応
変
」
は
、「
突
発
し
た
状

況
に
対
応
す
る
」（『
中
国
語
』p.3743

、『
漢
語
』
第
七
冊
・p.760

）
の
意
。『
円
悟
語
録
』
に
は
「
周
旋
」
が
五
箇
所
（T

47-736b

等
）
あ
り
、

『
心
要
』
と
重
な
る
箇
所
以
外
で
は
、「
周
旋
往
返
」
と
す
る
。

（　

）
活
業
＝
自
身
の
な
り
わ
い
。
底
本
書
き
入
れ
割
注
、『
添
足
』
と
も
に
、「
活
機
業
用
」
と
解
す
る
。『
五
家
正
宗
賛
助
桀
』
に
、

「
師
の
家
業
を
分
得
し
て
、
自
身
立
命
の
計
を
為
す
（
分
得
師
之
家
業
、
為
自
身
立
命
之
計
）」（p.312

）
と
あ
る
。

（　

）
中
虗
外
順
＝
「
中
虚
」
は
内
面
が
空
虚
な
様
。
虚
心
（『
漢
語
』
第
一
冊
・p.605

』）。「
外
順
」
は
表
面
が
お
だ
や
か
で
あ
る
こ
と
（『
漢

語
』
第
三
冊
・p.1162

）。『
心
要
』
で
は
、「
示
呉
教
授
」（Z120-394c

）
に
も
同
じ
表
現
が
見
え
る
。
注
（
７
）（
８
）「
蓋
中
已
虚
寂
、
外

絶
照
功
」
と
同
様
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

5960616263
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（
ｂ
）
大

）
1
（

凡
為
善
知
識
、
當（

一
）

慈
悲
柔
和
善）

2
（

順
接
物
、
以
平
等
無

）
3
（

諍
自

）
4
（

處
。
彼
以
惡
來
、
及
以
惡

）
5
（

聲
名
色
加
我
、
非

）
6
（

理
相
干
、

訕
）
7
（

謗
毀
辱
、
但
退
歩

）
8
（

自
照
、
於
己
無
歉（

二
）

。
一
切
勿
與
較

）
（1
（

量
。
亦
不
動
念
嗔）

（1
（

恨
。
只
與
直）

（（
（

下
坐

）
（1
（

斷
、
如
初
不
聞

）
（1
（

不
見
、
久

）
（1
（

久
魔

）
（1
（

孽

自
消（

三
）

爾
。
若
與
之
較（

四
）

、
則
惡
聲
相
反（

五
）

、
豈
有
了

）
（1
（

期
。
又
不
表
顯
自
己
力
量
、
與
常
流
何
以
異
。
切
力
行
之
、
自
然
無
思

）
（1
（

不
服
。

　
【
校�

注
】（
一
）
當
＝
語
録
は
「
應
當
」
に
作
る
。（
二
）
歉
＝
語
録
は
「
慊
」
に
作
る
。（
三
）
消
＝
語
録
は
「
銷
」
に
作
る
。（
四
）

較
＝
語
録
は
「
校
」
に
作
る
。（
五
）
反
＝
語
録
は
「
返
」
に
作
る
。

＊

大お
お
よ凡
そ
善
知
識
為
る
も
の
は
、
當
に
慈
悲
・
柔
和
・
善
順
に
し
て
物
に
接
し
、
平
等
無
諍
を
以
て
自
處
す
べ
し
。
彼
、
惡
を
以

て
來
た
り
、
及
び
惡
聲
名
色
を
以
て
我
に
加
え
、
非
理
に
相
い
干お

か

し
、
訕
謗
毀
辱
す
る
も
、
但
だ
歩
を
退
き
て
自
ら
照
ら
し
、

己
に
於
い
て
歉あ

き
た

ら
し
む
る
こ
と
無
か
れ
。
一
切
與と

も

に
較
量
す
る
こ
と
勿
か
れ
。
亦
た
念
を
動
か
し
て
嗔
恨
せ
ざ
れ
。
只
だ
與と

も

に

直
下
に
坐
斷
し
て
、
初も

と

よ
り
聞
か
ず
見
ざ
る
が
如
く
せ
ば
、
久
久
に
魔
孽
自
ら
消
せ
ん
の
み
。
若
し
之
と
較
ぶ
れ
ば
、
則
ち
惡

聲
相
い
反か

え

す
こ
と
、
豈
に
了
期
有
ら
ん
や
。
又
た
自
己
の
力
量
を
表
顯
せ
ざ
れ
ば
、
常
流
と
何
を
以
て
か
異
な
ら
ん
。
切
に
力

め
て
之
を
行
ぜ
ば
、
自
然
に
思こ

こ

に
服
せ
ざ
る
無
し
。

＊

お
よ
そ
善
知
識
（
指
導
者
）
た
る
も
の
は
、
慈
悲
ぶ
か
く
、
も
の
や
わ
ら
か
に
衆
生
に
接
し
、
平
等
で
争
う
こ
と
の
な
い
境

地
を
自
分
の
身
の
置
き
所
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
人
が
悪
心
を
持
っ
て
接
し
、
悪
意
が
こ
も
っ
た
言
葉
や
態
度
を
私
に

加
え
、
道
理
に
も
と
る
よ
う
な
や
り
方
で
〔
相
手
に
な
る
〕
私
を
傷
つ
け
、
中
傷
し
侮
辱
し
て
も
、
一
歩
下
が
っ
て
反
省
し
、

自
分
の
中
で
不
満
に
思
っ
て
は
い
け
な
い
。
す
べ
て
と
張
り
合
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
思
念
を
は
た
ら
か
せ
て
恨
み
の
思

い
を
抱
い
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
と
も
に
す
っ
ぱ
り
と
否
定
し
て
、
最
初
か
ら
〔
道
樹
禅
師
の
よ
う
に
〕
見
聞
覚
知
し
な
け
れ

ば
、
そ
の
う
ち
妖
怪
〔
に
譬
え
ら
れ
る
煩
悩
〕
は
自
然
に
消
え
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
も
し
、
他
人
と
張
り
合
っ
た
な
ら
ば
、
悪
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口
の
応
酬
で
、
き
り
が
あ
る
ま
い
。
ま
た
自
分
の
力
量
を
表
に
現
わ
さ
な
け
れ
ば
、
凡
人
と
ど
う
し
て
違
う
で
あ
ろ
う
か
。
き

ち
ん
と
努
力
し
て
、〔
善
知
識
と
し
て
あ
る
べ
き
行
い
を
〕
行
え
ば
、
自
然
に
〔
円あ

な

た

首
座
に
〕
心
服
し
な
い
も
の
は
い
な
く
な

る
。

＊

《
語
注
》

（　

）
大
凡
＝
『
中
国
語
』
に
「
お
よ
そ
、
一
概
に
、
お
し
な
べ
て
、
概
し
て
、
総
じ
て
」（p.577

）
と
あ
る
。

（　

）
柔
和
善
順
＝
「
柔
和
」
は
「
や
さ
し
く
温
順
な
こ
と
。
も
の
や
わ
ら
か
な
こ
と
」（『
中
村
』p.1058

）、「
善
順
」
は
同
じ
く
『
中
村
』

に
「
謙
遜
」（p.850

）
と
あ
る
。「
柔
和
善
順
」
は
、『
法
華
経
』「
安
楽
行
品
」
に
「
柔
和
善
順
而
不
卒
暴
」
と
あ
る
他
、
諸
経
典
中

に
見
え
る
。

（　

）
無
諍
＝
『
金
剛
経
』
に
「
仏
は
我
（
＝
須
菩
提
）
を
『
無
諍
三
昧
を
得
た
る
人
の
中
に
て
最
も
第
一
為
り
、
是
れ
第
一
の
離
欲
の

阿
羅
漢
な
り
』
と
説
け
り
（
仏
説
我
得
無
諍
三
昧
、
人
中
最
為
第
一
、
是
第
一
離
欲
阿
羅
漢
）」（T

8-749c

）
と
あ
る
「
無
諍
三
昧
」
の
こ
と
。

『
織
田
』
に
「
空
理
に
安
住
し
て
物
と
諍
ふ
こ
と
な
き
な
り
」（p.1706

）
と
あ
る
。

（　

）
自
處
＝
①
自
分
で
周
囲
の
環
境
に
応
じ
て
処
理
す
る
。
②
自
分
を
処
す
る
。（『
中
国
語
』p.4124

）

（　

）
彼
以
惡
來
及
以
惡
聲
名
色
加
我
＝
「
悪
声
名
色
」
の
四
字
は
意
味
が
取
り
づ
ら
い
。「
悪
声
」
は
「
悪
い
評
判
」（『
中
村
』p.20

）

「
名
色
」
は
五
蘊
の
こ
と
。
受
想
行
識
の
四
蘊
が
名
、
色
蘊
の
一
蘊
が
色
と
さ
れ
る
（『
法
門
名
義
集
』T

54-203b

、『
中
村
』p.1300

）。
こ
の

法
語
を
引
用
し
た
明
の
洪
蓮
編
『
金
剛
経
註
解
』
巻
三
（Z38-453c
）
や
『
金
剛
経
補
注
』
巻
上
（Z92-266b

）・『
金
剛
経
如
是
経
義
』

巻
上
（Z92-365a

）
で
は
こ
の
部
分
が
省
略
さ
れ
て
「
彼
以
悪
声
色
来
加
我
」
と
な
っ
て
い
る
。「
悪
声
色
」
は
「
悪
意
が
あ
る
言
葉

や
態
度
」
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。
今
回
は
こ
れ
に
従
っ
た
。
但
し
「
悪
声
名
色
」
は
「
悪
名
」
と
「
声
色
」
の
互
文
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。

12345
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（　

）
非
理
＝
理
に
か
な
わ
な
い
こ
と
・
非
道
で
あ
る
・
道
理
に
も
と
る
（『
中
国
語
』p.903

）。

（　

）
訕
謗
毀
辱
＝
「
訕
謗
」
は
、「
中
傷
す
る
・
あ
ざ
笑
う
・
誹
謗
す
る
」（『
中
国
語
』p.2664

）。「
毀
辱
」
は
、『
漢
語
』
に
、「
詆
毀
汚

辱
」（
第
六
冊p.1496

）
と
あ
り
、
と
も
に
誹
謗
中
傷
の
意
。

（　

）
退
歩
自
照
＝
「
退
歩
」
は
『
禅
学
』
に
、「
歩
を
退
く
、
根
本
に
も
ど
る
こ
と
。
意
馬
心
猿
に
翻
弄
さ
れ
な
い
で
、
本
来
の
自
己

の
基
底
に
隠
坐
す
る
こ
と
。
転
じ
て
反
省
の
意
」（p.816

）
と
あ
る
。「
退
歩
」
に
つ
い
て
は
、
無
著
道
忠
が
様
々
に
解
釈
し
て
い
る
。

『
助
桀
』
に
は
、「
退
歩
と
は
、
回
光
返
照
な
り
。
謂
く
、
口
に
議
せ
ず
心
に
縁
ら
ず
し
て
退
歩
し
て
本
分
の
事
を
荷
擔
す
る
こ
と

な
り
（
退
歩
者
、
回
光
返
照
也
。
謂
口
不
議
心
不
縁
而
退
歩
荷
擔
本
分
事
也
）」
と
あ
り
、
ま
た
『
栲
栳
珠
』
に
は
、「
知
解
に
走
ら
ざ
る
を

言
う
な
り
。
若
し
知
解
生
ず
れ
ば
、
却
て
知
解
の
起
こ
る
処
を
尋
ぬ
。
此
れ
即
ち
歩
を
退
く
者
な
り
。（
言
不
走
知
解
也
。
若
知
解
生
、

却
尋
知
解
起
處
。
此
即
退
歩
者
也
）」（p.79

）
と
あ
る
。
更
に
『
犂
耕
』
で
は
、「
退
歩
と
は
、
外
に
求
め
ず
、
内
心
に
就
い
て
工
夫
を
下

す
な
り
（
退
歩
者
不
求
于
外
、
就
内
心
下
工
夫
也
）」（p.475

）、「
退
歩
と
は
、
譟
進
せ
ず
し
て
自
ら
心
を
謹
み
、
叢
林
を
成
ぜ
ん
こ
と
を

念
じ
、
来
学
を
接
せ
ん
こ
と
を
思
え
ば
、
則
ち
自
然
に
事こ

と
成
辧
せ
ん
の
み
（
退
歩
者
、
不
譟
進
而
自
謹
心
、
念
成
叢
林
、
思
接
来
學
、
則

自
然
事
成
辧
而
已
）」（p.1199

）
と
あ
る
。
因
み
に
荒
木
訳
『
大
慧
書
』
に
は
、「
身
を
ふ
り
か
え
っ
て
」（p.14

）
と
訳
す
。

（　

）
較
量
＝
『
中
国
語
』
に
、「
①
比
べ
る
・
勝
負
す
る
・
詳
し
く
比
べ
る
・
張
り
合
う
・
向
こ
う
を
張
る
」（p.1543

）
と
あ
る
。
禅

録
の
用
例
と
し
て
は
、『
大
慧
語
録
』
巻
二
二
に
、「
無
心
の
功
徳
は
直た

だ
是
れ
殊
勝
に
し
て
、
直た

だ
是
れ
較
量
の
処
無
き
の
み
（
無

心
功
徳
直
是
殊
勝
、
直
是
無
較
量
処
）」（
示
張
太
尉
・T

47-906a

）
と
あ
る
。

（　

）
嗔
恨
＝
う
ら
み
の
思
い
。
敵
意
の
観
念
（『
中
村
』p.790

）。

（　

）
直
下
＝
『
禅
語
』
に
、「
そ
の
ま
ま
。
す
ぱ
り
と
」（p.183

）
と
あ
る
。『
禅
学
』
に
も
同
様
の
意
を
載
せ
る
（p.420

）。

（　

）
坐
斷
＝
『
禅
語
』
に
は
、「
完
全
に
否
定
す
る
意
」（p.153

）
と
あ
り
、『
禅
学
』
で
は
「
坐
し
つ
く
す
。
坐
し
き
る
。
徹
底
し
て

坐
る
こ
と
。
転
じ
て
、
ひ
っ
し
い
て
し
ま
う
、
や
っ
つ
け
る
意
。
ま
た
差
別
の
相
を
坐
破
し
て
、
平
等
一
如
の
境
地
に
徹
し
切
る

6789101112
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意
に
も
用
い
た
。
坐
破
」
と
あ
る
。
こ
の
語
は
、『
臨
済
録
』
序
文
、「
辞
し
て
机
案
を
焚
い
て
、
舌
頭
を
坐
断
す
（
辞
焚
机
案
、
坐

斷
舌
頭
）」（
岩
波
文
庫
本
・p.10

）
と
あ
る
他
、
禅
録
に
頻
出
す
る
。
荒
木
訳
『
大
慧
書
』
で
は
、「
天
下
人
の
舌
頭
を
坐
断
す
る
処
な
り

（
坐
断
天
下
人
舌
頭
処
也
）」
を
、「
天
下
の
人
の
口
先
を
へ
し
折
る
機
会
で
す
」（p.162

）
と
訳
す
。
な
お
、『
心
要
』
に
は
本
箇
所
を
含

め
一
八
箇
所
見
え
る
。

（　

）
不
見
不
聞
＝
『
添
足
』
で
は
、
典
拠
と
し
て
「
寿
州
道
樹
禅
師
」
の
話
を
引
く
。
道
樹
禅
師
は
唐
州
（
湖
北
省
）
の
人
。
姓
は
聞

氏
。
神
秀
の
元
で
開
悟
す
る
。『
宋
高
僧
伝
』
巻
九
（T
50-765b

）・『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
四
（T

51-232b

）・『
五
燈
会
元
』
巻
二
（Z138-

26a

）
等
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
。「
不
見
不
聞
」
に
関
わ
る
因
縁
は
次
の
通
り
。「
乃
ち
寿
州
三
峰
山
を
卜
し
、
茅
を
結
ん
で
居
す
。

常
に
野
人
の
、
服
色
素
朴
に
し
て
、
言
譚
詭
異
な
る
も
の
有
っ
て
、
言
笑
の
外
に
於
い
て
、
化
し
て
仏
形
及
び
菩
薩
・
羅
漢
・
天

仙
等
の
形
と
作
り
、
或
い
は
神
光
を
放
ち
、
或
い
は
声
響
を
呈
す
。
師
の
学
徒
、
之
を
覩
れ
ど
も
、
皆
な
測
る
こ
と
能
わ
ず
。
此

く
の
如
き
こ
と
十
年
に
渉
り
、
後
に
寂
と
し
て
形
影
無
し
。
師
、
衆
に
告
げ
て
曰
く
、『
野
人
、
多
色
の
伎
倆
を
作
し
て
、
人
を
眩

惑
す
る
も
、
只
だ
老
僧
、
不
見
不
聞
を
消も

ち

う
る
の
み
。
伊
れ
が
伎
倆
は
窮
ま
る
こ
と
有
る
も
、
吾
が
不
見
不
聞
は
尽
く
る
こ
と
無

し
」
と
（
乃
卜
寿
州
三
峰
山
、
結
茅
而
居
。
常
有
野
人
、
服
色
素
朴
、
言
譚
詭
異
、
於
言
笑
外
、
化
作
仏
形
及
菩
薩
・
羅
漢
・
天
仙
等
形
、
或
放
神
光
、

或
呈
声
響
。
師
之
学
徒
覩
之
、
皆
不
能
測
。
如
此
渉
十
年
、
後
寂
無
形
影
。
師
告
衆
曰
、
野
人
作
多
色
伎
倆
、
眩
惑
於
人
。
只
消
老
僧
不
見
不
聞
。
伊
伎

倆
有
窮
、
吾
不
見
不
聞
無
尽
）」（『
五
燈
会
元
』
巻
二
・Z138-26a
）。
神
秀
の
下
で
見
性
し
た
道
樹
禅
師
は
、
外
界
か
ら
の
妖
異
な
働
き
か
け

を
も
断
ち
続
け
る
こ
と
が
出
来
た
と
の
話
で
あ
る
か
ら
、「
不
見
不
聞
」
は
、「
見
聞
覚
知
を
絶
す
る
」
と
の
意
で
取
っ
た
。

（　

）
久
久
＝
長
い
間
。
長
い
こ
と
。
久
し
い
間
（『
中
国
語
』p.1633

）。

（　

）
魔
孽
＝
「
孽
」
は
『
漢
語
』
に
「
⑥
悪
、
邪
悪
。
⑦
指
錯
乱
惑
邪
悪
的
人
」（
第
四
冊
・p.252

）
と
あ
り
、『
中
国
語
』
に
「
①
悪

因
・
悪
事
・
わ
ざ
わ
い
。
②
よ
こ
し
ま
で
あ
る
。
邪
悪
で
あ
る
」（p.2232
）
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
う
い
っ
た
魔
や
邪
悪
な
存
在

を
煩
悩
に
譬
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
注
（
13
）
の
道
樹
禅
師
の
話
を
踏
ま
え
て
、「
妖
怪
・
妖
異
な
存
在
」
の
意
に
取
っ
た
。

131415



21 20

（　

）
了
期
＝
終
わ
る
と
き
（『
中
国
語
』p.1920

）。
文
字
通
り
に
は
、『
仏
説
護
国
尊
者
所
問
大
乗
経
』
巻
四
に
「
常
に
六
道
の
中
を
輪
廻

す
る
こ
と
、
蟻
の
循
環
し
て
了
期
無
き
が
如
き
を
愍
む
（
常
愍
輪
迴
六
道
中
、
如
蟻
循
環
無
了
期
）」（T

12-13a

）
と
あ
る
よ
う
に
「
切
り

が
つ
く
時
」
の
意
で
あ
り
、
禅
録
に
も
「
爾
問
い
我
答
う
れ
ば
、
什
麼
の
了
期
有
ら
ん
や
。
尽
未
来
際
、
時
と
し
て
歇
を
得
る
無

し
（
爾
問
我
答
、
有
什
麼
了
期
。
尽
未
来
際
、
無
時
得
歇
）」（『
汾
陽
無
徳
禅
師
語
録
』
巻
上
・T

47-595c

〜596a

）
な
ど
の
例
が
あ
る
。
こ
こ
も
同

様
で
あ
り
、『
心
要
』
巻
上
「
示
泉
禅
人
」
の
中
に
「
一
波
纔
に
動
か
ば
衆
波
随
う
、
豈
に
了
期
有
ら
ん
や
（
一
波
纔
動
衆
波
随
、
豈

有
了
期
）」（Z120-365c
、
cf.�T

47-782b

）
と
あ
る
の
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、
禅
録
で
は
し
ば
し
ば
「
け
り
の
つ
く
時
」（『
禅
学
』p.475

）、

つ
ま
り
「
悟
り
を
開
い
て
修
行
が
終
わ
る
時
」
の
意
に
用
い
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。『
臨
済
録
』「
行
録
」
に
、「
黄
檗
来
た
る
を
見

て
便
ち
問
う
、『
這
の
漢
来
来
去
去
し
て
、
什
麼
の
了
期
か
有
ら
ん
』
と
（
黄
檗
見
来
便
問
。
這
漢
來
來
去
去
、
有
什
麼
了
期
）」（T

47-504c

、

岩
波
文
庫
本
・p.184

）
と
あ
る
の
が
、
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

（　

）
無
思
不
服
＝
『
詩
経
』「
大
雅
・
文
王
有
声
」
の
語
。
新
釈
本
は
「
思こ

こ

に
服
せ
ざ
る
無
し
」（
㊦p.121

）
と
訓
ん
で
い
る
が
、
胡
広

の
『
詩
伝
大
全
』
巻
一
六
に
「『
無
思
不
服
』
と
は
、
心
服
す
る
な
り
（
無
思
不
服
心
服
也
）」
と
あ
る
様
に
、
宋
代
に
は
「
心
服
す

る
」
の
意
に
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、『
虚
堂
録
犂
耕
』
に
も
『
詩
経
』
を
挙
げ
て
、「
忠
曰
く
、
思
は
思
念
。
前
に
所
謂
る
所

思
な
り
。
服
は
服
従
消
滅
な
り
。
…
箋
に
四
方
自
り
来
り
観
る
者
、
皆
な
其
の
徳
に
感
化
し
て
心
に
帰
服
せ
ざ
る
者
無
し
（
思
、
思

念
。
前
所
謂
所
思
也
。
服
、
服
従
消
滅
也
。
…
箋
、
自
四
方
来
観
者
、
皆
感
化
其
徳
、
心
無
不
帰
服
者
）」（p.453

）
と
解
説
す
る
。

（
ｃ
）
椎

）
1
（

拂
之
下
、
開
發

）
2
（

人
天
、
俾
透
脱

）
3
（

生
死
、
豈
小

）
4
（

因
縁
。
應
恬

）
5
（

和
詞

）
6
（

色
、
當

）
7
（

機
接

）
8
（引
勘
對
、
辨
其
由

）
9
（

來
、
驗
其
存（

一
）

坐）
（1
（

、

攻
其
所
偏

）
（（
（

墜
、
奪
其
所
執
著
、
直

）
（1
（

截
指
示
、
令
見
佛
性
、
到
大
休
大）

（1
（

歇
安
樂
之
場
。
所
謂
抽
釘
拔）

（1
（

楔
、
解
黏
去
縛
、
切
不
可
將

實）
（1
（

法
繫
綴
人
、
令
如
是
住

）
（1
（

如
是
執
。
勿
受
別
人
移

）
（1
（

倒
。
此
毒
藥
也
。
令
渠
喫

）
（1
（

著
一
生

）
（1
（

擔
板
賺

）
11
（

悞
、
豈
有
利
益
耶
。

1617
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【
校�

注
】（
一
）
存
坐
＝
語
録
は
「
蹲
坐
」
に
作
る
。＊

椎
拂
の
下
に
人
天
を
開
發
し
て
生
死
を
透
脱
せ
し
む
る
は
、
豈
に
小
因
縁
な
ら
ん
や
。
應
に
詞
色
を
恬
和
に
し
、
當
機
に
接
引

勘
對
し
て
、
其
の
由
來
を
辨
じ
、
其
の
存
坐
を
驗
し
、
其
の
偏
墜
す
る
所
を
攻お

さ

め
、
其
の
執
著
す
る
所
を
奪
い
、
直
截
に
指
示

し
て
、
佛
性
を
見
て
、
大
休
大
歇
安
樂
の
場
に
到
ら
し
む
べ
し
。
所
謂
る
「
釘
を
抽
き
楔
を
拔
き
、
黏
を
解
き
縛
を
去
る
」
な

り
。
切
に
實
法
を
將
て
人
を
繫
綴
し
て
、
是
く
の
如
く
住
し
是
く
の
如
く
執
せ
し
む
可
か
ら
ず
。
別
人
の
移
倒
を
受
く
る
こ
と

勿
か
れ
。
此
れ
毒
藥
な
り
。
渠
を
し
て
一
生
擔
板
の
賺
悞
を
喫
著
せ
し
む
れ
ば
、
豈
に
利
益
有
ら
ん
や
。

＊

巧
み
な
指
導
の
下
で
人ひ

と
び
と天
を
悟
ら
せ
生
死
を
突
き
抜
け
さ
せ
る
の
は
、
ど
う
し
て
取
る
に
足
ら
な
い
因
縁
と
言
え
よ
う
か
。

言
葉
遣
い
や
顔
の
表
情
を
穏
や
か
に
し
て
、
相
手
に
応
じ
て
教
導
し
て
〔
そ
の
見
解
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
〕
照
合
し
、
そ
の

来
歴
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
日
頃
の
修
行
〔
態
度
〕
を
点
検
し
、
そ
の
偏
り
を
治
し
、
そ
の
執
着
を
奪
い
取
り
、
ず
ば
り
と
指

し
示
し
て
、
仏
性
を
見さ

と

ら
せ
、
大
悟
徹
底
の
域
に
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
く
言
わ
れ
る
「
釘
や
楔
を
抜
き
、
束
縛
を
取

り
去
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
法
（
固
定
的
な
真
理
）
で
人
を
縛
り
付
け
て
、
こ
の
よ
う
に
〔
実
法
に
〕
止
め
、
こ
の
よ
う

に
〔
実
法
に
〕
執
着
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。〔
ま
た
〕
他
人
に
振
り
回
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
（
＝
実
法
）
は
毒
薬
な
の
で

あ
る
。
彼
に
一
生
偏
屈
な
見
解
の
ま
ま
と
い
う
ペ
テ
ン
を
受
け
さ
せ
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
利
益
が
あ
ろ
う
か
。

＊

《
語
注
》

（　

）
椎
拂
＝
『
添
足
』
に
、「
或
い
は
拈
椎
、
或
い
は
竪
払
等
、
宗
匠
接
物
の
機
用
な
り
（
或
拈
椎
、
或
竪
払
等
、
宗
匠
接
物
之
機
用
也
）」

と
解
説
す
る
。「
拈
椎
竪
払
」
の
用
例
と
し
て
は
、『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
五
「
金
陵
鍾
山
章
義
禅
師
道
欽
」
条
に
、「
問
う
、『
古

1
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人
の
拈
椎
竪
払
、
還は

た
宗
乗
中
の
事
に
当
た
る
や
』
と
。
師
曰
く
、『
古
人
道
い
了
わ
れ
り
』
と
（
問
古
人
拈
椎
竪
拂
、
還
当
宗
乘
中
事

也
無
、
師
曰
、
古
人
道
了
也
）」（T

51-411a

）
が
あ
る
。
ま
た
『
大
慧
語
録
』
巻
三
に
、「
上
堂
挙
す
、
玄
沙
示
衆
し
て
云
く
、『
諸
方
老

宿
尽
く
道
う
、
接
物
利
生
と
。
或
い
は
三
種
病
人
の
来
た
る
に
遭
わ
ば
、
作
麼
生
か
接
せ
ん
。
患
盲
の
者
は
拈
椎
竪
払
す
る
も
他

は
又
た
見
ず
（
上
堂
挙
、
玄
沙
示
衆
云
、
諸
方
老
宿
尽
道
、
接
物
利
生
。
或
遇
三
種
病
人
來
。
作
麼
生
接
。
患
盲
者
拈
椎
竪
払
他
又
不
見
）」（T

47-824a

）

と
あ
る
。『
碧
巌
録
』
第
八
八
則
で
は
、
同
じ
玄
沙
の
話
が
載
せ
ら
れ
る
が
、「
拈
椎
」
を
「
拈
槌
」
と
す
る
。

（　

）
開
發
人
天
＝
「
開
発
」
は
「
他
人
を
さ
と
ら
せ
る
こ
と
」（『
中
村
』p.171

）、「
人
天
」
は
「
人
間
界
と
天
上
界
」（『
中
村
』p.1070

）。

こ
こ
で
は
、「
衆
生
を
さ
と
ら
せ
る
」
の
意
。
用
例
と
し
て
は
、『
明
覚
禅
師
語
録
』
巻
五
「
送
宝
相
長
老
」
の
偈
頌
に
、「
若
能
此

去
副
全
提
、
開
発
人
天
有
何
限
」（T

47-698b

）
と
あ
る
。

（　

）
透
脱
生
死
＝
「
透
脱
」
は
「
突
き
抜
け
る
・
突
破
す
る
」（『
禅
語
』p.340

）、「
生
死
」
は
、
こ
こ
で
は
輪
廻
の
こ
と
。「
凡
夫
が
三

界
六
道
に
流
転
す
る
こ
と
。
対
語
涅
槃
」（『
禅
学
』p.549

）。『
心
要
』
に
一
二
箇
所
に
出
で
る
。
ま
た
、
そ
の
他
禅
録
で
も
用
例
は
多

く
み
ら
れ
、
例
え
ば
、『
大
慧
語
録
』
巻
一
九
に
、「
献
臣
道
友
、
在
富
貴
中
、
不
為
富
貴
所
迷
、
知
有
此
一
段
大
事
因
縁
、
決
定

透
脱
生
死
」（T

47-891c

）
と
あ
る
。
ま
た
、『
碧
巌
録
』
第
七
二
則
・
本
則
・
評
唱
に
「
山
問
う
て
云
く
、『
子
百
丈
会
下
に
在
り
て
、

箇
の
什
麼
な
る
事
を
為
す
』
と
。
巌
云
く
、『
生
死
を
透
脱
す
』
と
（
山
問
云
、
子
在
百
丈
会
下
、
為
箇
什
麼
事
。
巌
云
、
透
脱
生
死
）」

（T
48-200b

）
と
あ
り
、
当
該
箇
所
を
末
木
訳
で
は
、「
生
死
を
抜
け
出
る
こ
と
」（
㊦p.10

）
と
訳
し
て
い
る
。

（　

）
豈
小
因
縁
＝
「
因
縁
」
は
、「
機
縁
。
悟
入
へ
の
契
機
」（『
禅
語
』p.27

）。「
取
る
に
足
ら
な
い
因
縁
と
言
え
よ
う
か
」
と
意
味
を

取
っ
た
。

（　

）
恬
和
＝
『
中
国
語
』
に
「
静
か
で
穏
や
か
で
あ
る
」（p.3045

）
と
あ
る
。『
心
要
』
に
は
、
あ
と
一
箇
所
（Z120-393d

）
見
え
る
。

（　

）
詞
色
＝
『
中
国
語
』
に
「
言
葉
遣
い
と
顔
の
表
情
」（p.497

）
と
あ
る
。
用
例
と
し
て
は
、『
大
慧
語
録
』
巻
二
〇
「
示
新
喩
黄
県

尉
」
に
、「
妙
喜
与
如
是
老
人
、
素
昧
平
昔
。
紹
興
丙
子
暮
春
、
邂
逅
渝
川
江
亭
、
一
見
便
得
之
。
詞
色
之
間
、
雖
未
相
酬
酢
、
而
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心
已
許
之
」（T

47-897a

）
と
あ
る
。

（　

）
當
機
＝
『
禅
学
』
に
「
そ
の
機
会
に
あ
た
っ
て
。
そ
の
場
に
応
じ
て
。
そ
の
機
を
の
が
さ
ず
」（p.912

）
の
意
と
す
る
。『
禅
語
』

に
は
、『
雲
門
広
録
』
の
「
問
う
、『
終
日
切
切
た
る
も
、
箇
の
入
路
を
得
ず
。
乞
う
師
、
箇
の
入
路
を
指
さ
ん
こ
と
を
』
と
。
師

云
く
、『
当
機
に
路
有
り
』
と
（
問
終
日
切
切
、
不
得
箇
入
路
。
乞
師
、
指
箇
入
路
。
師
云
、
当
機
有
路
）」（T

47-550b

）
を
用
例
に
挙
げ
、「
ま

の
当
た
り
の
機
。
い
ま
直
面
し
て
い
る
場
」（p.334

）
と
訳
す
。
ま
た
、『
禅
語
』
に
も
引
か
れ
る
『
碧
厳
録
』
第
二
〇
則
・
本
則
・

評
唱
、「
且
く
道
え
、
当
機
に
承
当
し
得
る
時
、
合
に
作
麼
生
か
す
べ
き
（
且
道
当
機
承
当
得
時
、
合
作
麼
生
）」（T

48-161a

）
の
「
当
機
」

を
末
木
訳
で
は
「
ま
の
あ
た
り
」（
㊤p.342

）
と
訳
す
。

（　

）
接
引
勘
對
＝
「
接
引
」
は
「
迎
え
い
れ
て
教
導
す
る
こ
と
」（『
禅
語
』p.250

）。「
勘
対
」
は
「
①
照
合
す
る
こ
と
」（『
中
国
語
』

p.1699

）。

（　

）
由
來
＝
来
歴
・
来
源
の
意
。
禅
録
で
は
、「
念
想
由も

と
も
と来
幻
な
り
（
念
想
由
来
幻
）」（『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
三
・T

51-229a

）
や
「
虎
に
騎
る
は

由も
と
も
と来
絶
功
な
る
を
要
す
（
騎
虎
由
来
要
絶
功
）」（『
碧
巌
録
』
第
六
八
則
・
頌
、
岩
波
文
庫
本
㊥p.322

）
な
ど
の
よ
う
に
、
副
詞
と
し
て
「
も
と

も
と
」（『
禅
語
』p.458

）
の
意
に
用
い
る
場
合
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
『
普
菴
印
肅
禅
師
語
録
』
巻
三
の
「
其
の
由
来
す
る
所
を
観
る

（
観
其
所
由
来
）」（Z120-331a

）
や
『
心
要
』
巻
下
「
送
雷
公
達
教
授
」
の
「
只
だ
阿
難
、
由
来
を
詢
う
（
只
阿
難
詢
由
来
）」（Z120-373c

）

の
様
に
、
名
詞
的
用
法
で
あ
る
。

（　

）
存
坐
＝
生
活
（『
漢
語
』
第
四
冊
・p.187

）。
こ
こ
で
は
日
常
の
起
居
、
普
段
の
修
行
の
こ
と
。

（　

）
偏
墜
＝
『
漢
語
』
に
、「
①
軽
重
失
均
、
不
平
衡
」（
第
一
冊p.1570
）
と
あ
る
。

（　

）
直
截
＝
『
漢
語
』
に
、「
①
簡
単
明
白
。
②
簡
直
」（
第
一
冊p.865
）
と
あ
る
。
用
例
と
し
て
は
『
碧
巌
録
』
第
三
六
則
・
本
則
評

唱
に
、「
看
よ
他
の
賓
主
互
換
、
当
機
直
截
、
各
お
の
相
い
鐃
さ
ざ
る
を
（
看
他
賓
主
互
換
、
当
機
直
截
、
各
不
相
鐃
）」（T

48-174b

）
と
あ

る
。
末
木
訳
で
は
、「
核
心
を
ず
ば
り
と
突
き
」（
㊥p.68

）
と
訳
す
。
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（　

）
大
休
大
歇
安
樂
＝
「
大
休
大
歇
」
は
、『
禅
語
字
彙
』
に
「
迷
妄
の
根
源
た
る
思
慮
分
別
を
絶
し
た
る
大
悟
底
を
言
う
」（p.170

）

と
あ
る
。「
大
休
大
歇
」
は
本
箇
所
を
含
め
『
心
要
』
に
七
箇
所
見
え
る
。「
安
楽
」
は
「
身
体
安
く
心
楽
し
き
こ
と
」（『
織
田
』

p.48
）。『
左
觽
』
で
は
、『
成
唯
識
論
』
巻
一
〇
の
「
此
又
安
楽
無
逼
悩
故
。
清
浄
法
界
衆
相
寂
静
、
故
名
安
楽
。
四
智
心
品
永
離

悩
害
、
故
名
安
楽
。
此
二
自
性
皆
無
逼
悩
、
及
能
安
楽
一
切
有
情
、
故
二
転
依
倶
名
安
楽
」（T

31-57c

）
を
引
い
た
後
、「
安
楽
法
門

は
二
転
依
是
な
り
。
謂
く
涅
槃
は
理
な
り
。
菩
提
は
智
な
り
。
今
位
を
安
ん
ず
る
は
理
な
り
。
常
を
楽
し
む
は
理
な
り
（
安
楽
法
門

二
転
依
是
也
。
謂
涅
槃
理
也
。
菩
提
智
也
。
今
安
位
理
也
。
楽
常
智
也
）」
と
解
説
す
る
。

（　

）
所
謂
抽
釘
拔
楔
、
解
黏
去
縛
＝
「
所
謂
」
は
こ
の
二
句
だ
け
に
か
か
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、「
所
謂
」
と
あ
る
が
、
圜
悟
以

前
の
禅
録
に
は
こ
の
二
句
は
見
え
ず
、
圜
悟
の
語
録
が
最
も
古
い
典
拠
で
あ
る
。
圜
悟
の
同
じ
二
句
対
の
使
用
は
、
こ
の
法
語
以

外
に
、『
円
悟
語
録
』
巻
五
「
本
然
居
士
請
上
堂
」（T

47-735b

）・
巻
七
「
請
長
蘆
覚
禅
師
上
堂
」（746a

）
の
二
箇
所
に
あ
り
、
二
句

を
倒
置
し
た
「
解
黏
去
縛
、
抽
釘
抜
拔
楔
」
と
い
う
形
も
『
円
悟
語
録
』
巻
九
「
小
参
」（754c

）・
巻
一
二
「
小
参
」（767a

）・『
心

要
』
巻
上
「
示
鼎
州
徳
山
静
長
老
」（Z120-355d

）
の
三
箇
所
に
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
計
五
箇
所
は
「
所
謂
」
と
い
っ
た
引
用
形
式
で

は
な
い
。「
抽
釘
抜
楔
」
は
、「
迷
妄
の
見
を
打
破
す
る
こ
と
」（『
禅
学
』p.878

）。『
禅
語
』
に
は
、「
眼
裏
抽
釘
、
脳
後
抜
楔
」
の
略
。

相
手
の
目
に
刺
さ
っ
て
い
る
釘
や
、
頭
に
突
き
立
っ
て
い
る
杭
を
抜
き
と
っ
て
や
る
。
本
来
の
眼
の
障
り
を
取
り
除
い
て
や
る
」

（p.308

）
と
あ
る
。「
抽
釘
抜
楔
」
一
句
の
単
独
使
用
は
、『
碧
巌
録
』
第
一
則
・
頌
・
評
唱
（T

48-141b

）、
第
一
五
則
・
頌
・
評
唱

（T
48.155c,156a

）、
第
三
一
則
・
本
則
・
評
唱
（T

48-170c

）
な
ど
数
多
く
あ
る
。「
解
黏
去
縛
」
は
、【
１
】「
示
華
厳
首
座
」（
ｆ
）
注

（
36
）
参
照
。
い
ず
れ
も
迷
い
の
衆
生
を
悟
ら
せ
る
働
き
。

（　

）
切
不
可
將
實
法
繫
綴
人
＝
「
将
（
or
以
）
実
法
繋
綴
人
」
の
語
は
、
巌
頭
全
豁
の
語
と
し
て
『
大
慧
禅
師
語
録
』
巻
一
五
「
銭
計

議
請
普
説
」（T

47-873a

）・
巻
二
一
「
示
徐
提
刑
法
語
」（900b

）・
巻
二
三
「
示
太
虚
居
士
法
語
」（909c

）
の
三
箇
所
に
引
用
さ
れ
て

い
る
が
、
燈
史
類
に
残
さ
れ
た
巌
頭
の
語
に
は
見
え
な
い
。
圜
悟
は
典
拠
を
示
さ
ず
に
多
用
し
て
お
り
、
こ
こ
の
他
に
、『
心
要
』

131415
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巻
上
「
示
報
寧
静
長
老
」（Z120-354d

）・「
示
慧
空
知
客
」（370a

）・
巻
下
「
示
中
竦
知
蔵
」（390c

）・『
碧
巌
録
』
第
六
二
則
・
本
則
・

評
唱
（T

48-194b

）・『
仏
果
撃
節
録
』
第
八
四
則
（Z117-249d

）
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。「
実
法
」
は
、
常
住
不
変
な
る
絶
対
の
真

理
（『
禅
学
』p.455

、『
中
村
』p.599

）「
繫
綴
」
は
、「
繋
」・「
綴
」
と
も
に
、「
つ
な
ぐ
・
つ
な
ぎ
と
め
る
」
と
い
う
こ
と
。
真
理
と
言
う

絶
対
者
を
立
て
、
衆
生
を
そ
れ
に
執
着
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
を
諌
め
る
際
に
し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
警
句
。

（　

）
如
是
住
如
是
執
＝
「
如
是
住
」
と
「
如
是
執
」
は
何
れ
も
経
典
に
見
え
る
語
で
あ
り
、『
金
剛
般
若
経
』
な
ど
の
語
を
意
識
し
て

使
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「
如
是
住
」
は
般
若
系
の
経
典
を
中
心
に
縷
出
す
る
語
だ
が
、『
大
般
若
経
』
巻
七
八
の
「
菩
薩
摩
訶

薩
は
般
若
波
羅
蜜
に
於
い
て
応
に
是
く
の
如
く
住
す
べ
し
（
菩
薩
摩
訶
薩
於
般
若
波
羅
蜜
多
応
如
是
住
）」（T

5-439a

）・
大
品
『
般
若
経
』

巻
一
の
「
菩
薩
摩
訶
薩
は
応
に
是
く
の
如
く
般
若
波
羅
蜜
に
住
す
べ
し
（
菩
薩
摩
訶
薩
応
如
是
住
般
若
波
羅
蜜
）」（T

8-219c

）・『
金
剛
般

若
経
』
の
「
応
に
是
く
の
如
く
住
し
、
是
く
の
如
く
其
の
心
を
降
伏
す
べ
し
（
応
如
是
住
、
如
是
降
伏
其
心
）」（T

8-749a

）
の
よ
う
に
、

も
と
も
と
良
い
状
態
に
「
と
ど
ま
る
」
こ
と
を
示
す
。
一
方
、「
如
是
執
」
は
回
数
は
少
な
い
が
、
た
と
え
ば
『
大
般
若
波
羅
蜜
多

経
』
巻
五
〇
九
に
「
善
現
よ
当
に
知
る
べ
し
、
若
し
大
乗
に
住
せ
し
善
男
子
等
、
是
く
の
如
き
執
を
作
し
て
、『
此
の
般
若
波
羅
蜜

多
甚
深
の
経
中
に
於
い
て
、
一
切
の
般
若
乃
至
布
施
波
羅
蜜
多
は
、
皆
な
文
字
無
く
、
色
乃
至
識
も
亦
た
文
字
無
く
、
広
説
乃
至

一
切
相
智
も
亦
た
文
字
無
し
』
と
せ
ば
、
当
に
知
る
べ
し
、
是
れ
菩
薩
の
魔
事
為
る
こ
と
を
（
善
現
当
知
、
若
住
大
乗
善
男
子
等
作
如
是

執
、
於
此
般
若
波
羅
蜜
多
甚
深
経
中
、
一
切
般
若
乃
至
布
施
波
羅
蜜
多
、
皆
無
文
字
、
色
乃
至
識
亦
無
文
字
、
広
説
乃
至
一
切
相
智
亦
無
文
字
、
当
知
是

為
菩
薩
魔
事
）」（T

7-597c

）
と
あ
る
よ
う
に
、「
執
」
と
い
う
文
字
の
語
感
か
ら
も
窺
わ
れ
る
よ
う
に
良
い
意
味
で
は
用
い
ら
れ
て
い

な
い
。
こ
こ
で
は
「
住
」
も
「
執
」
と
同
様
、「
執
着
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
は
『
金
剛
般
若
経
』

の
有
名
な
「
応
無
所
住
而
生
其
心
」
の
「
住
」
を
念
頭
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（　

）
移
倒
＝
『
添
足
』
に
「
移
易
顛
倒
」
と
あ
る
。「
移
易
」
は
「
移
動
改
変
」（『
漢
語
』
第
八
冊p.77

）
の
意
。
顛
倒
は
「
倒
れ
る
こ
と
。

ひ
っ
く
り
返
る
こ
と
」（『
漢
語
』
第
一
二
冊
・p.346

、『
中
国
語
』p.697

、『
中
村
』p.991

）。
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（　

）
喫
著
＝
こ
こ
の
「
著
」
は
『
禅
語
』「
著
」
の
②
の
「
動
詞
の
後
に
用
い
て
そ
の
動
作
の
完
成
を
示
す
。
う
ま
く
…
…
し
上
げ
る
、

…
…
し
終
わ
る
」（p.305

）
が
該
当
す
る
。

（　

）
一
生
擔
板
＝
「
担
板
」
は
、「
板
を
肩
に
か
つ
ぐ
と
視
野
が
一
方
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
面
観
に
陥
り
、
広
い
視
野
に
立
た

な
い
偏
見
を
言
う
」（『
禅
学
』p.839

）。
そ
の
よ
う
な
見
地
し
か
持
た
な
い
者
を
「
担
板
漢
」（『
禅
語
』p.298

）
と
も
言
う
。「
一
生
担
板
」

の
用
例
と
し
て
は
、『
虚
堂
録
』
に
、「
某
人
一
生
担
板
、
咬
薑
呷
醋
、
仏
眼
難
窺
」（T

47-1060a

）
と
あ
る
。『
犂
耕
』
に
は
、「
向
上

を
提
示
し
て
、
下
根
を
顧
み
ず
。（
向
上
提
示
、
不
顧
下
根
）」
と
あ
っ
て
、
肯
定
的
に
解
し
て
い
る
。
ま
た
、『
五
家
正
宗
賛
』
に
は
、

「
者
漢
一
生
担
板
、
肯
被
它
人
移
換
」（Z135-458d

）
と
あ
り
、『
助
桀
』
で
は
、「
者
の
漢
は
睦
州
（
陳
尊
宿
）
を
呼
ぶ
、
言
う
は
睦
州

尋
常
、
人
を
罵
り
て
担
板
漢
と
為
し
て
、
人
を
許
可
せ
ず
。
是
れ
却
っ
て
自
ら
担
板
し
去
り
、
極
め
て
他
を
托
上
す
（
忠
曰
、
者
漢

睦
州
、
言
睦
州
尋
常
、
罵
人
為
擔
板
漢
、
不
許
可
人
。
是
却
自
擔
板
去
、
極
托
上
他
）」（p.166

）
と
述
べ
、
同
じ
く
「
担
板
」
を
褒
め
言
葉
と
捉

え
る
。
本
箇
所
で
は
、
文
意
よ
り
、
本
来
の
否
定
的
な
意
味
と
し
て
「
担
板
」
を
訳
し
た
。

（　

）
賺
悞
＝
「
賺
」
は
「
だ
ま
す
。
ぺ
て
ん
に
か
け
る
」（『
中
国
語
』p.4156

）。「
悞
」
も
「
欺
く
」
と
同
意
（『
新
字
源
』p.372

）。
禅
録
に

は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、
大
慧
『
正
法
眼
蔵
』
巻
三
に
、「
諸
上
座
、
光
陰
可
惜
。
各
各
趂
色
力
強
健
、
猛
著
精
神
了
取
、
莫
愛

他
奇
特
。
奇
特
処
賺
悞
人
」（Z118-78a

）
と
あ
る
。

（
ｄ
）
佛
祖
出
興
、
特
唱
此
段
大（

一
）

因
）
1
（

縁
。
謂
之
單

）
2
（

傳
心
印
。
不
立
文
字
語
句
、
接

）
3
（最
上
機
、
只

）
4
（

貴
一

）
5
（聞
千
悟
、
直
下
承

）
6
（

當
了

修
行
。
不
求
名
聞

）
7
（

利
養
、
唯
務
透
脱

）
8
（

生
死
、
今
既
作
其
兒
孫
、
須
存
它（

二
）

種
）
9
（

草
。
看

）
（1
（

他
古
來
大（

三
）

有
）
（（
（道
之
士
、
動
是
降
龍

）
（1
（

伏
虎
、
神（

四
）

明）
（1
（

授
戒
、
攻

）
（1
（苦
食
淡
、
大
忘
人

）
（1
（

世
、
永
謝
塵
寰
。
三
二
十
年
、
折

）
（1
（脚
鐺
兒（

五
）

煑
飯
喫
、
遁

）
（1
（迹
埋
名
、
往

）
（1
（

往
坐
脱
立

）
（1
（

亡
。
於
中
一

箇
）
11
（

半
箇
、
諸
聖
推
出
、
建

）
1（
（立
宗
風
。
無
不
秉（

六
）

高
）
11
（

行
、
務
報
佛
恩
、
流
通
大
法
、
始
出
一
言

）
11
（

半
句
。
出
於
抑
不
得
已
。
明
知
是
接

181920
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引
入

）
11
（

理
之
門
、
敲

）
11
（門

瓦
子
。
其
體
裁）

11
（

力
用
、
不
妨
為
後

）
11
（

昆
模
範
。
當
宜
師
法
之
、
轉
相
勉
勵
追
復

）
11
（

古
風
。
切
忌
希
名
苟

）
11
（

利
。
茲

深
祝）

11
（

也
。

　
【
校�
注
】（
一
）
大
因
縁
＝
語
録
は
「
小
因
縁
」
に
作
る
。（
二
）
它
＝
語
録
は
「
他
」
に
作
る
。（
三
）
大
有
道
之
士
＝
語
録
は
「
有

道
之
士
」
に
作
る
。（
四
）
神
明
＝
語
録
は
「
與
神
明
」
に
作
る
。（
五
）
鐺
兒
煑
＝
語
録
は
「
鐺
煮
」
に
作
る
。（
六
）
秉
＝
語

録
は
「
稟
」
に
作
る
。

＊

佛
祖
の
出
興
す
る
は
、
特た

だ
此
の
段
の
大
因
縁
を
唱
う
る
の
み
。
之
を
單
傳
心
印
と
謂
う
。
文
字
語
句
を
立
て
ず
、
最
上
の
機

を
接
す
る
は
、
只
だ
一
聞
千
悟
し
て
、
直
下
に
承
當
し
了
わ
り
て
修
行
す
る
こ
と
を
貴た

っ
と

べ
ば
な
り
。
名
聞
利
養
を
求
め
ず
、
唯

だ
生
死
を
透
脱
す
る
に
務
め
よ
。
今
ま
既
に
其
の
兒
孫
と
作
れ
ば
、
須
く
它
の
種
草
を
存
す
べ
し
。
看み他
よ
、
古
來
の
大
有
道

の
士
は
、
動や

や

も
す
れ
ば
是
れ
龍
を
降
し
虎
を
伏
し
、
神
明
に
戒
を
授
け
、
苦
を
攻
め
淡
を
食
し
、
大
い
に
人
世
を
忘
れ
、
永
く

塵
寰
を
謝
す
。
三
二
十
年
、
折
脚
の
鐺
兒
に
飯
を
煑
て
喫
し
、
迹
を
遁
れ
名
を
埋
め
て
、
往
往
に
し
て
坐
脱
立
亡
す
。
中
に
於お

い
て
一
箇
半
箇
、
諸
聖
に
推え

ら

び
出
さ
れ
て
、
宗
風
を
建
立
し
、
高
行
を
秉と

ら
ざ
る
無
し
。
務
め
て
佛
恩
に
報
い
、
大
法
を
流
通

し
て
、
始
め
て
一
言
半
句
を
出
だ
す
。
抑
も
已
む
を
得
ざ
る
に
出
づ
。
明
ら
か
に
知
る
、
是
れ
接
引
入
理
の
門
に
し
て
、
門
を

敲
く
瓦
子
な
る
こ
と
を
。
其
の
體
裁
力
用
、
後
昆
の
模
範
為
る
こ
と
を
妨
げ
ず
。
當
に
宜
し
く
之
を
師
法
と
し
て
、
轉
た
相
い

勉
勵
し
て
古
風
を
追
復
す
べ
し
。
切
に
名
を
希ね

が

い
利
を
苟

か
り
そ
めに
す
る
こ
と
を
忌
む
。
茲
れ
深
く
祝
す
る
な
り
。

＊

仏
や
祖
師
た
ち
が
こ
の
世
に
現
れ
た
の
は
、
た
だ
こ
の
一
大
事
因
縁
を
唱
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
仏
の
心
印
を
正

し
く
伝
え
る
」
言
う
の
で
あ
る
。
文
字
言
句
に
依
ら
ず
に
、
最
上
の
素
質
の
持
ち
主
を
接
化
す
る
の
は
、〔
そ
の
素
質
の
持
ち

主
が
〕
も
っ
ぱ
ら
一
を
聞
い
て
一
切
を
悟
り
、
直
ち
に
会
得
し
て
し
ま
い
〔
そ
の
悟
り
得
た
と
こ
ろ
に
基
づ
い
て
〕
修
行
す
る
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こ
と
を
重
視
し
た
か
ら
だ
。
世
間
的
な
名
声
や
利
得
は
む
さ
ぼ
ら
ず
、
た
だ
生
死
を
突
き
抜
け
よ
う
と
す
る
こ
と
に
務
め
励
み

な
さ
い
。〔
お
前
は
〕
今
や
、〔
法
を
嗣
い
だ
〕
児で

孫し

と
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、〔
お
前
の
法
を
嗣
ぐ
〕
種で

草し

を
残
さ
ね
ば
な

ら
な
い
。
ほ
ら
、
ご
覧
、
古
え
の
仏
道
修
行
者
た
ち
は
、
常
に
龍
や
虎
を
降
伏
さ
せ
、
神か

み
が
み明
に
戒
を
授
け
、〔
自
ら
は
〕
苦
行

を
し
粗
食
に
甘
ん
じ
て
、
す
っ
か
り
浮
世
を
忘
れ
、
ず
っ
と
世
俗
を
捨
て
去
っ
て
い
た
。
二
、
三
十
年
〔
も
の
間
〕、
脚
の
折

れ
た
鍋
で
飯
を
炊
い
て
食
べ
、
隠
遁
し
て
世
に
知
ら
れ
ず
、〔
死
に
臨
ん
で
は
〕
た
い
て
い
は
坐
脱
立
亡
し
た
。〔
そ
し
て
、
弟

子
の
〕
中
か
ら
一
人
二
人
が
、
護
法
の
神
々
か
ら
選
び
出
さ
れ
て
、
禅
風
を
打
ち
建
て
、
高
潔
な
行
い
を
実
践
し
た
。
努
め
て

仏
恩
に
報
い
、〔
そ
の
〕
大
い
な
る
法お

し
え

を
伝
え
広
め
〔
る
段
に
な
っ
〕
て
、
は
じ
め
て
僅
か
ば
か
り
の
言
葉
を
吐
い
た
の
で
あ

り
、
そ
れ
は
や
む
を
え
な
い
状
況
か
ら
吐
か
れ
た
も
の
な
の
だ
。〔
修
行
者
を
〕
導
き
悟
ら
せ
る
入
口
、
見
性
の
為
の
手
段

〔
方
便
〕
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
分
か
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
手
段
や
は
た
ら
き
は
、
後
の
世
の
弟
子
た
ち
の

模
範
た
り
得
る
。
か
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
を
師て

ほ
ん法
と
し
て
〔
守
り
〕、
古
え
の
禅
風
に
戻
る
よ
う
に
、
よ
り
一
層
努
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
決
し
て
功
名
を
願
い
利
益
を
求
め
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。

＊

《
語
注
》

（　

）
大
因
縁
＝
一
大
事
因
縁
の
こ
と
。『
禅
学
』
の
「
一
大
事
因
縁
」
条
に
、「
も
っ
と
も
重
大
な
因
縁
。
一
大
事
の
た
め
の
因
縁
。

例
え
ば
釈
尊
な
ら
び
に
諸
仏
は
み
な
等
し
く
、
成
仏
得
道
と
か
衆
生
済
度
を
一
代
の
使
命
と
し
て
現
世
に
出
現
さ
れ
た
と
い
う
重

要
な
る
縁
由
の
こ
と
を
い
う
」（p.32

）
と
あ
り
、
そ
の
典
拠
と
し
て
『
法
華
経
』「
方
便
品
」
を
挙
げ
る
。
ま
た
『
法
華
経
』「
妙
荘

厳
王
本
事
品
」
に
、「
大
王
当
に
知
る
べ
し
、
善
知
識
は
是
れ
大
因
縁
な
り
。
所
謂
る
化
導
し
て
、
仏
に
見
ゆ
る
こ
と
を
得
て
、
阿

耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
せ
し
む
る
な
り
（
大
王
当
知
、
善
知
識
者
是
大
因
縁
。
所
謂
化
導
、
令
得
見
仏
、
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
）」

（T
9-60c

）
と
あ
り
、
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
に
も
、「
何
を
か
大
善
知
識
と
名
づ
く
。
最
上
大
乗
法
を
解
し
正
路
を
直
是示

す
、
是
れ

1
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大
善
知
識
に
し
て
、
是
れ
大
因
縁
な
り
。
所
為
る
化
道
し
て
仏
に
見
ゆ
る
こ
と
を
得
せ
し
め
、
一
切
善
法
は
、
皆
な
大
善
知
識
に

因
り
て
の
能
く
発
起
す
る
に
因
る
が
故
に
（
何
名
大
善
知
識
。
解
最
上
大
乗
法
直
是
正
路
、
是
大
善
知
識
是
大
因
縁
。
所
為
化
道
令
得
見
仏
、
一

切
善
法
、
皆
因
大
善
知
識
、
能
発
起
故
）」（T

48-340c

）
と
あ
る
。

（　

）
單
傳
心
印
＝
「
単
伝
」
に
つ
い
て
、『
岩
波
』
に
「
真
理
を
純
粋
に
伝
え
る
こ
と
」「〈
単
〉
は
ま
じ
り
け
が
な
く
純
粋
と
い
う
意

味
で
あ
る
が
、
師
か
ら
た
だ
一
人
の
弟
子
に
だ
け
伝
え
る
意
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
」（p.693

）
と
あ
る
。「
単
伝
正
印
」
と
も

い
う
。「
単
伝
正
印
」
に
つ
い
て
、『
禅
学
』
に
「
仏
祖
か
ら
仏
祖
に
伝
え
ら
れ
た
正
し
い
し
る
し
。
正
印
は
仏
の
心
印
」（p.838

）

と
あ
る
。「
単
伝
心
印
」
の
表
現
は
、『
円
悟
語
録
』
に
五
箇
所
、『
碧
巌
録
』
に
七
箇
所
、『
心
要
』
で
は
、
こ
こ
「
示
円
首
座
」

を
含
め
、
八
箇
所
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、「
教
外
別
行
」
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
は
、『
円
悟
語
録
』
で
三

箇
所
、『
心
要
』
で
六
箇
所
で
あ
る
。「
教
外
別
行
」
の
用
例
は
、
こ
れ
以
前
、『
黄
龍
慧
南
禅
師
語
録
』（T

47-630a

）
に
見
え
る
が
、

圜
悟
以
外
に
、「
単
伝
心
印
」
と
セ
ッ
ト
で
用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
他
に
見
当
た
ら
な
い
。

（　

）
接
最
上
機
＝
「
接
」
は
、『
漢
語
』
に
「
迎
接
（
迎
え
る
）」「
承
托
、
収
受
（
受
け
取
る
）」（
㊥p.3679

〜3680

）
な
ど
と
あ
り
、『
禅

語
』
に
「
会
う
、
受
け
入
れ
る
」（p.250

）
と
あ
る
。
ま
た
、「
接
得
」
と
い
う
語
に
「
修
行
者
を
自
己
の
身
辺
に
置
い
て
指
導
す
る

こ
と
。
学
人
を
親
し
く
教
え
導
く
こ
と
」（『
中
村
』p.829

）
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
こ
こ
に
所
謂
る
「
接
」
の
語
に
つ
い
て
は
、「
接

化
」
の
意
味
で
解
釈
し
た
。「
接
化
」
は
「
接
得
し
、
化
導
す
る
。
師
家
が
修
行
者
を
親
し
く
導
く
こ
と
」（
同
上
）。「
接
最
上
機
」

に
類
似
す
る
表
現
と
し
て
、
例
え
ば
、『
碧
巌
録
』
第
一
一
則
・
垂
示
に
「
接
向
上
機
、
提
向
上
事
」（T

48-151b

、
岩
波
文
庫
本
㊤p.167

、

末
木
訳
㊤p.201

）
と
あ
り
、
末
木
訳
は
「
至
高
の
人
物
を
教
え
導
き
、
至
高
の
事
が
ら
を
呈
示
す
る
」
と
訳
し
て
い
る
。

（　

）
只
貴
＝
【
１
】「
示
華
厳
首
座
」（
ａ
）
注
（
２
）
参
照
。

（　

）
一
聞
千
悟
＝
「
一
を
聞
い
て
一
切
を
悟
る
」（
荒
木
見
悟
訳
『
大
慧
書
』p.119
）。『
漢
語
』
は
、
典
拠
と
し
て
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
八

「
汾
州
大
達
無
業
国
師
語
」
の
「
得
大
総
持
、
一
聞
千
悟
」（T

51-445a

）
を
引
い
て
、「
形
容
悟
性
極
高
。
謂
略
一
指
点
、
則
完
全
了

2345
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悟
」（
第
一
冊
・p.99

）
と
す
る
。
他
に
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
一
「
仰
山
慧
寂
」
条
に
も
、「
若
是
祖
宗
門
下
上
根
上
智
、
一
聞
千
悟
、

得
大
総
持
」（T

51-283c

）
と
あ
る
。『
添
足
』
で
は
、
典
拠
を
圭
峰
宗
密
の
『
禅
源
諸
詮
集
都
序
』
の
「
頓
悟
漸
修
と
は
、
此
れ
上

上
智
の
根
性
、
楽
欲
倶
に
勝
る
、
一
聞
千
悟
し
て
大
総
持
を
得
、
一
念
不
生
、
前
後
際
断
す
る
を
説
く
（
頓
悟
頓
修
者
、
此
説
上
上
智

根
性
楽
欲
倶
勝
、
一
聞
千
悟
得
大
総
持
。
一
念
不
生
前
後
際
断
）」（T

48-407c

）
を
引
く
が
、
大
正
蔵
本
・
筑
摩
本
と
も
に
、
冒
頭
の
「
頓
悟

漸
修
」
を
「
頓
悟
頓
修
」
に
作
っ
て
お
り
、『
添
足
』
の
写
誤
で
あ
る
。

（　

）
直
下
承
當
＝
【
１
】「
示
華
厳
首
座
」（
ｆ
）
注
（
10
）
参
照
。

（　

）
名
聞
利
養
＝
世
間
の
名
声
と
利
得
。
五
欲
中
の
名
誉
欲
と
財
欲
（『
中
村
』p.1301

）。
＝
【
１
】「
示
華
厳
首
座
」（
ｆ
）
注
（
11
）

参
照
。

（　

）
透
脱
生
死
＝
【
３
】「
示
圓
首
座
」（
ｃ
）
注
（
３
）
参
照
。

（　

）
種
草
＝
【
１
】「
示
華
厳
首
座
」（
ａ
）
注
（
17
）
参
照
。

（　

）
看
他
＝
「
看
よ
」
の
意
。「
他
」
は
…
（『
禅
語
』p.278

）。
用
例
と
し
て
、『
碧
巌
録
』
第
四
則
・
本
則
評
唱
に
、「
看み他
よ
恁
麼
に

発
憤
す
る
は
、
也ま

た
是
れ
箇
の
猛
利
底
の
漢
な
り
（
看
他
恁
麼
発
憤
、
也
是
箇
猛
利
底
漢
）」（T

48-143c

）
と
あ
る
。

（　

）
有
道
之
士
＝
「
有
道
」
は
、「
得
道
」
と
同
じ
く
「
道
を
体
得
し
た
」
の
意
。『
心
要
』
に
は
、「
得
道
之
士
」・「
有
志
之
士
」・

「
学
道
之
士
」
等
の
類
似
し
た
表
現
が
頻
出
す
る
。
そ
の
他
、
禅
録
の
例
と
し
て
は
、『
大
慧
語
録
』
巻
二
一
「
示
徐
提
刑
」
法
語

の
、「
古
来
有
道
之
士
、
得
之
向
生
死
海
内
、
頭
出
頭
没
、
全
体
受
用
、
無
欠
無
餘
。
不
見
有
生
死
塵
労
之
状
、
如
析
栴
檀
片
片
皆

是
」（T
47-899�a

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（　

）
降
龍
伏
虎
＝
龍
や
虎
を
降
伏
さ
せ
る
ほ
ど
の
、
す
ぐ
れ
た
禅
者
の
は
た
ら
き
。『
碧
巌
録
』
第
八
〇
則
・
頌
評
唱
に
も
同
語
が
見

え
る
。『
添
足
』
に
は
、
禅
録
に
見
え
る
「
降
龍
伏
虎
」
の
諸
例
を
挙
げ
つ
つ
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。「
仏
、
及
び
諸
聖
の
降
龍

の
事
は
、
経
中
に
間
ま
之
れ
有
り
。
及
び
支
那
、
尤
も
少
な
し
。
六
祖
能
大
師
の
降
龍
の
事
、『
壇
経
』
縁
起
外
記
の
中
に
見
ゆ
。
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龍
湖
の
聞
禅
師
、
山
に
居
り
て
、
龍
の
老
人
に
化
し
、
来
た
り
て
其
の
死
を
救
わ
ん
こ
と
を
乞
う
に
、
其
の
法
力
を
得
て
免
る
。

其
の
伝
中
に
見
ゆ
。
伝
は
『
会
元
』
六
等
に
出
づ
。
牧
菴
の
忠
公
、
龍
淵
に
入
り
て
雨
を
責も

と

め
、
雨
随
い
来
た
る
。
衡
岳
の
泉
、

龍
湫
に
入
り
て
沐
浴
す
る
に
、
龍
、
之
れ
を
害
さ
ず
。『
禅
林
類
聚
』
に
見
ゆ
。
亦
た
蠎
蛇
を
伏
す
の
師
、
間
ま
又
た
之
有
る
も
之

れ
を
略
す
。
伏
虎
の
者
、
牛
頭
の
忠
公
は
、
三
虎
之
れ
に
随
い
、
亀
洋
の
了
公
、
虎
有
り
て
鹿
を
逐
う
、
了
に
杖
を
以
て
虎
を
格う

ち
、
鹿
を
存
す
。
華
林
の
覚
公
、
二
虎
の
侍
す
る
有
り
、
大
小
空
と
名
づ
く
。
並
び
に
其
の
本
伝
、
及
び
『
類
聚
』
等
に
見
ゆ
。

其
の
外
、
稠
公
、
聞
虎
を
解
く
し
、
豊
干
、
虎
に
乗
る
等
の
事
迹
、
之
れ
多
し
。（
仏
及
諸
聖
降
龍
事
、
経
中
間
有
之
。
及
支
那
尤
少
。
六

祖
能
大
師
降
龍
事
、
見
壇
経
縁
起
外
記
中
。
龍
湖
聞
禅
師
居
山
、
龍
化
老
人
、
来
乞
救
其
死
、
得
其
法
力
而
免
。
見
其
伝
中
、
伝
出
会
元
六
等
。
牧
菴
忠

公
、
入
龍
淵
責
雨
、
雨
随
来
、
衡
岳
泉
入
龍
湫
沐
浴
、
龍
不
害
之
。
見
禅
林
類
聚
。
亦
伏
蠎
蛇
之
師
、
間
又
有
之
略
之
。
伏
虎
者
牛
頭
忠
公
、
三
虎
随
之
、

亀
洋
了
公
、
有
虎
逐
鹿
、
了
以
杖
格
虎
存
鹿
。
華
林
覚
公
有
二
虎
侍
、
名
大
小
空
。
並
見
其
本
伝
、
及
類
聚
等
。
其
外
稠
公
、
解
聞
虎
、
豊
干
乗
虎
等
事

迹
、
多
之
。）」（
巻
二
・7b

〜8a

）

（　

）
神
明
授
戒
＝
神
に
戒
を
授
け
る
。
校
注
は
「
神
明
の
与た

め

に
授
戒
す
（
与
神
明
授
戒
）」
と
な
っ
て
お
り
、
意
訳
は
そ
れ
に
拠
っ
た
。

『
添
足
』
は
「
嵩
岳
の
珪
禅
師
、
戒
を
岳
神
に
授
く
、『
会
元
』
等
に
見
え
る
（
嵩
岳
珪
禅
師
、
授
戒
于
岳
神
、
見
会
元
等
）」（
巻
二
・8a

）

と
述
べ
、『
五
燈
会
元
』
巻
二
（
嵩
岳
元
珪
禅
師
条Z138-52a

〜53b

）・『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
九
（
唐
嵩
岳
閑
居
寺
元
珪
伝T

50-828b

〜829b16

）・

『
神
僧
伝
』
巻
七
（T
50-994b

〜995a

）
に
立
伝
さ
れ
る
嵩
岳
元
珪
禅
師
が
、
嵩
岳
の
神
に
授
戒
す
る
話
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。

（　

）
攻
苦
食
淡
＝
苦
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
。『
漢
語
』
で
は
、
用
例
と
し
て
『
史
記
』「
劉
敬
・
叔
孫
通
列
伝
」
の
、「
呂
后
与
陛
下

攻
苦
食
淡
、
其
可
背
也
」
を
引
い
て
、「
謂
過
難
苦
的
生
活
」（
第
五
冊p.393

）
の
意
と
し
て
い
る
。

（　

）
大
忘
人
世
、
永
謝
塵
寰
＝
こ
の
語
は
【
１
】「
示
華
厳
首
座
」（
ｄ
）
に
既
出
。
注
（
１
）
及
び
（
５
）
を
参
照
。

（　

）
折
脚
鐺
兒
煮
飯
喫
＝
禅
録
中
に
見
え
る
「
折
脚
鐺
児
」
の
用
例
と
し
て
は
、『
碧
巌
録
』
第
二
五
則
・
本
則
評
唱
に
、「
古
人
既

得
道
之
後
、
茅
茨
石
室
中
、
折
脚
鐺
児
内
、
煮
野
菜
根
、
喫
過
日
」（T

48-165c
）
と
あ
り
、
該
当
箇
所
の
末
木
訳
の
注
に
『
碧
巌
録
』
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に
、「『
鐺
（
児
）』
は
脚
の
付
い
た
釜
。
貧
し
い
生
活
を
表
わ
す
」（
㊤p.411

）
と
あ
る
。
ま
た
、「
示
華
厳
首
座
」（
ｄ
）
注
（
４
）

参
照
。

（　

）
遁
迹
埋
名
＝
世
間
を
逃
れ
、
名
を
隠
す
こ
と
（『
大
漢
和
』
巻
一
一
「
遁
迹
」
条
・p.103

、
巻
三
「
埋
名
」
条
・p.180

参
照
）。

（　

）
往
往
＝
つ
ね
に
、
い
つ
も
（『
中
国
語
』p.3182

）。『
心
要
』
に
四
箇
所
、『
碧
巌
録
』
に
も
第
一
則
・
頌
評
唱
に
、「
往
往
喚
作
雪
竇

使
祖
師
去
也
。
且
喜
没
交
渉
」（T

48-141b

）
と
あ
る
な
ど
多
出
す
る
。
岩
波
文
庫
本
『
碧
巌
録
』
で
は
、「
往
往
」
に
「
し
ば
し
ば
」

（
㊤p.52

）
と
ふ
り
仮
名
し
、
末
木
訳
で
は
、「
日
本
語
の
『
往
々
』
よ
り
も
頻
度
は
高
い
」（
㊤p.47

）
と
注
す
る
。

（　

）
坐
脱
立
亡
＝
『
禅
語
』
に
、「
坐
っ
た
ま
ま
、
あ
る
い
は
立
っ
た
ま
ま
死
ぬ
こ
と
。
生
死
自
在
の
手
際
」（p.153

）
と
あ
る
。「
坐

脱
立
亡
」
の
例
は
、『
添
足
』
に
拠
れ
ば
「
且
く
禅
門
に
就
き
て
之
を
言
わ
ば
、
坐
脱
は
四
祖
信
・
仰
山
寂
・
洞
山
价
・
首
山
念
公

等
な
り
。
立
亡
は
、
三
祖
智
・
潅
渓
閑
・
紙
衣
道
者
・
仏
手
嵒
の
行
因
等
な
り
。
各
伝
に
見
ゆ
（
且
就
禅
門
言
之
、
坐
脱
者
、
四
祖
信
、

仰
山
寂
、
洞
山
价
、
首
山
念
公
等
也
。
立
亡
者
、
三
祖
智
、
潅
渓
閑
、
紙
衣
道
者
、
仏
手
嵒
行
因
等
也
。
見
各
伝
）」（
巻
二
・8a

）
と
あ
る
。
し
か
し
、

『
聯
燈
会
要
』
巻
二
〇
「
洞
山
良
价
」
条
に
、
洞
山
の
も
と
を
訪
れ
た
一
僧
が
坐
脱
を
し
た
と
あ
る
の
が
、
現
存
す
る
祖
録
で
確
認

で
き
る
お
そ
ら
く
最
初
の
例
で
あ
ろ
う
（Z136-384a

）。
禅
僧
の
死
に
方
と
し
て
の
「
坐
脱
立
亡
」
を
尊
ぶ
風
は
、
圜
悟
在
世
中
、
す

で
に
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
、
例
え
ば
圜
悟
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
活
躍
し
た
瞎
堂
慧
遠
（
一
一
〇
三
〜
一
一
七
六
）
の
語
録
の
中
に
、
次

の
様
に
あ
る
。

�

　
　

�

上
曰
く
、「
古
来
宗
師
、
坐
脱
立
亡
す
。
今
世
有
り
や
」
と
。
師
奏
し
て
云
く
、「
行
化
坐
脱
す
る
者
衆お

お

し
」
と
。
上
曰
く
、

「
今
世
、
誰
か
有
る
」
と
。
師
奏
し
て
云
く
、「
徽
宗
皇
帝
の
朝
、
旨
を
降
し
て
徳
士
に
改
む
。
詔
の
下
る
日
、
汝
州
天
寧
長

老
□
明
有
り
て
、
鼓
を
鳴
ら
し
て
座
に
陞
り
、
衆
に
示
し
て
云
く
、『
木
簡
、
手
に
信
せ
て
拈
じ
来
た
り
、
坐
具
、
時
に
乗
じ

て
放
下
す
、
雲
散
じ
水
流
れ
去
り
、
寂
然
と
し
て
天
地
空
な
り
』
と
。
便
乃
ち
翛
然
と
し
て
脱
し
去
る
。
…
［
中
略
］
…�

又

た
圜
悟
の
会
中
に
、
得
法
の
弟
子
道
覚
有
り
、
時
に
彭
州
妙
寂
禅
寺
に
住
す
。
一
日
、
三
十
銭
の
酒
を
買
い
て
服
薬
す
。
悟
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見
て
之
を
叱
し
て
云
く
、『
老
老
大
大
、
這
般
の
模
様
を
作
す
』
と
。
覚
、
遂
に
進
前
問
訊
し
て
云
く
、『
禅
師
に
告
ぐ
、
只

だ
喫
す
る
こ
と
這
の
一
回
な
り
。
後
次
は
敢
え
て
せ
ず
』
と
。
次
の
日
、
鼓
を
鳴
ら
し
て
座
に
陞
り
、
衆
に
辞
し
て
便
ち
行

く
。
此
れ
皆
な
今
世
の
坐
脱
立
亡
の
者
な
り
」
と
。（
上
曰
、「
古
来
宗
師
、
坐
脱
立
亡
。
今
世
有
否
」。
師
奏
云
、「
行
化
坐
脱
者
衆
」。
上

曰
、「
今
世
有
誰
」。
師
奏
云
、「
徽
宗
皇
帝
朝
、
降
旨
改
徳
士
。
詔
下
日
、
有
汝
州
天
寧
長
老
□
明
、
鳴
鼓
陞
座
、
示
衆
云
、『
木
簡
信
手
拈
来
、
坐

具
乗
時
放
下
、
雲
散
水
流
去
、
寂
然
天
地
空
』。
便
乃
翛
然
脱
去
。
…
［
中
略
］
…�

又
圜
悟
会
中
、
有
得
法
弟
子
道
覚
、
時
住
彭
州
妙
寂
禅
寺
。
一

日
買
三
十
銭
酒
服
薬
。
悟
見
而
叱
之
云
、『
老
老
大
大
、
作
這
般
模
様
』。
覚
遂
進
前
問
訊
云
、『
告
禅
師
、
只
喫
這
一
回
。
後
次
不
敢
』。
次
日
鳴
鼓

陞
座
、
辞
衆
便
行
。
此
皆
今
世
坐
脱
立
亡
者
」。）（『
瞎
堂
慧
遠
禅
師
広
録
』
巻
二
「
特
賜
仏
海
禅
師
住
霊
隠�

奏
対
語
録
」Z120-470b

〜d

）

�

　

ち
な
み
に
『
碧
巌
録
』
第
八
〇
則
・
頌
評
唱
に
「
古
人
道
を
学
ぶ
に
、
養
い
て
這
裏
に
到
ら
ば
、
之
を
無
功
の
功
と
謂
う
。
嬰

児
と
一
般
な
り
。
眼
耳
鼻
舌
身
意
有
り
と
雖
も
、
而
も
六
塵
を
分
別
す
る
能
わ
ず
。
蓋
し
功
用
無
き
な
り
。
既
に
這
般
の
田
地
に

到
ら
ば
、
便
乃
ち
降
龍
伏
虎
し
、
坐
脱
立
亡
す
（
古
人
学
道
、
養
到
這
裏
、
謂
之
無
功
之
功
。
与
嬰
児
一
般
、
雖
有
眼
耳
鼻
舌
身
意
、
而
不
能
分

別
六
塵
。
蓋
無
功
用
也
。
既
到
這
般
田
地
、
便
乃
降
龍
伏
虎
、
坐
脱
立
亡
）」（T

48-207a

）
と
の
似
た
表
現
が
見
ら
れ
る
。

（　

）
一
箇
半
箇
＝
【
１
】「
示
華
厳
首
座
」（
ｄ
）
注
（
18
）
参
照
。
用
例
と
し
て
は
、『
碧
巌
録
』
第
二
則
・
本
則
著
語
に
、「
敗
也
。

也
有
一
箇
半
箇
」（T
48-141c

）
と
あ
り
、
末
木
訳
は
「
一
人
ぐ
ら
い
は
」（
㊤p.51

）
と
し
、「『
一
箇
半
箇
』
は
め
っ
た
に
い
な
い
し
た

た
か
者
」（
㊤p.52

）
と
注
す
る
。『
心
要
』
中
に
六
箇
所
に
出
る
。
ま
た
、『
碧
巌
録
』
に
も
一
六
箇
所
と
頻
出
し
、
圜
悟
が
好
ん
で

使
っ
た
句
と
言
え
よ
う
。

（　

）
建
立
宗
風
＝
自
分
の
宗
風
を
確
立
す
る
こ
と
。「
宗
風
」
は
、「
一
宗
の
家
風
。
家
風
。
禅
風
」（『
禅
学
』p.493

）。

（　

）
高
行
＝
高
尚
な
行
い
。（『
漢
語
』
第
一
二
冊
・p.933

）

（　

）
一
言
半
句
＝
少
し
ば
か
り
の
言
葉
。『
中
日
』「
一
…
半
…
」
条
に
「
意
味
が
同
じ
、
ま
た
は
近
い
二
つ
の
名
詞
を
…
の
部
分
に

当
て
は
め
て
、『
少
し
ば
か
り
の
』
の
意
味
を
表
す
」（p.2193

）
と
あ
る
。『
碧
巌
録
』
第
八
則
・
頌
評
唱
に
、「
雪
竇
著
一
言
半
句
、

20212223
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如
金
剛
王
宝
剣
、
如
踞
地
獅
子
、
如
撃
石
火
、
似
閃
電
光
」（T

48-148c

）
と
あ
る
。

（　

）
接
引
入
理
之
門
＝
衆
生
を
導
き
、
悟
入
さ
せ
る
入
口
。「
接
引
」
は
、【
３
】「
示
圓
首
座
」（
ｃ
）
注
（
８
）
参
照
。「
入
理
」
は

『
禅
学
』
に
「
甚
深
微
妙
の
真
理
に
悟
入
す
る
こ
と
」（p.987

）
と
あ
る
。

（　

）
敲
門
瓦
子
＝
悟
入
す
る
為
の
手
段
。『
中
国
語
』「
敲
門
」
条
に
、「
敲
門
磚
」
を
解
説
し
て
、「
門
を
た
た
く
た
め
の
れ
ん
が
。

転
じ
て
、
出
世
の
た
め
の
て
づ
る
、
手
段
、
つ
て
、
コ
ネ
。
名
利
を
得
る
手
段
」（p.2434

）
と
あ
る
。『
無
門
関
』「
自
序
」
に
「
衲

子
の
請
益
す
る
に
因
み
、
遂
に
古
人
の
公
案
を
将も

っ

て
敲
門
の
瓦
子
と
作
し
、
機
に
随
っ
て
学
者
を
引
導
す
（
因
衲
子
請
益
、
遂
将
古
人

公
案
、
作
敲
門
瓦
子
、
随
機
引
導
学
者
）」（T

48-292b

）
と
あ
り
、
筑
摩
本
で
は
、「
真
理
の
門
戸
を
敲
い
て
開
く
瓦
に
も
等
し
い
の
が
公

案
で
あ
る
の
意
。
門
を
開
け
た
ら
瓦
に
も
は
や
用
は
な
い
の
で
あ
る
」（p.10

）
と
注
し
て
い
る
。

（　

）
體
裁
力
用
＝
「
体
栽
」
は
、
一
般
的
に
詩
文
の
法
式
・
表
現
方
法
（『
中
日
』p.1667

・『
漢
語
』
第
十
二
冊
・p.417

）
と
い
う
意
味
。
こ
こ

は
「
手
段
」
の
意
味
。『
大
慧
語
録
』
巻
三
〇
に
、「
尊
宿
為
人
体
裁
也
」（T

47-942b

）
と
あ
る
の
が
同
じ
意
味
。
筑
摩
本
『
大
慧
書
』

で
は
、「
学
人
接
得
の
や
り
方
で
す
」（p.236
）
と
訳
す
。「
力
用
」
は
「
作
用
。
機
能
。
活
動
。
は
た
ら
き
」（『
中
村
』p.1418

）。『
心

要
』
中
に
八
箇
所
出
る
。

（　

）
後
昆
＝
『
禅
学
』
に
「
の
ち
の
世
。
ま
た
子
孫
」（p.310

）
と
あ
る
。
こ
こ
以
外
に
同
語
が
『
心
要
』
に
二
箇
所
、『
円
悟
語
録
』

に
一
箇
所
見
え
る
。
そ
の
他
、『
虚
堂
録
』
巻
三
に
「
垂
範
後
昆
」（T

47-1011b

）
な
ど
と
あ
る
。

（　

）
追
復
古
風
＝
古
風
を
追
い
求
め
る
。「
追
復
」
は
、
も
と
に
も
ど
る
。
も
と
ど
お
り
に
な
る
こ
と
（『
漢
語
』
第
一
〇
冊
・p.788

）。「
古

風
」
は
、『
碧
巌
録
』
第
二
〇
則
・
頌
に
「
龍
牙
山
裏
龍
無
眼
、
死
水
何
曽
振
古
風
」（T

48-161a

）
と
あ
る
の
を
、
末
木
訳
で
は
、

「
古
え
の
禅
風
」（
㊤p.346

）
と
訳
し
て
い
る
。
本
句
の
近
似
し
た
用
例
と
し
て
、『
明
覚
禅
師
語
録
』
に
、「
南
北
東
西
追
古
風
、
時

有
其
人
継
其
後
」（T

47-678c

）
と
あ
る
。

（　

）
苟
利
＝
【
１
】「
示
華
厳
首
座
」（
ｄ
）
注
（
25
）
参
照
。
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（　

）
祝
＝
「
祈
る
」（『
中
日
』p.2187

）
の
意
味
。

（
ｅ
）
馬）

1
（

祖）
2
（

昔
歸
郷
、
以
簸

）
3
（

箕
之
譏
畏
難
行
道
。
因
再
出
峽
縁

）
4
（

會
江
西
。
大

）
6
）（
5
（

隋
昔
歸
郷
、
先
於
龍

）
7
（

懷
路

）
8
（

口
三
載
茶
湯
結
衆

縁
、
遂
隱
於
木
菴
、
道
行
於
蜀
。
香

）
（1
）（
9
（

林
昔
歸
郷
、
潛
神
隱
照
、
於
水
晶
宮
。
成

）
（（
（四

十
年
一
片
事
。
撥

）
（1
（

正
智

）
（1
（

門
老
祚
、
尋
出

雪
）
（1
（

竇
、
大
雲
門
正
宗
。
或
留
再
出
、
皆
以
縁
斷
。
今
既
萬
里

）
（1
（

西
歸
。
但
存
行
脚
本

）
（1
（

志
、
亦
不
必
拘
去

）
（1
（

留
也
。

＊

馬
祖
、
昔
、
郷
に
歸
り
、
簸
箕
の
譏
を
以
て
道
を
行
じ
難
き
こ
と
を
畏
る
。
因
り
て
再
び
峽
を
出
て
江
西
に
縁め

ぐ
り
あ會
え
り
。
大

隋
、
昔
し
郷
に
歸
り
、
先
ず
龍
懷
の
路
口
に
於
い
て
三
載
茶
湯
も
て
衆
縁
を
結
び
、
遂
に
木
菴
に
隱
れ
て
道
、
蜀
に
行
わ
る
。

香
林
、
昔
、
郷
に
歸
り
、
神
を
潛
め
照
を
隱
し
て
、
水
晶
宮
に
於
い
て
、
四
十
年
、
一
片
の
事
を
成
ず
。
智
門
老
祚
を
撥
正

し
、
尋つ

い
で
雪
竇
を
出
し
、
雲
門
の
正
宗
を
大
い
に
す
。
或
い
は
留
ま
り
再
び
出
づ
る
は
、
皆
な
縁
を
以
て
斷さ

だ

む
。
今
、
既
に

萬
里
に
西
歸
せ
ん
と
す
。
但も

し
行
脚
の
本
志
を
存
せ
ば
、
亦
た
必
ず
し
も
去
留
に
拘
わ
ら
ざ
る
な
り
。

＊

馬
祖
〔
道
一
〕
は
、
昔
、
故
郷
〔
の
蜀
〕
に
帰
っ
た
時
、〔
そ
こ
で
、
一
人
の
お
婆
さ
ん
に
〕
簸み箕
〔
作
り
の
馬
氏
の
小こ

倅せ
が
れ

だ
〕
と
譏そ

し

ら
れ
た
こ
と
で
、〔
故
郷
で
は
〕
仏お

し
え道
が
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
懸
念
し
た
。
そ
の
為
、
再
び
蜀
峡
を
出
て
、〔
教
え

を
〕
江
西
に
〔
広
め
る
機
会
に
〕
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
が
で
き
た
。
大
隋
〔
法
真
〕
は
、
昔
、〔
福
州
大
安
の
も
と
で
嗣
法
し
た

後
〕、
故
郷
〔
の
蜀
〕
に
帰
っ
て
、
最
初
に
龍
懐
寺
の
入
り
口
に
お
い
て
三
年
間
、
茶
湯
〔
を
振
る
舞
う
こ
と
〕
で
教
化
を
行

い
、
結
局
、
木
禅
庵
に
山
居
し
て
、〔
大
隋
の
〕
法お

し
え

は
蜀
に
お
い
て
〔
盛
ん
に
〕
行
わ
れ
た
。〔
ま
た
〕
香
林
〔
澄
遠
〕
は
、

昔
、
故
郷
〔
の
蜀
に
〕
に
帰
っ
て
〔
青
城
香
林
院
に
住
し
て
〕、
す
ぐ
れ
た
心
の
は
た
ら
き
を
潜か

く隠
し
、
水
晶
宮
で
、
四
十
年

30
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か
か
っ
て
〔
悟
り
と
〕
一
つ
に
な
っ
た
。〔
そ
う
し
て
〕
智
門
光
祚
を
正
し
く
教
化
し
、
引
き
続
き
〔
智
門
は
弟
子
の
〕
雪
竇

〔
重
顕
〕
を
世
に
出
し
て
、
雲
門
宗
を
盛
ん
に
し
た
。〔
こ
の
よ
う
に
、
故
郷
に
〕
留
ま
っ
た
り
再
び
出
で
〔
去
っ
〕
た
り
と
い

う
の
は
、
全
て
縁
に
よ
っ
て
決
ま
る
の
で
あ
る
。
今
、〔
お
前
は
、
私
の
も
と
で
の
修
行
に
一
区
切
り
を
つ
け
て
〕
遥
か
西
の

彼
方
〔
の
故
郷
〕
に
帰
ろ
う
と
し
て
い
る
。
も
し
行
脚
〔
僧
と
し
て
〕
の
本
来
の
志
が
あ
る
の
な
ら
ば
、〔
郷
里
を
〕
去
ろ
う

と
留
ま
ろ
う
と
必
ず
し
も
関
係
な
い
の
で
あ
る
。

《
語
注
》

（　

）
馬
祖
昔
歸
郷
、
以
簸
箕
之
譏
畏
難
行
道
。
因
再
出
峽
緣
會
江
西
＝
有
名
な
因
縁
で
あ
る
が
、『
五
家
正
宗
賛
』
以
前
に
は
見
ら
れ

な
い
。「
南
岳
に
得
法
し
、
後
に
蜀
郷
に
帰
る
。
人
、
喧
し
く
之
を
迎
う
。
渓
辺
の
婆
子
云
く
、『
将は

た
何
の
奇
特
有
ら
ん
と
謂お

も

う

に
、
元
と
是
れ
馬
簸
箕
家
の
小
子
な
り
』
と
。
師
、
遂
に
曰
く
、『
君
に
勧
む
、
郷
に
還
る
こ
と
莫
か
れ
と
。
郷
に
還
れ
ば
道
成
ら

ず
。
渓
辺
の
老
婆
子
、
我
が
旧
時
の
名
を
喚
ぶ
』
と
。
再
び
江
西
に
返
る
（
得
法
南
岳
、
後
帰
蜀
郷
。
人
喧
迎
之
。
渓
辺
婆
子
云
、
将
謂
有

何
奇
特
。
元
是
馬
簸
箕
家
小
子
。
師
遂
曰
、
勧
君
莫
還
郷
。
還
郷
道
不
成
。
渓
辺
老
婆
子
、
喚
我
旧
時
名
。
再
返
江
西
）」（
巻
一
・Z135-454b

）。『
助
桀
』

で
は
、
上
記
引
用
の
中
に
見
え
る
「
勧
君
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、「『
君
』
は
、
泛
く
諸
人
を
指
す
（
君
者
泛
指
諸
人
）」（p.76

）
と

注
す
る
。
ま
た
同
じ
く
引
用
部
の
中
に
見
え
る
「
師
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、「
永
平
の
道
元
に
異
説
有
り
」
と
、『
正
法
眼
蔵
』

に
「
南
岳
ニ
参
侍
ス
ル
コ
ト
十
余
載
ナ
リ
。
ア
ル
ト
キ
郷
里
ニ
カ
ヘ
ラ
ン
ト
シ
テ
、
半
路
ニ
イ
タ
ル
。
半
路
ヨ
リ
カ
ヘ
リ
テ
焼
香

礼
拝
ス
ル
ニ
、
南
嶽
チ
ナ
ミ
ニ
偈
ヲ
ツ
ク
リ
テ
、
馬
祖
ニ
タ
マ
フ
ニ
イ
ハ
ク
、
君
ニ
勧
ム
郷
ニ
帰
ル
莫
レ
。
郷
ニ
帰
レ
バ
道
行
ハ

レ
ズ
。
並
舍
ノ
老
婆
子
、
汝
ガ
旧
時
ノ
名
ヲ
説
カ
ン
。
コ
ノ
法
語
ヲ
タ
マ
フ
ニ
、
馬
祖
ウ
ヤ
マ
ヒ
タ
マ
ハ
リ
テ
、
チ
カ
ヒ
テ
イ
ハ

ク
、
ワ
レ
先
生
ニ
モ
漢
州
ニ
ム
カ
ハ
ザ
ラ
ン
ト
」（T

82-142a-b

）
と
あ
る
の
を
引
き
、「
師
」
を
南
嶽
懐
譲
（
六
七
七
〜
七
四
四
）
と
す

る
道
元
の
理
解
を
載
せ
る
。「
縁
会
」
に
つ
い
て
は
、
入
矢
『
伝
燈
録
』
四
（p.146
）
参
照
。

1
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（　

）
馬
祖
＝
馬
祖
道
一
（
七
〇
九
〜
七
八
八
）
の
こ
と
。『
祖
堂
集
』
巻
一
四
・『
宋
高
僧
伝
』
巻
一
〇
・『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
六
等
に
立

伝
さ
れ
る
。
ま
た
僧
伝
以
外
に
、
馬
祖
の
伝
を
知
る
資
料
と
し
て
は
、
門
人
権
徳
輿
撰
の
「
唐
故
洪
州
開
元
寺
石
門
道
一
禅
師
塔

銘
并
序
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る
と
馬
祖
は
漢
州
什
邡
の
人
。
俗
姓
は
馬
氏
。
始
め
資
州
処
寂
和
尚
の
下
で
落
髪
出
家

し
、
渝
州
円
律
師
よ
り
具
足
戒
を
授
か
る
。
開
元
年
間
に
衡
岳
伝
法
院
の
南
岳
懐
讓
に
参
じ
、
見
性
・
心
印
を
得
る
。
そ
の
後
、

建
陽
仏
迹
嶺
を
始
め
、
龔
公
山
等
に
住
し
、
鐘
陵
（
江
西
省
）
開
元
寺
に
住
し
て
、
僧
俗
を
接
化
し
た
。
貞
元
四
年
、
石
門
山
宝
峰

寺
に
て
示
寂
。
元
和
年
間
、
憲
宗
よ
り
「
大
寂
禅
師
」
と
追
諡
さ
れ
た
。
湖
南
の
石
頭
希
遷
と
並
び
、
彼
の
活
動
地
域
か
ら
「
江

西
の
馬
祖
と
」
称
せ
ら
れ
、
宗
風
を
大
い
に
擧
揚
し
た
結
果
、
百
丈
懐
海
（
七
四
九
〜
八
一
四
）
を
始
め
、
興
善
惟
寛
（
七
五
五
〜
八
一

七
）・
章
敬
懐
暉
（
七
五
四
〜
八
一
七
）・
南
泉
普
願
（
七
四
八
〜
八
三
四
）・
西
堂
智
蔵
（
七
三
五
〜
八
一
四
）
等
を
代
表
と
し
て
多
数
優
れ

た
禅
者
を
輩
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
語
録
と
し
て
『
江
西
馬
祖
道
一
禅
師
語
録
』
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

（　

）
簸
箕
＝
穀
物
に
混
じ
っ
て
い
る
ご
み
や
籾
殻
を
分
け
る
「
み
」
の
こ
と
（『
漢
語
』
第
八
冊
・p.1261

、『
大
漢
和
』
八
巻
・p.862

）。
用
例
と

し
て
は
、『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
一
「
大
随
法
真
」
条
に
、「
問
う
、『
如
何
な
る
か
是
れ
和
尚
の
家
風
』
と
。
師
云
く
、『
赤
土
に

簸
箕
を
画
く
』
と
。
僧
云
く
、『
如
何
な
る
か
是
れ
赤
土
に
簸
箕
を
画
く
』
と
。
師
云
く
、『
簸
箕
に
唇
有
り
、
米
跳
び
出
だ
さ
ず
』

と
（
問
如
何
是
和
尚
家
風
。
師
云
、
赤
土
画
簸
箕
。
僧
云
、
如
何
是
赤
土
画
簸
箕
。
師
云
、
簸
箕
有
脣
、
米
不
跳
出
）」（T

51-286b

）
と
あ
る
の
が
挙

げ
ら
れ
る
。
本
話
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
入
矢
義
高
監
修
『
景
徳
伝
燈
録�

四
』（
禅
文
化
研
究
所
・1997

）
が
参
照
で
き
、
簸
箕
を
そ
の

形
状
か
ら
、
口
に
譬
え
る
と
解
し
て
い
る
（p.261

〜262

）。

（　

）
縁
會
＝
過
去
の
因
縁
に
よ
っ
て
、
現
在
に
出
会
う
こ
と
（『
漢
語
』
第
九
冊p.959

）。

（　

）
大
隋
昔
歸
郷
、
先
於
龍
懷
路
口
三
載
茶
湯
結
衆
縁
、
遂
隱
於
木
菴
、
道
行
於
蜀
＝
『
五
燈
会
元
』
巻
四
「
益
州
大
随
法
真
禅
師
」

条
に
出
る
、
福
州
大
安
（
七
九
三
〜
八
八
三
）
よ
り
認
め
ら
れ
た
後
の
帰
郷
の
話
。「
爾
の
後
、
蜀
に
還
り
、
錫
を
天
彭
堋
口
山
の
龍

懐
寺
に
寄
せ
、
路
旁
に
於
い
て
茶
を
煎
り
て
、
普
く
施
す
こ
と
三
年
、
後
え
の
山
に
往
く
に
因
み
、
一
の
古
院
を
見
る
。
大
隋
と
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号
す
。
群
峰
矗
え
秀
で
、
澗
水
清
く
冷
な
り
。
中
に
一
樹
有
り
、
圍
り
四
丈
余
り
。
南
に
一
門
を
開
き
、
中
空
に
し
て
無
礙
な
り
。

斤
斧
を
仮
ら
ず
、
自
然
の
一
庵
な
り
。
時
に
自
ら
木
禅
庵
と
為
す
。
師
、
乃
ち
之
れ
に
居
る
こ
と
十
余
載
。
影
、
山
を
出
ざ
る
も
、

声
、
外
に
聞
こ
ゆ
。
四
方
の
玄
学
、
千
里
よ
り
風
に
趨
る
（
爾
後
還
蜀
、
寄
錫
天
彭
堋
口
山
龍
懐
寺
、
於
路
旁
煎
茶
普
施
三
年
。
因
往
後
山
、

見
一
古
院
。
号
大
隨
。
群
峰
矗
秀
、
澗
水
清
冷
。
中
有
一
樹
、
圍
四
丈
余
。
南
開
一
門
、
中
空
無
礙
。
不
仮
斤
斧
、
自
然
一
庵
。
時
自
為
木
禅
庵
。
師
乃

居
之
十
余
載
。
影
不
出
山
、
声
聞
于
外
。
四
方
玄
学
、
千
里
趨
風
）」（Z138-76c

）
と
出
る
。

（　

）
大
隋
＝
大
隋
法
真
（
八
三
四
〜
九
一
九
）
の
こ
と
。
字
の
表
記
を
「
大
隨
」
に
作
る
場
合
も
あ
る
。『
祖
堂
集
』
巻
一
九
・『
景
徳
伝

燈
録
』
巻
一
一
・『
五
燈
会
元
』
巻
四
な
ど
に
立
伝
さ
れ
る
。
四
川
省
塩
亭
県
出
身
。
俗
姓
は
王
氏
。
慧
義
寺
に
て
出
家
後
、
薬
山

惟
儼
（
七
四
五
〜
八
二
八
）・
道
吾
円
智
（
七
六
九
〜
八
三
五
）・
洞
山
良
价
（
八
〇
六
〜
八
六
九
）
に
歴
参
し
た
後
、
福
州
（
長
慶
）
大
安
よ

り
嗣
法
す
る
。
嗣
法
後
、
蜀
に
帰
り
、
天
彭
堋
口
山
の
龍
懐
寺
、
大
随
山
木
禅
庵
に
住
す
る
こ
と
十
余
年
、
修
行
者
を
大
い
に
接

化
し
た
。
遷
化
前
年
、
法
真
の
高
徳
を
聞
い
た
前
蜀
の
後
主
（
王
衍
・
九
〇
一
〜
九
二
六
）
よ
り
、
紫
衣
・
寺
額
、
並
び
に
「
神
照
大

師
」
と
い
う
号
の
下
賜
の
勅
命
を
受
け
た
が
、
度
々
辞
退
し
た
。
前
蜀
の
乾
徳
元
年
七
月
十
五
日
に
坐
化
。
世
寿
八
六
、
法
蠟
六

六
。
西
蜀
沙
門
元
徳
に
よ
っ
て
編
せ
ら
れ
た
『
大
隋
開
山
神
照
禅
師
語
録
』（『
古
尊
宿
語
録
』
巻
三
五
・Z118-310a

〜c

）
が
残
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
末
尾
に
『
大
隋
開
山
神
照
禅
師
行
状
』
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（　

）
龍
懷
＝
龍
懐
寺
の
こ
と
。『
続
高
僧
伝
』
巻
二
〇
「
習
禅
編
」
の
釈
恵
寛
伝
に
、「
龍
懐
寺
の
会
師
」
が
恵
寛
の
父
を
尋
ね
、
出

家
を
勧
め
る
出
家
因
縁
話
が
載
せ
ら
れ
る
（T

50-600b

〜c
）。
益
州
は
蜀
地
で
あ
り
、
恵
寛
の
そ
の
後
の
会
師
の
も
と
で
の
修
行
や

益
州
各
地
で
の
活
動
を
見
て
も
、
龍
懐
寺
は
蜀
地
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
法
真
が
住
し
た
龍
懐
寺
と
同
寺
で
あ

る
可
能
性
は
あ
る
が
、
同
寺
で
あ
る
と
の
確
証
は
な
い
。

（　

）
路
口
＝
辻
の
入
り
口
（『
大
漢
和
』
巻
一
〇
・p.917

）。『
漢
語
』
に
は
、「
路
的
一
端
。
亦
指
道
路
会
合
的
地
方
」（
第
一
〇
冊
・p.473

）
と

あ
る
。
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（　

）
香
林
昔
歸
郷
…
尋
出
雪
竇
、
大
雲
門
正
宗
＝
香
林
澄
遠
（
九
〇
七
〜
九
八
七
）
と
智
門
光
祚
（
不
詳
）
の
故
事
。
両
名
の
伝
記
・
行

履
は
『
景
徳
伝
燈
録
』
等
に
立
伝
さ
れ
る
が
、
本
箇
所
は
『
碧
厳
録
』
第
一
七
則
・
本
則
評
唱
に
、「
香
林
、
後
に
蜀
に
帰
る
。
初

め
導
江
の
水
晶
宮
に
住
し
、
後
に
青
城
の
香
林
に
住
す
。
智
門
の
祚
和
尚
は
、
本
と
浙
の
人
な
り
。
盛
ん
に
香
林
の
道
化
す
る
を

聞
い
て
、
特
に
来
た
り
て
蜀
に
入
り
参
礼
す
。
祚
は
乃
ち
雪
竇
の
師
な
り
。
雲
門
は
人
に
接
す
る
こ
と
無
数
な
り
と
雖
も
、
当
代

に
道
行
わ
る
る
者
、
只
だ
香
林
の
一
派
の
み
最
も
盛
ん
な
り
。〔
四
〕
川
に
帰
っ
て
院
に
住
す
る
こ
と
四
十
年
、
八
十
歲
に
し
て
方ま

さ

に
遷
化
す
。
嘗
て
云
く
、『
我
れ
四
十
年
に
し
て
、
方は

じ

め
て
打
成
一
片
す
』
と
（
香
林
後
帰
蜀
。
初
住
導
江
水
晶
宮
、
後
住
青
城
香
林
。
智

門
祚
和
尚
、
本
浙
人
。
盛
聞
香
林
道
化
、
特
来
入
蜀
参
礼
。
祚
乃
雪
竇
師
也
。
雲
門
雖
接
人
無
数
、
当
代
道
行
者
、
只
香
林
一
派
最
盛
。
帰
川
住
院
四
十

年
、
八
十
歲
方
遷
化
。
嘗
云
、
我
四
十
年
、
方
打
成
一
片
）」（T

48-157b

）
と
あ
る
。

（　

）
香
林
＝
香
林
澄
遠
（
九
〇
八
〜
九
八
七
）
の
こ
と
。『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
三
、『
聯
燈
会
要
』
巻
二
六
、『
五
燈
会
元
』
巻
一
五
等

に
立
伝
さ
れ
る
。
漢
州
綿
竹
の
人
で
、
俗
姓
は
上
官
氏
。
出
家
の
師
等
は
不
明
で
あ
る
が
、
雲
門
文
偃
（
八
四
六
〜
九
四
六
）
の
も
と

で
開
悟
。
蜀
地
の
導
江
県
天
王
院
、
青
城
香
林
院
に
歴
住
し
、
修
行
者
を
教
化
し
た
。
雍
煕
四
年
、
示
寂
。
弟
子
は
伝
に
よ
っ
て

挙
げ
ら
れ
る
名
が
違
う
が
、『
伝
法
正
宗
記
』
巻
八
で
は
、
諸
伝
が
そ
れ
ぞ
れ
に
記
載
す
る
永
康
軍
羅
漢
和
尚
・
復
州
崇
勝
光
祚
・

永
康
軍
青
城
香
林
信
禅
師
（T

51-761a

）
の
三
人
の
名
を
纏
め
て
挙
げ
る
。
ま
た
、『
五
家
正
宗
賛
』
に
は
、
水
晶
宮
に
お
い
て
、
大

随
法
真
と
同
じ
く
茶
湯
を
振
る
ま
う
記
述
が
あ
る
点
、
他
の
僧
伝
と
異
な
る
（Z135-97b

）。

（　

）
成
四
十
年
一
片
事
＝
四
十
年
で
一
体
と
な
っ
た
。
こ
の
語
は
香
林
が
臨
終
の
際
に
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
注
（
９
）（
10
）
に
挙

げ
た
『
碧
厳
録
』
や
『
五
燈
会
元
』（Z138-565a

）
で
は
、「
四
十
年
、
方
打
成
一
片
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
無
著
が
『
助
桀
』（p.729

）

に
お
い
て
指
摘
す
る
が
如
く
、『
聯
燈
会
要
』
巻
二
六
で
は
、「
師
、
示
寂
の
時
に
臨
ん
で
衆
に
示
し
て
云
く
、『
老
僧
四
十
年
来
、

打
得
し
て
一
片
と
成
る
こ
と
能
わ
ず
。
言
い
訖
わ
り
て
寂
を
告
ぐ
』
と
（
師
臨
示
寂
時
、
示
衆
云
、
老
僧
四
十
年
来
、
不
能
打
得
成
一
片
。

言
訖
告
寂
）」（Z136-870a

）
と
な
っ
て
い
る
。「
一
片
」
は
、
ひ
と
つ
づ
き
に
な
っ
て
い
る
も
の
（『
禅
学
』p.49

）。「
成
一
片
事
」
は
「
打
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成
一
片
」
の
こ
と
で
、「
一
つ
に
成
り
き
る
」
の
意
（『
禅
語
』p.283

・『
字
彙
』p.170

）。『
助
桀
』
に
は
、「
殊
に
知
ら
ず
、
你
、
但
だ
知

を
忘
じ
覚
を
忘
じ
、
見
を
絶
し
聞
を
絶
し
、
自
然
に
一
片
と
成
る
こ
と
を
。
却
っ
て
這
の
裡
に
就
い
て
縦
横
遊
戲
、
七
出
八
没
、

大
機
を
発
し
て
大
用
を
顕
す
。
則
ち
従
上
の
仏
の
若
く
祖
の
若
く
、
尽
大
地
人
と
、
赤
窮
性
命
、
総
に
這
の
漫
天
網
子
の
裡
に
在

り
了
わ
れ
り
（
殊
不
知
、
你
但
忘
知
忘
覚
絶
見
絶
聞
、
自
然
成
一
片
矣
。
却
就
這
裡
縦
横
遊
戲
、
七
出
八
没
、
発
大
機
顕
大
用
。
則
従
上
若
仏
若
祖
、

与
尽
大
地
人
、
赤
竆
性
命
総
在
這
漫
天
網
子
裡
了
也
）」
と
解
さ
れ
て
い
る
。

（　

）
撥
正
＝
正
し
く
治
め
る
こ
と
（『
漢
語
』
第
六
冊
・p.895

、『
大
漢
和
』
巻
五
・p.388

）。

（　

）
智
門
老
祚
＝
智
門
光
祚
（
生
没
年
不
詳
）
の
こ
と
。『
聯
燈
会
要
』
巻
二
七
、『
五
燈
会
元
』
巻
二
五
等
に
立
伝
。
香
林
澄
遠
の
威

名
を
聞
き
、
特
に
蜀
地
に
参
じ
、
嗣
法
す
る
。
後
、
随
州
（
湖
北
省
）
智
門
寺
に
住
し
て
、
大
衆
を
接
化
し
た
。
嗣
法
の
弟
子
に
は
、

雪
竇
重
顕
な
ど
が
い
る
。

（　

）
雪
竇
＝
雪
竇
重
顕
（
九
八
〇
〜
一
〇
五
二
）
の
こ
と
。『
聯
燈
会
要
』
巻
二
七
、『
五
燈
会
元
』
巻
一
五
等
に
立
伝
さ
れ
る
。
遂
州

（
四
川
省
）
生
ま
れ
、
俗
姓
は
李
氏
。
普
安
院
仁
銑
上
人
の
元
で
出
家
し
、
智
門
光
祚
に
参
じ
て
大
悟
す
る
。
光
祚
よ
り
得
法
し
た

後
、
翠
微
峰
、
明
州
（
浙
江
省
）
雪
竇
山
資
聖
寺
に
住
し
、
宗
旨
を
宣
揚
す
る
。
古
則
公
案
一
〇
〇
則
を
選
ん
で
頌
古
を
付
け
た

『
雪
竇
和
尚
百
則
頌
古
』
の
他
、『
祖
英
集
』・『
瀑
泉
集
』
等
、
多
く
の
書
を
撰
し
た
。
皇
祐
四
年
（
一
〇
五
二
）
示
寂
。「
明
覚
大
師
」

を
賜
号
さ
れ
る
。
嗣
法
の
弟
子
に
は
、
天
衣
義
懐
（
九
九
三
〜
一
〇
六
四
）
や
称
心
省
倧
（
不
詳
）
な
ど
が
い
る
。

（　

）
西
歸
＝
本
則
は
『
円
悟
語
録
』
で
は
「
送
円
首
座
西
帰
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
円
首
座
が
西
へ
帰
る
際
に
、
圜
悟
が
示

し
た
法
語
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
円
首
座
の
行
状
が
詳
ら
か
で
な
い
た
め
、「
西
」
が
具
体
的
に
ど
の
地
を
指
す
か
不
明
で
あ
る

が
、
馬
祖
・
大
隋
・
香
林
・
智
門
、
い
ず
れ
も
蜀
地
に
関
係
の
あ
る
人
物
を
引
く
こ
と
か
ら
、「
西
」
は
蜀
地
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

（　

）
本
志
＝
『
禅
学
』
に
は
「
も
と
の
志
。
素
志
」（p.1162

）
と
あ
る
。『
虚
堂
録
』
巻
四
「
霊
隠
立
僧
普
説
」
に
、
慈
明
が
汾
陽
の

元
で
大
悟
す
る
話
の
中
で
、「
恐
ら
く
は
出
家
の
本
志
を
失
せ
ん
こ
と
を
。
望
む
ら
く
は
和
尚
の
慈
悲
を
（
恐
失
出
家
本
志
。
望
和
尚
慈
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悲
）」（T

47-1017a

）
と
あ
る
の
が
用
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。『
犂
耕
』
で
は
、「
生
死
の
大
事
を
明
む
る
を
以
て
、
出
家
の
本
志
と

為
す
な
り
（
以
明
出
家
大
事
、
為
出
家
本
志
也
）」（p.512

）
と
注
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

（　

）
去
留
＝
去
る
こ
と
と
止
ま
る
こ
と
。『
漢
語
』
に
は
、「
離
去
或
留
下
」（
第
二
冊
・p.834

）
と
あ
る
。

（
ｆ
）
慈

）
1
（

明
昔
辭
汾

）
2
（

陽
。
祝
云
、
修

）
3
（造

自
有
人
。
且
與
佛
法
為
主
。
自
爾
五
據

）
4
（

大
刹
、
不

）
5
（動

一
椽
、
唯
提

）
6
（

振
臨
際
正

）
7
（

宗
。
遂

得
楊

）
8
（

岐
黄

）
9
（

龍
翠

）
（1
（

巖
三
大
士
而
子
孫
徧
寰

）
（（
（

海
。
果
不
辜
所
付
授
。
蓋
古
人
擇
可
以
荷

）
（1
（

擔
之
士
、
不
輕
如
此
。
信
嚴

）
（1
（

飾
壯
麗
梵

）
（1
（

苑
、

未
足
以
奇
佛
法
也
。

＊

慈
明
、
昔
、
汾
陽
を
辭
す
。
祝
し
て
云
く
、「
修
造
は
自

お
の
ず
から
人
有
り
。
且
く
佛
法
の
與た

め

に
主
と
為
れ
」
と
。
爾そ

れ
自よ

り
五
た
び

大
刹
に
據
る
も
、
一
椽
を
動
か
さ
ず
、
唯
だ
臨
際
の
正
宗
を
提
振
す
る
の
み
。
遂
に
楊
岐
・
黄
龍
・
翠
巖
の
三
大
士
を
得
て
、

子
孫
、
寰
海
に
徧
し
。
果
た
し
て
付
授
す
る
所
に
辜そ

む

か
ず
。
蓋
し
古
人
、
以
て
荷
擔
す
可
き
の
士
を
擇
ぶ
に
、
輕
ん
ぜ
ざ
る
こ

と
此
く
の
如
し
。
信ま

こ
と

に
嚴
飾
し
て
梵
苑
を
壯
麗
に
す
る
は
、
未
だ
以
て
佛
法
を
奇
と
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

＊

そ
の
昔
、
慈
明
〔
石
霜
楚
円
〕
が
師
匠
で
あ
る
汾
陽
〔
善
昭
禅
師
の
も
と
〕
を
辞
去
す
る
と
き
、〔
汾
陽
禅
師
は
前
途
を
〕

祝
し
て
〔
こ
う
〕
言
っ
た
、「〔
寺
院
の
〕
建
築
修
理
は
自
ず
と
〔
そ
れ
な
り
の
〕
人
が
い
る
も
の
だ
。〔
お
前
は
〕
ひ
と
ま
ず

仏
法
〔
そ
の
も
の
〕
の
主
と
な
り
な
さ
い
」。
石
霜
は
そ
れ
か
ら
五
つ
の
寺
に
住
持
し
た
が
、〔
修
理
の
た
め
に
〕
椽た

る
き

一
本
動
か

す
こ
と
な
く
、
臨
済
の
正
し
い
宗お

し
え

を
振
る
い
起
こ
し
、
か
く
て
、
楊
岐
〔
方
会
〕・
黄
龍
〔
慧
南
〕・
翠
巌
〔
可
真
〕
と
い
う
三

17
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〔
人
の
〕
大
士
を
〔
法
嗣
に
〕
得
て
、〔
そ
の
〕
子
孫
は
天
下
に
満
ち
溢
れ
た
。
果
た
し
て
〔
汾
陽
の
〕
付
授
し
た
教
え
に
背
か

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
古
人
が
〔
仏
法
を
〕
担
う
べ
き
人
材
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
に
〔
そ
の
選
定

を
〕
軽
々
し
く
は
行
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
寺
院
を
壮
麗
に
飾
り
立
て
た
と
し
て
も
、
仏
法
の
素
晴
ら
し
さ
を
示
す

こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
だ
。

《
語
注
》

（　

）
慈
明
＝
石
霜
楚
円
（
九
八
六
〜
一
〇
三
九
・
嗣
汾
陽
善
昭
）。
臨
済
宗
。
全
州
（
広
西
省
）
の
人
。
俗
姓
は
李
氏
。
二
十
二
歳
で
湘
山

（
広
西
省
）
の
隠
静
寺
で
出
家
。
汾
陽
善
昭
に
参
じ
て
嗣
法
す
る
。
初
め
袁
州
（
江
西
省
）
南
源
山
広
利
禅
院
に
出
世
し
、
次
い
で
潭

州
（
湖
南
省
）
道
吾
山
・
石
霜
山
崇
勝
禅
院
、
南
岳
山
福
厳
禅
院
、
潭
州
興
化
禅
院
に
歴
住
す
る
。
宝
元
二
年
示
寂
。
世
寿
五
十
四
。

（　

）
汾
陽
＝
汾
陽
善
昭
（
九
四
八
〜
一
〇
二
四
）
の
こ
と
。『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
三
「
汾
州
善
昭
禅
師
」
条
（T

51-305a

）、『
聯
燈
会
要
』

巻
一
一
「
汾
陽
善
昭
禅
師
」
条
（Z136-620
〜622a

）、『
五
燈
会
元
』
巻
一
一
「
汾
州
太
子
院
善
昭
禅
師
」
条
（Z138-413a

〜415b

）
等

に
立
伝
さ
れ
る
。
太
原
の
出
身
。
俗
性
は
兪
氏
。
出
家
受
具
後
、
諸
方
を
歴
参
し
、
首
山
省
念
（
九
二
六
〜
九
九
三
）
の
元
に
到
っ
て

開
悟
し
、
嗣
法
す
る
。
汾
陽
（
山
西
省
汾
州
）
太
子
院
に
住
し
て
宗
風
を
振
る
っ
た
。
嗣
法
の
弟
子
と
し
て
は
、
石
霜
楚
円
（
九
八
六

〜
一
〇
三
九
）・
琅
邪
慧
覚
（
生
没
年
不
詳
）・
大
愚
守
芝
（
生
没
年
不
詳
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、『
汾
陽
無
徳
禅
師
語
録
』
が
残
さ
れ
て
い

る
。

（　

）
修
造
自
有
人
、
且
與
佛
法
為
主
＝
『
添
足
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
祝
文
は
諸
も
ろ
の
僧
伝
・
禅
録
に
は
載
せ
ら
れ
て
い

な
い
。

（　

）
五
據
大
刹
＝
『
添
足
』
に
は
、「
五
刹
は
、
南
源
山
広
利
寺
、
石
霜
山
崇
勝
寺
、
南
岳
荘
厳
寺
、
潭
州
道
吾
山
な
り
。
今
一
刹
未

だ
所
を
具
に
せ
ず
（
五
刹
者
、
南
源
山
広
利
寺
、
石
霜
山
崇
勝
寺
、
南
岳
荘
厳
寺
、
潭
州
道
吾
山
。
今
一
刹
未
具
所
）」
と
あ
る
が
、『
石
霜
楚
円

1234
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禅
師
語
録
』
巻
一
「
慈
明
禅
師
五
会
住
持
語
録
」（Z120-161b

〜186a

）
に
は
、
袁
州
南
源
山
広
利
寺
・
潭
州
道
吾
山
・
石
霜
山
崇
勝

禅
院
・
南
岳
山
福
厳
禅
院
・
潭
州
興
化
禅
院
に
於
け
る
説
法
を
記
録
し
て
お
り
、
残
り
の
一
刹
は
「
潭
州
興
化
禅
院
」
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

（　

）
不
動
一
椽
＝
「
椽
」
は
『
大
漢
和
』
に
「
た
る
き
。
棟
か
ら
檐
に
か
け
わ
た
す
材
。
一
説
に
、
ま
る
い
た
る
き
」（
巻
六
・p.422

）

と
あ
る
。

（　

）
提
振
＝
宗
旨
を
説
く
こ
と
。
ま
た
は
挙
揚
す
る
こ
と
。『
漢
語
』
に
は
、「
提
倡
、
提
導
」（
第
六
冊
・p.744

）
と
あ
り
、「
提
倡
」
項

（『
漢
語
』
同
前
）
に
は
、「
①
仏
教
禅
宗
説
法
時
唱
説
宗
要
之
称
。
②
提
導
、
鼓
励
」
と
あ
る
。
禅
録
で
の
用
例
は
少
な
い
が
、『
圜

悟
語
録
』
に
は
、
巻
一
六
に
「
古
人
各
お
の
一
隻
手
を
出
だ
し
て
綱
宗
を
提
振
す
（
古
人
各
出
一
隻
手
提
振
綱
宗
）」（T

47-789b

〜c

）
と

あ
る
な
ど
四
箇
所
に
出
る
。
ま
た
、『
心
要
』
で
は
本
箇
所
以
外
に
一
箇
所
、
巻
下
「
示
悟
侍
者
」
に
出
る
（Z120-782a

）。

（　

）
臨
際
正
宗
＝
「
臨
済
正
宗
」
の
こ
と
。
臨
済
の
正
し
い
教
え
。『
虚
堂
録
』
巻
一
「
若
し
臨
際
正
宗
を
扶
樹
せ
ん
と
要ほ

っ

っ
せ
ば
、

大
い
に
竹
を
接
ぎ
月
を
点
く
に
似
た
り
（
若
要
扶
樹
臨
際
正
宗
、
大
似
接
竹
点
月
）」（T

47-984b

）
と
あ
る
。
花
園
大
学
国
際
禅
学
研
究
所

『
圜
悟
心
要
』
研
究
会
「『
圜
悟
心
要
』
訳
注
（
二
）」（『
教
学
研
究
紀
要
』
第
一
二
号
・
二
〇
一
四
年
）
の
「
解
題
」
及
び
「
訳
注
」
に
そ
の

意
義
が
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
。

（　

）
楊
岐
＝
楊
岐
方
会
（
九
九
二
〜
一
〇
四
九
）。
石
霜
楚
円
の
法
嗣
。
臨
済
宗
楊
岐
派
の
祖
。『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
二
八
（Z137-276d

〜

277b

）『
嘉
泰
普
燈
録
』
巻
三
（Z137-34d

〜35d

）『
建
中
靖
国
続
燈
録
』
巻
七
（Z136-59a

〜d

）『
五
燈
会
元
』
巻
一
九
（Z138-361b

〜

362c

）
な
ど
を
参
照
。

（　

）
黄
龍
＝
黄
龍
慧
南
（
一
〇
〇
二
〜
一
〇
六
九
）。
臨
済
宗
黄
龍
派
の
祖
。
石
霜
楚
圓
の
法
嗣
で
、
楊
岐
派
の
祖
で
あ
る
楊
岐
法
会
（
九

九
二
〜
一
〇
四
九
）
の
法
兄
。
信
州
（
江
西
省
上
繞
）
玉
山
県
の
人
。
俗
姓
は
章
氏
。
十
一
歳
で
懐
玉
定
水
院
の
智
鑾
の
下
で
出
家
し
、

十
九
歳
で
受
具
す
る
。
初
め
雲
門
宗
の
泐
潭
懐
澄
に
参
じ
て
分
座
さ
れ
て
説
法
し
名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
の
、
や
が
て

56789
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臨
済
宗
の
雲
峰
文
悦
・
石
霜
楚
円
に
参
じ
、
三
十
五
歳
の
時
に
「
趙
州
勘
婆
」
の
話
を
聞
い
て
大
悟
し
て
、
石
霜
に
嗣
法
す
る
。

そ
の
後
、
諸
方
を
行
脚
し
、
同
安
院
で
開
堂
。
帰
宗
寺
に
移
っ
て
火
災
に
遭
い
、
罪
に
問
わ
れ
て
獄
に
流
さ
れ
る
も
、
や
が
て
許

さ
れ
て
黄
檗
に
退
居
す
る
。
次
い
で
黄
龍
山
に
移
り
、
そ
こ
で
大
い
に
宗
風
を
挙
げ
た
。
煕
寧
二
年
三
月
十
七
日
示
寂
。
世
寿
六

十
八
。
普
覚
禅
師
と
諡
さ
れ
た
。

（　

）
翠
巖
＝
翠
巌
に
住
し
た
雲
峰
文
悦
（
九
九
八
〜
一
〇
六
二
・
嗣
大
愚
守
芝
）
の
こ
と
。
黄
龍
慧
南
は
初
め
雲
門
宗
の
泐
潭
懐
澄
の
下
で

学
び
、
分
座
さ
れ
る
程
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
臨
済
宗
の
雲
峰
文
悦
の
指
示
で
石
霜
楚
円
に
参
じ
て
臨
済
宗
の
法
を
嗣
ぎ
、
黄
龍

派
の
祖
と
な
る
。
黄
龍
慧
南
の
伝
の
第
一
資
料
で
あ
る
、
覚
範
慧
洪
『
禅
林
僧
宝
伝
』
巻
二
二
「
黄
龍
南
禅
師
」
条
に
よ
れ
ば
、

以
下
の
通
り
。

�

　
　

�

南
昌
の
文
悦
、
之
（
慧
南
）
を
見
る
毎
に
、
帰
臥
し
て
歎
じ
て
曰
く
、「
南
は
有
道
の
器
な
り
。
惜
し
む
ら
く
は
、
未
だ
本
色

の
鉗
鎚
を
受
け
ざ
る
の
み
」
と
。
会
同
し
て
西
山
に
遊
び
、
夜
話
し
て
雲
門
の
法
道
に
及
ぶ
。
悦
曰
く
、「
澄
公
、
雲
門
の
後し

り
え

な
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
法
道
異
な
る
の
み
」
と
。
公
（
慧
南
）、
異
な
る
所
以
を
問
う
。
悦
曰
く
、「
雲
門
、
丹
砂
を
九
転
し

て
、
銕て

つ

を
点
じ
て
金
と
作
す
が
如
し
。
澄
公
は
薬や

く
こ
う
ぎ
ん

汞
銀
の
徒
ら
に
玩
ぶ
可
く
、
鍛
に
入
ら
ば
即
ち
流
れ
去
る
」
と
。
公
（
慧

南
）、
怒
り
て
枕
を
以
て
之
に
投
げ
る
。
明
日
、
悦
は
過
を
謝
す
。
又
た
曰
く
、「
雲
門
の
気
宇
は
王
の
如
し
。
甘
ん
じ
て
死

語
を
下
さ
ん
や
。
澄
公
に
法
有
れ
ど
も
、
人
に
受さ

ず

く
る
は
死
語
な
り
。
死
語
其
れ
能
く
人
を
活
す
る
や
」
と
。
即
ち
背
き
去

る
。
公
（
慧
南
）、
之
（
文
悦
）
を
挽
き
て
曰
く
、「
即も

し
是
の
如
く
な
ら
ば
、
誰
か
汝
の
意
に
可よ

き
者
な
ら
ん
」
と
。
悦
曰
く
、

「
石
霜
楚
圓
の
手
段
は
諸
方
に
出
づ
。
子
、
之
に
見ま

み

え
ん
と
欲
す
や
。
宜
し
く
後
る
べ
か
ら
ざ
れ
」
と
。
公
、
黙
計
し
て
曰
く
、

「
此
れ
行
脚
の
大
事
な
り
。
悦
は
翠
巌
を
師
と
し
、
而
も
我
を
し
て
石
霜
に
見
え
し
む
。
之
を
見
て
得
る
こ
と
有
れ
ど
も
、
悦

に
於
い
て
何
か
有
ら
ん
」
と
。
即
日
に
弁
装
す
。（
南
昌
文
悦
、
見
之
毎
帰
臥
歎
曰
、「
南
有
道
之
器
也
。
惜
未
受
本
色
鉗
鎚
耳
」。
会
同
游

西
山
、
夜
話
及
雲
門
法
道
。
悦
曰
、「
澄
公
雖
雲
門
之
後
、
然
法
道
異
耳
」。
公
問
所
以
異
。
悦
曰
、「
雲
門
如
九
転
丹
砂
、
点
銕
作
金
。
澄
公
薬
汞

10
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銀
徒
可
玩
、
入
鍛
即
流
去
」。
公
怒
以
枕
投
之
。
明
日
悦
謝
過
。
又
曰
、「
雲
門
気
宇
如
王
。
甘
死
語
下
乎
。
澄
公
有
法
、
受
人
死
語
也
。
死
語
其
能

活
人
哉
」。
即
背
去
。
公
挽
之
曰
、「
即
如
是
、
誰
可
汝
意
者
」。
悦
曰
、「
石
霜
楚
圓
手
段
出
諸
方
。
子
欲
見
之
。
不
宜
後
也
」。
公
黙
計
之
曰
、「
此

行
脚
大
事
也
。
悦
師
翠
巌
、
而
使
我
見
石
霜
。
見
之
有
得
、
於
悦
何
有
哉
」。
即
日
弁
装
。）（Z137-263c

）

�

ち
な
み
に
、
こ
の
黄
龍
慧
南
の
雲
門
宗
か
ら
臨
済
宗
へ
の
転
向
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
に
、
西
口
芳
男
「
黄
龍
慧
南
の
臨
済
宗
転

向
と
泐
潭
懐
澄
─
附
論
『
宗
門
摭
英
集
』
の
位
置
と
そ
の
資
料
的
価
値
─
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
号
・
一
九
九
〇
年
）
が
あ
る
。

（　

）
寰
海
＝
『
大
漢
和
』
に
、「
天
下
。
世
界
。
陸
と
海
と
を
い
う
」（
巻
三
・p.1110

）
と
あ
る
。
禅
録
で
の
用
例
と
し
て
は
、『
碧
厳
録
』

第
一
一
則
・
頌
に
「
凜
凜
た
る
孤
風
自
ら
誇
ら
ず
、
寰
海
に
端
居
し
て
龍
蛇
を
定
む
（
凜
凜
孤
風
不
自
誇
、
端
居
寰
海
定
龍
蛇
）」（T

48-

152b

）
と
あ
る
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（　

）
荷
擔
＝
に
な
う
こ
と
（『
中
村
』p.153

）。『
織
田
』
に
は
「
背
に
在
る
を
荷
と
云
い
、
肩
に
置
く
を
擔
と
云
う
」（p.193

）
と
あ
る
。

『
金
剛
経
』
に
「
若
し
人
有
り
て
能
く
受
持
読
誦
し
、
広
く
人
の
為
に
説
か
ば
、
如
来
は
悉
く
是
の
人
を
知
り
、
悉
く
是
の
人
を
見
、

皆
な
不
可
量
、
不
可
称
、
辺
有
る
こ
と
無
き
、
不
可
思
議
功
徳
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
ん
。
是
く
の
如
き
人
等
は
、
則
ち
如
来
の

阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
荷
擔
す
と
な
す
（
若
有
人
能
受
持
読
誦
、
広
為
人
説
、
如
来
悉
知
是
人
、
悉
見
是
人
、
皆
得
成
就
不
可
量
、
不
可
称
、

無
有
辺
、
不
可
思
議
功
徳
。
如
是
人
等
、
則
為
荷
擔
如
來
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
）」（T

8-750c

）
と
あ
る
よ
う
に
、
仏
法
の
大
事
を
担
う
こ
と
を

言
う
。
こ
の
『
金
剛
経
』
を
踏
ま
え
た
問
答
と
し
て
、『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
八
「
福
州
長
生
山
皎
然
」
条
に
「
雪
峰
師
に
問
う
、

『
経
を
持
す
る
者
は
能
く
如
来
を
荷
擔
す
。
作
麼
生
か
是
れ
如
来
を
荷
擔
す
』
と
。
師
乃
ち
雪
峰
を
捧
じ
て
、
禅
床
の
上
に
著お

く

（
雪
峰
問
師
。
持
経
者
能
荷
擔
如
来
。
作
麼
生
是
荷
擔
如
来
。
師
乃
捧
雪
峯
、
向
禅
床
上
著
）」（T

51-350a

）
と
あ
る
。
ま
た
禅
録
の
用
例
と
し
て

は
『
大
慧
語
録
』
巻
一
に
、「
正
法
眼
蔵
流
布
し
て
豈
に
今
日
に
到
ら
ん
や
。
這
裏
に
到
っ
て
須
く
是
れ
箇
の
『
諸
聖
を
求
め
ず
己

霊
を
重
ん
ぜ
ざ
る
』
底
の
出
格
の
道
人
に
し
て
、
方
め
て
能
く
此
れ
箇
の
大
事
を
荷
擔
す
べ
し
（
正
法
眼
蔵
流
布
豈
到
今
日
、
到
這
裏
須

是
箇
不
求
諸
聖
不
重
己
靈
底
出
格
道
人
、
方
能
荷
擔
此
箇
大
事
）」（T

47-813b

）
と
あ
る
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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（　

）
嚴
飾
＝
荘
厳
す
る
こ
と
、
飾
る
こ
と
（『
織
田
』p.581

、『
中
村
』p.432

）。

（　

）
梵
苑
＝
『
織
田
』
に
「
寺
院
の
別
名
な
り
。
清
浄
の
依
処
な
れ
ば
、
梵
苑
と
名
け
、
又
浄
行
者
の
住
処
な
れ
ば
梵
苑
と
名
く
」

（p.1642

）
と
あ
る
。『
左
觽
』（p.944

）
に
は
、『
釈
氏
要
覧
』
や
『
法
苑
珠
林
』
を
引
い
て
同
様
に
解
す
る
。

（
ｇ
）
佛

）
1
（

道
懸
曠
、
久
受
勤
苦
、
乃
可
得
成
。
祖
師
門
下
、
斷

）
2
（臂
立
雪
、
腰

）
3
（石
舂
碓
、
擔

）
4
（麥
推
車
、
事

）
5
（

園
作

）
6
（

飯
、
開

）
7
（田
疇
、

施
湯
茶
、
般

）
8
（

土
拽

）
9
（

磨
、
皆
抗
志

）
（1
（

絶
俗
、
自
強
不

）
（（
（

息
、
圖
成
功
業
者
、
乃
能
之
。
所
謂
未
有
一
法
從
嬾
墮

）
（1
（

懈
怠
中
生
。
既
以
、
至

難）
（1
（

至
險
、
人
所
不
能
達
者
、
尚
能
、
而
於
渉
世
應
酬
、
屈
節
俯

）
（1
（

仰
、
而
謂
不
能
。
此

）
（1
（不
為
、
非
不
能
也
。
當

）
（1
（

稍
按
下
雲
頭
、

自
）
（1
（警
自
策
、
庶
幾
方
便
門）

（1
（

寛
曠
。
不
亦
善
乎
。

＊

佛
道
は
懸
曠
に
し
て
、
久
し
く
勤
苦
受
け
て
、
乃
ち
成
ず
る
こ
と
を
得
べ
し
。
祖
師
門
下
、
臂
を
斷
ち
雪
に
立
ち
、
石
を
腰お

び

碓
を
舂つ

き
、
麥
を
擔
い
車
を
推
し
、
園
を
事
と
し
飯
を
作
り
、
田
疇
を
開
き
、
湯
茶
を
施
し
、
土
を
般
び
磨
を
拽
く
は
、
皆
な

志
を
抗か

か

げ
俗
を
絶
し
、
自
ら
強
め
て
息
ま
ず
。
功
業
を
成
さ
ん
こ
と
を
圖
る
者
は
乃
ち
之
を
能
く
す
。
所
謂
る
「
未
だ
一
法
と

し
て
嬾
墮
懈
怠
の
中
從
り
生
ず
る
も
の
あ
ら
ず
」
な
り
。
既
に
淵
源
に
洞
達
す
る
を
以
て
、
至
難
至
險
に
し
て
人
の
達
す
る
こ

と
能
わ
ざ
る
所
の
者
も
尚
お
能
く
す
る
も
、
世
を
渉
り
て
應
酬
屈
節
し
俯
仰
す
る
に
於
い
て
能
わ
ず
と
謂
う
は
、
此
れ
為
さ
ざ

る
な
り
、
能
わ
ざ
る
に
は
非
ざ
る
な
り
。
當
に
稍や

や

雲
頭
を
按
下
し
て
、
自
ら
警
し
自
ら
策
せ
ば
、
方
便
門
寛
曠
な
る
に
庶ち

か幾
か

ら
ん
。
亦
た
善
か
ら
ず
や
。

＊

〔『
法
華
経
』
に
あ
る
よ
う
に
、〕
仏
道
は
と
て
も
広
大
で
あ
り
、
長
い
間
の
刻
苦
を
経
て
こ
そ
、
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
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る
。
祖禅

宗師
の
門
下
で
は
、〔
慧
可
が
〕
雪
中
に
立
ち
続
け
て
臂
を
断
ち
切
っ
た
り
、
慧
能
が
腰
に
石
を
抱
い
て
米
を
つ
い
た
り
、

麦
を
担
い
だ
り
、〔
隠
峰
の
よ
う
に
〕
車
を
押
し
た
り
、〔
黄
檗
と
臨
済
、
洞
山
と
神
山
の
よ
う
に
〕
茶
園
を
造
作
し
た
り
、

〔
金
牛
和
尚
の
よ
う
に
〕
飯
を
炊
い
て
飯
器
を
担
い
だ
り
、〔
黄
檗
・
百
丈
惟
政
（
涅
槃
）・
洞
山
の
よ
う
に
〕
田
を
開
墾
し
た

り
、〔
大
随
の
よ
う
に
龍
懐
寺
の
路
口
で
〕
茶
湯
を
三
年
振
る
舞
っ
た
り
、〔
法
眼
の
よ
う
に
〕
土
を
運
ば
せ
た
り
、〔
南
泉
の

よ
う
に
〕
弟
子
に
臼
を
挽
か
せ
た
り
し
た
が
、〔
そ
れ
は
〕
皆
な
志
を
高
く
持
ち
、
俗
世
間
を
超
え
、
自
ら
勤
め
て
休
ま
ず
、

〔
悟
り
と
い
う
〕
功結

果業
を
成
し
と
げ
よ
う
と
し
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
〔
刻
苦
〕
出
来
る
の
で
あ
る
。〔『
慈
悲
道
場
懺
法
』
に
〕

い
わ
ゆ
る
「
な
に
一
つ
怠
け
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
も
の
は
な
い
」
で
あ
る
。
既
に
本
源
を
は
っ
き
り
悟
っ
て
、
極
め
て
困
難
で

人
に
で
き
な
い
こ
と
は
や
れ
る
の
に
、
世
間
に
出
て
応や

り
と
り酬
し
、
節
度
を
枉
げ
て
動
く
段
と
な
る
と
、「
で
き
な
い
」
と
い
う
の

は
、
た
だ
行
な
わ
な
い
だ
け
で
あ
っ
て
、
で
き
な
い
の
で
は
な
い
。
必
ず
や
少
し
格
調
を
落
と
し
て
、
自
ら
に
鞭
打
つ
な
ら

ば
、
お
そ
ら
く
方
便
の
門
戸
が
広
く
開
か
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
ん
と
良
い
こ
と
で
は
な
い
か
。

＊

《
語
注
》

（　

）
佛
道
懸
曠
久
受
勤
苦
乃
可
得
成
＝
『
法
華
経
』
巻
四
「
提
婆
達
多
品
」
に
、「
仏
道
は
懸
曠
に
し
て
、
無
量
劫
の
勤
苦
積
行
を
経

て
、
諸
度
を
修
す
る
こ
と
を
具
し
て
、
然
る
後
に
乃
ち
成
ず
（
仏
道
懸
曠
、
経
無
量
劫
勤
苦
積
行
、
具
修
諸
度
、
然
後
乃
成
）」（T

9-235c

）
と

あ
る
の
に
拠
る
。

（　

）
斷
臂
立
雪
＝
慧
可
が
達
磨
に
自
ら
の
求
法
心
の
篤
き
を
示
す
為
に
自
ら
臂
を
断
っ
た
、
所
謂
る
「
慧
可
断
臂
」
の
こ
と
。『
続
高

僧
伝
』
巻
一
六
に
「
賊
に
臂
を
斫
ら
る
る
に
遭
う
も
、
法
を
以
て
心
を
御
し
痛
苦
を
覚
え
ず
。
火
も
て
斫
処
を
燒
き
血
を
帛
裏
に

断
ち
、
乞
食
故も

と

の
如
く
、
曾
て
人
に
告
げ
ず
（
遭
賊
斫
臂
、
以
法
御
心
不
覚
痛
苦
。
火
燒
斫
処
、
血
断
帛
裏
、
乞
食
如
故
、
曾
不
告
人
）」（T

50-

552b

）
と
、
賊
に
腕
を
切
ら
れ
る
話
が
、『
伝
法
宝
紀
』
に
至
っ
て
「
大
師
当
時
従
容
と
し
て
謂
い
て
曰
く
、『
爾な

ん
じ
能
く
法
の
為
に
身

12
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命
を
捨
て
ん
や
』
と
。
恵
可
、
其
の
臂
を
断
ち
て
以
て
誠
懇
を
験し

め

す
（
大
師
當
時
従
容
謂
曰
、
爾
能
為
法
捨
身
命
不
。
恵
可
断
其
臂
以
験
誠

懇
）」
と
自
ら
腕
を
断
つ
話
に
改
変
さ
れ
る
。
そ
の
後
、『
菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
』
で
は
、「
恵
可
、
堂
前
に
立
つ
。
其
の
夜
雪

下ふ

り
て
恵
可
の
腰
に
至
る
も
、
恵
可
立
ち
て
処
を
移
さ
ず
。
達
摩
、
恵
可
に
語つ

げ
て
曰
く
、『
汝
何な

ん

為す
れ

ぞ
此こ

こ間
に
立
つ
や
』
と
。
恵

可
涕
涙
悲
泣
し
て
曰
く
、『
和
上
は
西
方
従
り
遠
来
し
て
此
こ
に
至
り
、
説
法
し
て
人
を
度
せ
ん
と
意お

も

う
。
恵
可
、
今
ま
躯
を
損
な

う
こ
と
を
憚
ら
ず
、
勝
法
を
求
め
ん
こ
と
を
志
す
。
唯
だ
和
上
の
大
慈
大
悲
を
願
う
の
み
』
と
。
達
摩
、
恵
可
に
語
げ
て
曰
く
、

『
我
、
求
法
の
人
を
見
る
に
、
咸
な
此
く
の
如
か
ら
ず
』
と
。
恵
可
遂
に
刀
を
取
り
て
自
ら
左
臂
を
断
ち
、
達
摩
の
前
に
置
く
。
達

摩
之
を
見
て
曰
く
、『
汝
可
な
り
』
と
（
恵
可
在
堂
前
立
、
其
夜
雪
下
至
恵
可
腰
、
恵
可
立
不
移
処
。
達
摩
語
恵
可
曰
、
汝
何
為
此
間
立
。
恵
可
涕

涙
悲
泣
曰
、
和
上
従
西
方
遠
來
至
此
。
意
説
法
度
人
。
恵
可
今
不
憚
損
躯
、
志
求
勝
法
。
唯
願
和
上
大
慈
大
悲
。
達
摩
語
恵
可
日
、
我
見
求
法
之
人
咸
不

如
此
。
惠
可
遂
取
刀
自
断
左
臂
、
置
達
摩
前
。
達
摩
見
之
日
、
汝
可
）」
と
慧
可
が
雪
中
に
立
ち
続
け
、
断
臂
後
に
達
磨
か
ら
「
可
」
の
名
を

付
せ
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
挿
入
さ
れ
る
。
以
後
、『
定
是
非
論
』
に
見
え
る
こ
の
話
は
、『
景
徳
伝
燈
録
』
等
の
諸
燈
史
書
に
受

け
継
が
れ
る
。

（　

）
腰
石
舂
碓
＝
慧
能
が
碓
房
に
お
い
て
石
を
腰
に
抱
き
、
米
つ
き
に
従
事
し
て
い
た
故
事
。
宗
宝
本
『
六
祖
壇
経
』
に
、「
祖
潜
か

に
碓
坊
に
至
り
て
、
能
の
石
を
腰お

び
米
を
舂う

す
づ
く
を
見
て
、
語
げ
て
曰
く
、『
求
道
の
人
、
法
の
為
に
躯
を
忘
る
る
こ
と
、
当
に
是
く

の
如
く
な
る
べ
し
』
と
。
乃
ち
問
う
て
曰
く
、『
米
は
熟
せ
る
や
』
と
。
恵
能
曰
く
、『
米
熟
す
る
こ
と
久
し
き
も
、
猶
お
篩
を
欠

く
こ
と
在
り
』
と
。
祖
、
杖
を
以
て
碓
を
撃
つ
こ
と
三
下
し
て
去
る
。
恵
能
即
ち
祖
の
意
を
会
し
、
三
鼓
に
室
に
入
る
（
祖
潜
至
碓

坊
、
見
能
腰
石
舂
米
、
語
曰
、
求
道
之
人
、
為
法
忘
躯
、
當
如
是
乎
。
乃
問
曰
、
米
熟
也
未
。
恵
能
曰
、
米
熟
久
矣
、
猶
欠
篩
在
。
祖
以
杖
撃
碓
三
下
而

去
。
恵
能
即
会
祖
意
、
三
鼓
入
室
）」（T

48-349a

）
と
あ
る
。

（　

）
擔
麥
推
車
＝
「
擔
麥
」
は
典
拠
未
詳
。『
宗
鑑
法
林
』
巻
三
二
に
は
、
五
祖
法
演
の
示
衆
と
し
て
、「
東
山
示
衆
、
四
五
百
擔
麦
、

二
三
千
擔
稲
」（Z116-421a

）
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
擔
」
は
、
米
穀
の
単
位
を
表
わ
す
「
石
」
の
こ
と
で
、
用
例
と
は
取
り
え
な
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い
。「
推
車
」
は
五
台
山
隠
峰
と
馬
祖
道
一
を
め
ぐ
る
故
事
。『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
八
「
五
台
山
隠
峰
禅
師
」
条
に
、「
師
一
日
土
車

を
推
す
次お

り

、
馬
大
師
、
脚
を
展
べ
路
上
に
在
り
て
坐
す
。
師
云
く
、『
請
う
師
し
足
を
収
め
よ
』
と
。
大
師
云
く
、『
已
に
展
ぶ
れ

ば
、
収
め
ず
』
と
。
師
云
く
、『
已
に
進
め
ば
退
か
ず
』
と
。
乃
ち
車
を
推
し
て
大
師
の
脚
を
碾
過
し
て
損
う
。
法
堂
に
帰
り
、
斧

子
を
執
り
て
云
く
、『
適
来
、
老
僧
の
脚
を
碾
損
す
る
底も

の

出
で
来
た
れ
』
と
。
師
便
ち
出
で
て
、
大
師
の
前
に
頸
を
引の

ぶ
。
大
師
乃

ち
斧
を
置
く
（
師
一
日
推
土
車
次
、
馬
大
師
展
脚
在
路
上
坐
。
師
云
、
請
師
収
足
。
大
師
云
、
已
展
、
不
收
。
師
云
、
已
進
、
不
退
。
乃
推
車
碾
過
大

師
脚
損
。
帰
法
堂
、
執
斧
子
云
、
適
来
碾
損
老
僧
脚
底
出
来
。
師
便
出
於
大
師
前
引
頸
。
大
師
乃
置
斧
）」（T

51-259b

）
と
あ
る
。

（　

）
事
園
＝
茶
園
を
鋤
く
故
事
。『
添
足
』
に
は
黄
檗
希
運
と
臨
済
義
玄
、
洞
山
良
价
と
神
山
僧
密
の
二
つ
の
故
事
を
載
せ
る
。
黄
檗

と
臨
済
を
め
ぐ
る
話
は
、『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
二
「
臨
済
義
玄
禅
師
」
条
に
、「
黄
檗
、
一
日
普
請
し
て
茶
園
を
鋤
く
。
黄
檗
後

れ
て
至
る
。
師
問
訊
し
、
钁
を
按さ

さ

え
て
立
つ
。
黄
檗
曰
く
、『
困つ

か

る
る
こ
と
莫な是
き
や
』
と
。
曰
く
、『
纔
か
に
地
を
钁
く
の
み
、

何
ぞ
困つ

か

る
る
と
言
わ
ん
』
と
。
黄
檗
、
拄
杖
を
挙
げ
便
ち
打
つ
。
師
、
杖
を
接う

け
と
め
、
和
尚
を
推
し
倒
す
。
黄
檗
、
維
那
を
呼

ぶ
、『
維
那
、
我
を
拽
き
起
こ
し
来
た
れ
』
と
。
維
那
拽
き
起
こ
し
て
曰
く
、『
和
尚
争
で
か
這
の
風
顛
漢
の
無
礼
を
容ゆ

る

し
得
ん
』

と
。
黄
檗
却
っ
て
維
那
を
打
つ
。
師
自
ら
地
を
钁
い
て
云
く
、『
諸
方
は
即
ち
火
葬
な
る
も
、
我
が
這
裏
は
活
き
埋
め
に
せ
ん
』
と

（
黄
檗
一
日
普
請
鋤
茶
園
。
黄
檗
後
至
。
師
問
訊
、
按
钁
而
立
。
黄
檗
曰
、
莫
是
困
邪
。
曰
、
纔
か
に
地
を
钁
く
何
言
困
。
黄
檗
挙
拄
杖
便
打
。
師
接
杖
推

倒
和
尚
。
黄
檗
呼
維
那
、
維
那
拽
起
我
来
。
維
那
拽
起
曰
、
和
尚
争
容
得
這
風
顛
漢
無
礼
。
黄
檗
却
打
維
那
。
師
自
钁
地
云
、
諸
方
即
火
葬
、
我
這
裏
活

埋
）」（T

51-290b

）
と
あ
る
。
ま
た
、
洞
山
と
神
山
の
話
は
、『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
五
「
潭
州
神
山
僧
密
禅
師
」
条
に
、「
一
日
、
洞

山
と
茶
園
を
鋤
く
。
洞
山
、
钁
頭
を
擲
下
し
て
曰
く
、『
我
、
今
日
困つ

か

れ
て
、
一
点
の
気
力
も
也ま

た
無
し
』
と
。
師
曰
く
、『
若
し

気
力
無
く
ん
ば
、
争
で
か
恁
麼
に
道い

い
得
る
こ
と
を
解
く
せ
ん
』
と
。
洞
山
曰
く
、『
汝
、
将
に
謂お

も

え
り
、
気
力
有
る
底
是
れ
な
り

と
』
と
（
一
日
與
洞
山
鋤
茶
園
。
洞
山
擲
下
钁
頭
曰
、
我
今
日
困
一
點
氣
力
也
無
。
師
曰
、
若
無
氣
力
爭
解
恁
麼
道
得
。
洞
山
曰
、
汝
將
謂
有
気
力
底
是

也
）」（T

51-323c

）
と
あ
る
。
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（　

）
作
飯
＝
馬
祖
道
一
下
の
金
牛
和
尚
が
日
々
斎
を
振
る
舞
っ
た
話
。『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
八
「
鎮
州
金
牛
和
尚
」
条
に
、「
鎮
州
金

牛
和
尚
。
師
自
ら
飯
を
作
っ
て
衆
僧
に
供
養
す
。
斎
の
時
に
至
る
毎
に
、
飯
桶
を
舁
い
で
堂
前
に
到
り
て
舞
を
作
し
、『
菩
薩
子
、

飯
を
喫く

ら
い
来
た
れ
』
と
曰
い
て
、
乃
ち
掌
を
撫う

っ
て
大
笑
す
。
日
日
是
く
の
如
し
（
鎮
州
金
牛
和
尚
。
師
自
作
飯
供
養
衆
僧
。
每
至
齋

時
舁
飯
桶
到
堂
前
作
舞
曰
、
菩
薩
子
喫
飯
来
、
乃
撫
掌
大
笑
。
日
日
如
是
）」（T
51-261b

）
と
あ
る
。

（　

）
開
田
疇
＝
祖
師
が
田
畑
を
耕
作
す
る
故
事
。『
添
足
』
で
は
、
百
丈
懐
海
の
元
に
い
た
黄
檗
希
運
が
田
畑
を
開
墾
す
る
際
の
問
答

と
、
百
丈
惟
政
の
故
事
を
挙
げ
る
。
黄
檗
と
百
丈
の
話
は
『
禅
林
類
聚
』
巻
一
九
に
、「
黄
檗
運
禅
師
、
百
丈
に
在
り
て
田
を
開
き

て
帰
る
。
丈
問
う
、『
運
闍
黎
、
田
を
開
く
こ
と
易
か
ら
ず
や
』
と
。
師
云
く
、『
衆
に
随
い
て
作
務
す
』
と
。
丈
云
く
、『
道
用
を

煩
わ
す
こ
と
有
り
』
と
。
師
云
く
、『
争
で
か
敢
え
て
労
を
辞
せ
ん
』
と
。
丈
云
く
、『
多
少
の
田
を
か
開
き
得
た
る
』
と
。
師
、

鋤
を
将も

っ

て
地
を
築つ

く
こ
と
三
下
す
。
丈
便
ち
喝
す
。
師
、
耳
を
掩
い
て
去
る
（
黄
檗
運
禅
師
在
百
丈
開
田
帰
。
丈
問
、
運
闍
黎
開
田
不
易
。

師
云
、
隨
衆
作
務
。
丈
云
、
有
煩
道
用
。
師
云
、
争
敢
辞
労
。
丈
云
、
開
得
多
少
田
也
。
師
将
鋤
築
地
三
下
。
丈
便
喝
。
師
掩
耳
而
去
）」（Z117-222a

）

と
あ
る
。
ま
た
百
丈
惟
政
に
つ
い
て
は
、
馬
祖
下
に
い
た
と
さ
れ
る
百
丈
法
正
（
生
没
年
不
詳
・『
碧
巌
録
』
第
二
八
則
㊤P.444

）
と
別
人
で

あ
る
か
同
人
で
あ
る
か
、
古
来
見
解
が
分
か
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
『
禅
林
類
聚
』
に
於
い
て
、「
開
田
」
の
故
事
は
「
百
丈
政
禅
師
、

一
日
衆
に
謂
い
て
云
く
、『
汝
等
、
我
が
与た

め

に
田
を
開
け
。
了
わ
れ
ば
我
、
汝
の
為
に
大
義
を
説
か
ん
』
と
。
僧
、
田
を
開
き
了
わ

り
て
云
く
、『
請
う
和
尚
、
大
義
を
説
か
ん
こ
と
を
』
と
。
師
乃
ち
両
手
を
展
開
す
（
百
丈
政
禅
師
一
日
謂
衆
云
、
汝
等
与
我
開
田
。
了
我

為
汝
説
大
義
。
僧
開
田
了
云
、
請
和
尚
説
大
義
。
師
乃
展
開
両
手
）」（Z117-222b

）
と
、
百
丈
惟
政
の
示
衆
と
し
て
載
せ
ら
れ
る
が
、『
五
燈
会

元
』
で
は
、
巻
四
「
百
丈
涅
槃
和
尚
」
条
（Z138-127a

）
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
二
禅
師
の
混
同
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
景
徳
伝
燈

録
』
巻
九
「
洪
州
百
丈
山
惟
政
禅
師
」
条
（T

51-268b

〜c

）
に
詳
し
い
。
ま
た
、
そ
の
他
、
祖
師
の
「
開
田
」
の
故
事
と
し
て
は
、

『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
一
「
仰
山
慧
寂
」
条
に
「
一
日
、
潙
山
に
随
い
て
田
を
開
く
。
師
問
う
て
曰
く
、『
這こ

ち
ら頭
は
恁
麼
に
低
き
を

得
た
り
、
那あ

ち
ら頭
恁
麼
に
高
き
を
得
た
り
』
と
。
祐
曰
く
、『
水
の
能
く
物
を
平
ら
ぐ
は
、
但
だ
水
の
平
か
な
る
を
以
て
な
り
』
と
。
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師
曰
く
、『
水
も
也ま

た
憑
る
無
し
。
和
尚
、
但
だ
高
処
は
高
平
、
低
処
は
低
平
な
り
』
と
。
祐
之
を
然
り
と
す
（
一
日
随
潙
山
開
田
。

師
問
曰
、
這
頭
得
恁
麼
低
、
那
頭
得
恁
麼
高
。
祐
曰
、
水
能
平
物
、
但
以
水
平
。
師
曰
、
水
也
無
憑
。
和
尚
、
但
高
処
高
平
、
低
処
低
平
。
祐
然
之
）」

（T
51-282b

）
と
、
師
で
あ
る
潙
山
霊
祐
と
の
問
答
を
載
せ
る
。

（　

）
搬
土
＝
法
眼
文
益
が
清
涼
院
に
住
し
て
い
た
時
に
、
一
僧
が
土
を
運
搬
す
る
の
を
見
た
際
の
問
答
の
こ
と
。『
五
燈
会
元
』
巻

一
〇
「
清
涼
文
益
禅
師
」
条
に
、「
師
、
僧
の
土
を
搬は

こ

ぶ
を
見
る
次お

り

、
乃
ち
一
塊
の
土
を
以
て
僧
の
擔
上
に
放お

き
て
曰
く
、『
吾
れ

汝
を
助
く
』
と
。
僧
曰
く
、『
和
尚
の
慈
悲
を
謝
す
』
と
。
師
肯
わ
ず
。
一
僧
別
し
て
云
く
、『
和
尚
是
れ
甚
麼
の
心
行
ぞ
』
と
。

師
便
ち
休
し
去
る
（
師
見
僧
搬
土
次
、
乃
以
一
塊
土
放
僧
擔
上
曰
、
吾
助
汝
。
僧
曰
、
謝
和
尚
慈
悲
。
師
不
肯
。
一
僧
別
云
、
和
尚
是
甚
麼
心
行
。
師

便
休
去
）」（Z138-342b

）
と
あ
る
。

（　

）
拽
磨
＝
南
泉
普
願
と
維
那
の
問
答
。『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
八
「
南
泉
普
願
禅
師
」
条
に
、「
師
、
維
耶
に
問
う
、『
今
日
普
請
し
て

什
麼
を
か
作
す
』
と
。
対
え
て
云
く
、『
磨
を
拽
く
』
と
。
師
云
く
、『
磨
は
爾な

ん
じ
が
拽
く
に
従ま

か

す
も
、
磨
の
中
心
の
樹
子
を
動
著
す

る
を
得
ざ
れ
』
と
。
維
那
、
語
無
し
（
師
問
維
耶
、
今
日
普
請
作
什
麼
。
対
云
、
拽
磨
。
師
云
、
磨
従
爾
拽
、
不
得
動
著
磨
中
心
樹
子
。
維
那
無

語
）」（T

51-258c

）
と
出
る
。

（　

）
抗
志
超
俗
＝
志
を
高
く
持
ち
、
俗
世
間
を
超
越
す
る
こ
と
。「
抗
志
」
は
、
志
を
高
尚
に
す
る
の
意
（『
大
漢
和
』
巻
五p.141

）。

（　

）
自
強
不
息
＝
自
ら
勤
め
、怠
ら
な
い
こ
と
。『
易
経
』「
乾
卦�

象
伝
」
に
「
天
行
は
健
な
り
。
君
子
以
て
自
ら
強
め
て
息
め
ず
（
天

行
健
、
君
子
以
自
強
不
息
）」（
岩
波
文
庫
『
易
経
』
㊤p.83

）
と
あ
る
の
が
典
拠
。

（　

）
嬾
墮
懈
怠
＝
「
嬾
墮
」（『
中
村
』p.1407

）・「
懈
怠
」（『
中
村
』p.300
）、
共
に
怠
り
、
な
ま
け
る
こ
と
。」『
慈
悲
道
場
懺
法
』
巻
三
に

「
且
つ
経
教
の
明
ら
か
に
す
る
所
、
未
だ
一
善
の
懶
堕
懈
怠
の
中
従
り
生
ず
る
を
見
ず
、
亦
た
未
だ
曽
て
一
善
法
の
憍
慢
自
恣
の
中

従
り
得
る
有
る
を
見
ず
（
且
経
教
所
明
、
未
見
一
善
懶
堕
懈
怠
中
生
、
亦
未
曽
見
有
一
善
法
従
憍
慢
自
恣
中
得
）」（T

45-933b

）
と
あ
る
の
が
典

拠
。『
汾
陽
無
徳
禅
師
語
録
』
に
も
「
経
云
、
未
曽
有
一
法
従
懶
隋
懈
怠
中
得
」（T

47-601c

）
と
引
く
。
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（　

）
洞
達
淵
源
＝
本
源
を
は
っ
き
り
と
悟
り
き
る
。「
洞
逹
」
は
っ
き
り
と
悟
り
き
る
（『
大
漢
和
』
巻
六
・p.1099

、『
漢
語
』
第
五
冊
・p.1147

）。

用
例
と
し
て
は
、『
宗
門
武
庫
』
に
、「
珵
、
因
縁
を
看
せ
し
む
る
に
、
皆
な
自
ら
見
、
自
ら
説
き
、
其
の
言
語
を
仮
ら
ざ
ら
ん
こ

と
を
要
す
。
師
、
先
聖
の
微
旨
に
洞
達
す
（
珵
令
看
因
縁
、
皆
要
自
見
自
説
、
不
假
其
言
語
。
師
洞
達
先
聖
之
微
旨
）」（T

47-953a

〜b

）
と
あ

る
。「
淵
源
」
は
、
み
な
も
と
。
本
源
（『
大
漢
和
』
巻
七
・p.50

、『
漢
語
』
第
五
冊p.1489

）。『
碧
巌
録
』
第
五
七
則
・
頌
著
語
に
「
是
れ
什

麼
た
る
度
量
ぞ
。
淵
源
難
り
測
し
。
也ま

た
未
だ
一
半
を
得
ざ
る
な
り
（
是
什
麼
度
量
。
淵
源
難
測
。
也
未
得
一
半
在
）」（T

48-191a

）
と
あ

る
。

（　

）
至
難
至
險
＝
極
め
て
困
難
で
、
甚
だ
険
し
い
こ
と
。
こ
こ
で
は
修
行
者
が
到
達
す
る
こ
と
が
難
し
い
、
悟
り
の
境
涯
を
指
す
。

『
心
要
』
で
は
、「
示
慧
空
知
客
」
に
、「
千
艱
万
苦
、
至
難
至
嶮
、
銀
山
鐵
壁
の
如
く
な
る
処
に
於
い
て
、
身
を
放
ち
命
を
捨
て
、

手
を
那
邊
に
撒
し
て
、
此
の
大
事
因
縁
を
承
当
し
、
情
を
絶
し
見
を
離
れ
て
、
狂
機
業
識
を
歇
却
し
て
、
大
解
脱
門
を
闢
く
（
於
千

艱
萬
苦
至
難
至
嶮
、
如
銀
山
鐵
壁
処
、
放
身
捨
命
撒
手
那
邊
、
承
当
此
大
事
因
縁
、
絶
情
離
見
歇
却
狂
機
業
識
、
闢
大
解
脱
門
）」（Z120-739a

）
と
あ

る
。

（　

）
渉
世
應
酬
、
屈
節
俯
仰
＝
悟
り
の
境
涯
か
ら
降
り
、
世
に
い
で
て
衆
生
の
為
に
あ
れ
こ
れ
働
く
こ
と
。「
渉
世
」
は
世
事
を
経
る

こ
と
（『
大
漢
和
』
巻
六p.1188

、『
漢
語
』
第
五
冊p.1198
）。『
大
慧
語
録
』
巻
二
六
「
答
富
枢
密�

第
二
書
」
に
「
大
凡
そ
世
を
渉
り
て
余
り

有
る
の
士
、
久
し
く
塵
労
中
に
膠
く
（
大
凡
渉
世
有
余
之
士
、
久
膠
於
塵
労
中
）」（T

47-921c

）
と
あ
る
。「
応
酬
」
は
問
答
応
酬
の
こ
と
。

『
心
要
』
で
は
、
本
箇
所
を
含
め
三
箇
所
出
る
。
用
例
と
し
て
は
、『
虚
堂
録
』「
日
本
源
侍
者
游
台
雁
」
に
、「
師
道
厳
明
善
応
酬
、

石
橋
過
了
問
龍
湫
。
一
花
一
草
人
皆
見
、
是
子
知
機
独
點
頭
」（T

47-1040b

）
と
あ
る
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
屈
節
」
は
、『
世
説
新

語
』
巻
一
五
「
賢
媛
」
に
「
絡
秀
、
伯
仁
等
に
語
る
ら
く
、
我
、
節
を
屈
し
て
汝
が
家
の
為
に
妾
と
作
り
し
所
以
は
、
門
戸
の
計

の
み
（
絡
秀
語
伯
仁
等
、
我
所
以
屈
節
為
汝
家
作
妾
、
門
戸
計
耳
）」
と
あ
る
。「
相
手
の
身
分
に
合
わ
せ
て
自
ら
下
る
こ
と
（
降
低
身
分
相

從
）」（『
漢
語
』
第
四
冊p.32

）。
俯
仰
は
、【
三
】「
示
圓
首
坐
」（
ａ
）
注
（
43
）
を
参
照
。
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（　

）
此
不
為
非
不
能
也
＝
た
だ
行
わ
な
い
だ
け
で
あ
っ
て
、
不
可
能
な
の
で
は
な
い
。『
孟
子
』「
梁
恵
王�

上
」
に
「
長
者
の
為
に
枝

を
折
ら
ん
と
す
。
人
に
語つ

げ
て
曰
く
、『
我
能
わ
ず
』
と
。
是
れ
為
さ
ざ
る
な
り
、
能
わ
ざ
る
に
は
非
ざ
る
な
り
（
為
長
者
折
枝
。
語

人
曰
、
我
不
能
。
是
不
為
也
、
非
不
能
也
）」（
岩
波
文
庫
『
孟
子
・
上
』p.56

）
と
有
る
の
に
基
づ
く
。

（　

）
按
下
雲
頭
＝
『
禅
学
』
に
、「
師
家
が
向
下
し
、
第
二
義
門
に
つ
く
こ
と
」（p.75

）
と
あ
る
。『
心
要
』
の
用
例
と
し
て
は
、「
示

李
宜
父
」
に
、「
抑そ

も
そ
も
已
む
を
得
ず
し
て
、
遂
に
雲
頭
を
按
下
し
て
棒
喝
交
ご
も
馳
す
（
抑
不
得
已
、
遂
按
下
雲
頭
棒
喝
交
馳
）」（Z120-

752a

）
と
あ
る
。
ま
た
『
犂
耕
』（p.38

）、『
葛
藤
語
箋
』（p.184

）
参
照
。

（　

）
自
警
自
策
＝
自
ら
修
行
に
精
進
す
る
こ
と
。「
警
策
」
の
語
は
、『
心
要
』
に
本
箇
所
を
含
め
二
箇
所
出
る
の
を
始
め
、『
汾
陽
無

徳
禅
師
語
録
』
に
も
「
師
云
く
、『
諸
兄
弟
よ
当
に
此
の
心
を
以
て
、
忘
失
せ
し
む
る
こ
と
な
く
、
逓
相
警
策
す
べ
し
』
と
（
師
云

諸
兄
弟
当
以
此
心
、
無
令
忘
失
、
逓
相
警
策
）」（T
47-597a

）
と
あ
る
が
、
同
時
代
に
成
立
し
た
語
録
等
に
は
「
自
警
自
策
」
の
用
例
は
見

え
な
い
。
時
代
が
下
っ
て
、
明
代
・
大
香
注
の
『
潙
山
警
策
註
』
に
は
、「
此
こ
に
勧
む
、
熟ね

ん
ご
ろ
に
全
章
を
読
み
、
時
時
に
自
ら
警

し
自
ら
策
せ
よ
（
此
勧
読
熟
全
章
、
時
時
自
警
自
策
）」（Z114-937b

）
と
あ
る
。

（　

）
方
便
門
寛
曠
＝
方
便
の
教
え
を
広
く
開
く
こ
と
。「
方
便
門
」
は
「
真
実
の
教
え
を
導
入
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
、
か
り
の
教

え
」（『
禅
学
』p.1141

）。『
妙
法
蓮
華
経
』
巻
四
「
法
師
品
」
に
「
此
の
経
は
方
便
門
を
開
き
、
真
実
相
を
示
す
（
此
経
開
方
便
門
、
示
真

実
相
）」（T

9-166a

〜b

）
と
あ
る
の
を
典
拠
と
す
る
。
こ
の
語
は
古
く
は
『
大
乗
無
生
方
便
門
』
や
『
楞
伽
師
資
記
』
の
敦
煌
北
宗
文

献
群
に
見
え
る
の
を
始
め
、『
碧
巌
録
』
第
九
則
、
本
則
評
唱
に
、「
知
ら
ず
や
、
古
人
は
方
便
門
の
中
に
、
初
機
後
学
の
、
未
だ

心
地
を
明
ら
め
ず
、
未
だ
本
性
を
見
ざ
る
も
の
の
為
に
、
已
む
を
得
ず
し
て
箇
の
方
便
語
句
を
立
つ
る
を
。
祖
師
西
来
、
単
伝
心

印
、
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
の
如
き
、
那
裏
に
か
此
く
の
如
く
葛
藤
せ
ん
（
不
知
、
古
人
方
便
門
中
、
為
初
機
後
学
、
未
明
心
地
、
未
見
本

性
、
不
得
已
而
立
箇
方
便
語
句
。
如
祖
師
西
来
、
単
伝
心
印
、
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
、
那
裏
如
此
葛
藤
）」（T

48-149a

）
と
あ
る
な
ど
、
禅
録
に
広

く
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
寛
曠
」
は
広
々
と
し
て
い
る
こ
と
（『
漢
語
』
第
三
冊p.1588
）。�

（
瀧
瀬
尚
純
）
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